









































29歳独身は異世界で自由に生きた……かった。3
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本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　第一話　～疑いの目を向けられました～







「お前らその可哀想なものを見る目をやめてくれませんかねぇ……？」

「……だって、なぁ？」

　ソーンの言葉に獣人達が苦笑いのような表情を作ったり頭を振ったり肩を竦すくめたりする。解せぬ。

　どうも、タイシです。

　万単位の魔物が押し寄せてくる大だい氾はん濫らんという傍はた迷めい惑わくなイベントを愛と勇気という名の曖あい昧まいなものではなく、膨大な魔力と有り余るパワーで撥はね返した勇者です。自称ではなく、ちゃんと王国に認められた権威ある勇者ですよ？




　あ、いかん、この独白なんか自分で鳥肌立ってくるわ。




　大氾濫の報酬として広大なカレンディル王国の一部を割譲してもらって、いかにも困窮している様子の目の前の獣人達の面倒を見てやろうとしただけなのに。

　何な故ぜ可哀想なものを見る目を向けられなければならないのか。実に遺憾である。

「よしわかった、思いつきを口にしたことは認めよう」

「思いつきかよ!?」

　ソーンと名乗った狼の獣人が鋭いツッコミを入れてくる。まんま服を着た二足歩行の人間大のオオカミといった風情のソーンのケモ度はそこそこ高めだ。

　周りにいる彼の仲間達の反応は様々だ。兎の女獣人のパメラと豹ひようの男獣人のレリクスは興味深げにこちらを観察しているし、牛の男獣人のマルクスは何を考えているかわからない顔でぼーっと突っ立っている。ソーンと同じ狼の男獣人のブレイクはまだ俺を警戒しているようで、少し離れたところでこちらの様子を窺うかがっている。

　全員がソーンと同じくらいのケモ度で、人間に動物耳と尻しつ尾ぽ付きというよりは動物が人間のように立ち上がって服や武具を身につけているような感じだ。

　カレンディル王国でそこそこ過ごしてきたが、彼らのような獣人を見かける機会は殆ほとんど無かった。

　どうも獣人というのはカレンディル王国では被差別種族であるらしい。街にいる獣人というのは大抵貴族の奴隷で『色々な用途』で囲われ、飼われているのだとか。

　こいつらの証言だけしか情報が無いから要調査案件だな、うん。

　とは言え、こいつらはどうも真っ当に大手を振って生きていけない立場であるらしい。生まれはこいつらの罪ってわけじゃないしなぁ。元はと言えばこんな火事場泥棒みたいな真ま似ねをせざるを得ないのも理不尽な差別で国のサポートを受けられないせいだろうし。

「うむ、思いつきだ。だが実現性はそこそこ高そうだし、割と名案だと思うぞ」

　そう言いながら俺は思案する。

　まず、俺としては今回の大氾濫を退けた報酬としてカレンディル王国からはそれなりのモノを頂かなければならないと考えている。

　これは勇者として祭り上げられ、それに足るだけの活躍をした俺の面めん子つを保つためであり、カレンディル王国の面子を保つためであり、また無用な恐れをカレンディル王国及びそこに属する国民に抱かせないためである。

　まず一つ。

　勇者としての面子を保つため、というのはつまり俺はそんなに安くないぞと広く知らしめるということだ。

　頼られて力を振るうのは吝やぶさかではないが、大した報酬もなしに便利使いされるのは避けたい。相応の対価を公然と要求することによって、そういうことを企てる輩やからを予あらかじめ牽けん制せいしておきたいのだ。領土の割譲なんていう大それた報酬を要求しておけば舐なめられずに済むだろう。

　とは言えこちらとしてもカレンディル王国に喧けん嘩かを売りたいわけではないので、手付かずの未開地を要求するつもりである。具体的にはカレンディル王国の暗殺部隊と初めて戦闘を行った遺跡がある広大な森と、その周辺地域だ。

　地理的にはクロスロードの南西に当たる。

　あの森は大樹海と呼ばれるほどに広大で、しかも道が切り拓かれていないのでミスクロニア王国との貿易を行う商人は大きくあの森を迂う回かいしているそうだ。森を突っ切ることが出来ればミスクロニア王国への道程は半分以下になる。

　道を切り拓くこと自体は過去にカレンディル王国でも何度か検討されていたようだが、カレンディル王国は予想を上回る魔物の抵抗に遭い、その試みは一度も成功していないそうだ。




　まぁ、開発そのものは俺の膨大な魔力を使えばそんなに難しくないだろう。いざとなったら魔法で更地にしてしまえば良いのだよ、ハッハッハ。




　未開地とはいえ領土を割譲するというのは国家としては最大限の譲歩であろうから、カレンディル王国としても十分な功績を残した勇者に対する報酬として面目が立つだろう。

　国家同士の戦争と違って今回の大氾濫で新しく土地や資源が手に入ったわけではない。もし俺に普通に爵位と土地を与えるということになると、それはどこかの貴族から取り上げて俺に与えるということになる。既得権益を脅かされる貴族の反発は必定だろう。

　それに比べてロクに開発もされていない手付かずの未開地ならその辺りのしがらみも無いだろうから出しやすいはずだ。多分。

　しかし実際に国を作るとなると法整備等やら何やら国家の仕組みづくりが必要になるな。流石さすがにその辺りの知識は無いので、カレンディル王国かマールの故郷であるミスクロニア王国から専門家を招いた方が良いだろうか。獣人を国民とすることを考えればミスクロニア王国から招いた方が良いかね。

　ミスクロニア王国とも国境を接することになるから、ミスクロニア王国にも話を通す必要があるな。その辺りはマールに任せよう。

　今頃マールはカレンディル国王やゾンタークと俺の働きに対する報酬について話し合っているはずだ。

　マールも今日の話し合いではカレンディル王国側がどの程度の要求まで吞のめそうか様子見をしてくると言っていたので、今日帰ったら俺の計画を話して相談してみるとしよう。

　とりあえず今はソーン達の事をもっとよく知って、できる限りの信頼を得るべきだな。

　え、なんでマールに交渉を丸投げしているのかって？　ゾンターク相手に俺の交渉系スキルは仕事しないからな！　多分ゾンタークの交渉系スキルのほうが圧倒的に高いからだろうと思うが。

　適材適所っていい言葉だよな。うん。

「まぁとりあえずそっちの話は一回置いておこう。あんた達だけで返事をしていい話でもないだろうし、そもそも俺のほうも色々と準備しなきゃならないことだしな。とりあえずは目の前のあんた達の窮状をどうにかするのが先決だ」

「そりゃ助かるがよ……さっきも言ったが、俺達は助けてもらっても返せるものは何も無いぞ？」

　ソーンの目には疑惑の色がありありと浮かんでいる。

　それはそうだろう、無償で食糧や高価な魔法薬を提供すると言っているわけだからな。話がウマすぎる。信用させておいて奴隷狩りをするつもりなんじゃないかと思われても仕方が無い。

「しない善よりする偽善ってな。誰かを助けるのに理由がいるか？」

「……本音は？」

　ソーンは胡う散さん臭くさいものを見る目で俺を見ながらそう聞いてきた。俺はその質問に表情を変えずキッパリと答える。

「やんごとなき身分の女を嫁にする予定でな、それに釣り合うだけの実績は出せたと思っているが、もう少し積み上げたい。その為に色々とやろうと思うが、人手が必要だ。ただ俺は奴隷ってのがあんまり好きじゃない。そこでお前らとビジネスをしたいと思っている。完全に対等な立場とは言わないが、少なくとも奴隷と主人という関係よりは対等に近い立場でな」

　ソーンは腕を組み、鼻をピクピクさせながら先を促すように首を傾げてみせた。

　俺はそれを確認して言葉を続ける。

「ビジネスをするにはお互いに信頼関係を築くのが重要だ。俺からビジネスを持ちかけるわけだからな、まずは信頼に足るだけの力があることを示さなきゃならないだろう。物資の提供はその一環だな」

　そう言って俺は先ほどストレージから取り出して積み上げた物資を指差す。焼きしめた堅パンやガラス瓶に入った回復薬、医療品が整然と収められた木箱や小麦粉の詰まった袋、塊のままの干し肉や各種野菜が満載された籠などだ。

　ソーンの目はそれらの物資を食い入るように見つめている。

「ううむ……」

　ソーンは難しい顔をして考え込んでしまった。まぁそうだよな、俺が奴隷狩りをしないなんて保証は無いわけだし。

　俺が話した目的からすれば、人手が確保できさえすれば奴隷だって構わないわけだ。俺が奴隷を好まない、なんてのも口先だけである可能性があるわけだし。

　ちらりと獣人達の様子を窺ってみる。

　兎獣人のパメラは興味深げな視線をこちらに向けており、牛獣人のマルクスは腕を組んで沈黙して──いや、寝てないかあいつ。

　豹獣人のレリクスは鋭い視線を物資に向け、ソーンと同じ狼獣人のブレイクは物欲しげな表情で干し肉の塊を見ていた。はらぺこなのかもしれない。

「……ソーン、背に腹は代えられんぞ」

　レリクスの言葉にソーンは苦々しげな表情を浮かべた。パメラもレリクスの言葉に頷うなずき、マルクスとブレイクからも特に反対意見は出ないようだった。

　ふふ、これで良い。目もく論ろ見み通りだ。




　　　　─☆★☆─




　実は俺にはソーンには言っていない秘めた欲望があった。




　モフモフだ、俺にモフモフを寄越せ。




　この世界にはモフモフ成分が足りない。圧倒的に足りない。もはや致命的だ。

　馬は見かけたのだが、犬や猫といった愛あい玩がん用の動物というものがこの世界には見当たらないのだ。実は、元の世界では生まれてからずっと犬と一緒に生活してきた。モフモフと常に共にあったのだ。

　しかしこの世界に来てからはモフモフに出会う機会がない。それとなく探してみたりしたのだが、どうもそういう文化そのものがないようだ。

　ぶっちゃけ今の俺はソーンを押し倒して思う存分モフってやろうかと思ってしまったくらいにモフモフに飢えている。いや、男は押し倒したくないからやらんけど。

　王都にもなかなか良いモフり加減の毛皮とかはあったが、違うんだ。生きていないただの毛皮では魂の底から湧きあがってくるモフモフへの渇望を癒やすことは出来ないのだ。

　とりあえずモフモフという名の癒しに飢えている今の俺は止とどまるところを知らない。不退転の覚悟で、どんなえげつない手を使ってでも獣人の集落へと辿たどり着くつもりだった。モフモフのために。

　マールのすべすべお肌とかフラムのぽよんぽよんなお胸にも癒やされるが、それはまた別の話なのだ。

「はぁ……はぁ……だっこ、だっこさせてくれ」

「ちょっとソーン!?　何よこの変態!?　ちょっ！　こら、それ以上こっちに来ないで！　それ以上近寄ったら撃ち抜くわよ！」

　二人のモフモフ幼女を背に庇かばったエルフの女が俺に矢を番つがえた弓を向けながらキャンキャンと騒ぎ立てる。ええいどけ、俺にそのモフモフを寄越せ。

　というか獣人と近かったから気づかなかったが、一人だけエルフが混じっていたのか。金髪エルフにもロマンはあるが今はお前じゃない、モフモフを寄越せ。

　彼女の背には二人の獣人の子供が庇われていた。

　一人は金色に近いモフモフの毛に覆われた狐耳が頭の上にある少女。髪の毛や狐耳、尻尾は金色の毛に覆われているがそれ以外は人間に近い容姿だ。紛う事なき狐耳少女である。

　もう一人は眠たげな目をぼーっとこちらに向けている羊耳少女だ。

　この子は白い頭髪で、頭には巻いた角が生えている。彼女は腕や足にも羊のような毛が生えているようだ。フヒヒ、この子もモフモフしがいがありそうじゃないか。

　二人とも背丈はメイベルよりも小さい。まだ十歳くらいじゃないだろうか？　リアル獣耳幼女万歳。

「くっ！　このっ！」

　にじり寄る俺に向かって喚わめいていたエルフの女が矢を放つ。

「フッ、無駄なことを」

　放たれた矢を二本の指で受け止め、反転させてそれを投げ返してやる。

　そう、格闘と投とう擲てきのレベルが５に達し、更に常軌を逸したＤＥＸデクスタリテイを持つ今の俺にとっては世紀末な世界で猛威を振るうあの暗殺拳の奥義を再現することなど容易たやすいのだ。

　俺の手から投げ返された矢が喚いていた女の頰を掠かすめて後方の木へと深く突き立った。

「……疲れているのか、俺は。今こいつがとんでもないことをしたように見えたんだが」

「ダメよソーン、現実は受け入れないと」

　後ろでソーンのぼやく声と何な故ぜか楽しそうなパメラの声がするが、今はそれどころではない。

　俺の某暗殺拳奥義に矢を投げ返されたのが気に入らなかったのか、喚いていた女が目を吊つり上げて次々と矢を放ってくる。

　三連射、二本同時射ちまではまだ常識の範囲内の技術だったが、しまいには風の魔力を伴った矢だの螺ら旋せん状の衝撃波を伴った矢だの実に多彩な技を放ってきた。その全てを受け止めて投げ返してやったけど。

「そ、そんな、私の弓が……こんな変態に通じないなんて」

　俺に投げ返された矢に囲まれ、エルフの女が両手と両足を地に突いてうな垂れた。見事な失意体前屈である。

　狐耳幼女が心配そうに彼女に寄り添い、ジト目の羊耳幼女がその頭を撫なでて慰めていた。なんというか心温まる絵だな。

「良い運動だったな。で、こいつは？」

「村一番の弓の使い手で、メルキナって名前だ。獣人じゃなく森人だな」

「もりびと？　ああ、エルフね」

　人間はそう呼ぶらしいな、と言ってソーンが肩を竦すくめる。

　失意体前屈状態から抜け出せないメルキナを放置して俺はその横にいる幼女に近づいて屈かがみ、目線を合わせる。

「タイシ＝ミツバだ。よろしくな」

「……カレン」

「あの、シェリー、です」

　ジト目の羊耳幼女──カレンがさりげなく一歩前に出て絶賛失意体前屈中のメルキナとそれに寄り添っている狐耳幼女──シェリーを庇う。健けな気げな子だな。

「大丈夫だ、これ以上そいつには何もしないから。飴あめちゃん食べるか？　あと頭撫でて良いか？」

「ん……もうメルに意地悪しない？」

「しないしない」

「ならいい。飴食べる」

　シェリーは近づいてきそうにないのでシェリーの分もまとめてカレンに渡してやる。カレンはトテトテと歩いていってシェリーに飴を渡した後、律儀に俺の手の届く範囲まで戻ってきた。

　その頭を撫でる。

　おお、ふわっふわのモッフモフやで。角や耳も少しだけ触らせてもらう。

　角は不思議と温かく、耳を触るとくすぐったいのかピコピコと耳が動いた。なんだこの可愛かわいい生き物。

「何をやっているんだ、お前は……」

「え？　モフモフを堪たん能のうしてるんだが？」

「いや、そうじゃなくて……やっぱいい」

　何か知らんが諦められてしまった。

　でも今は、そんな事はどうでもいいんだ。重要なことじゃない。

「よーしよしよしよしよし」

「むぅ……撫ですぎ」

　ふわふわモフモフを夢中で堪能していると逃げられてしまった。

　くっ、やはり少女の頭を撫でただけで懐かれるというご都合展開は幻想だったんや。

　しかし良いものだった。また今度隙を窺うかがって撫でさせてもらおう、ふへへ。

「……ふぅ、名残なごり惜しいが堪能できた」

　コロコロと笑っているパメラと相変わらず目を瞑つむって突っ立っているマルクス以外は何故かドン引きしている。

　何故だ、全人類の財産であるモフモフを愛めでるのは当然の行為じゃないか。愛は世界を救うんだよ。

「ソーン、何者なのよこの変態は」

「勇者らしいぞ」

　ソーンが紹介してくれたのでメルキナに向かって親指をビッと立ててサムズアップしてみる。

　メルキナは整った顔立ちをこれでもかというくらい不審の色に染めて俺の顔を見上げてきた。メルキナの体格はマールとどっこいどっこいだ。

「いひゃいいひゃい！　にゃにすんのよ！」

「すまん、嫁と同じような背丈だったからつい」

　不ぶ躾しつけな視線を向けられたので思わずメルキナの両頰をつねってグリグリしてしまった。涙目になったメルキナが少し赤くなった頰を押さえている。

　こうしてよく見ればメルキナはマールとはまた違った方向の美人だ。アレは少しバカっぽい朗らかな美人だが、なんというかこうメルキナはツンツンした感じの美人である。

　キリッとした若干吊り目がちの目、マールよりも色素の薄い腰まで伸びた金髪、マールよりも更に慎ましやかな体つき。

　ツンデレエルフをそのまま実体化させたようなヤツだ。まぁマールの方が可愛いけどな。

「こら！　そこまでにしろお前ら！　さっさと行くぞ！」

「ぐぬぬ……後でちゃんと説明しなさいよっ！　というか物資は!?」

「そうらいくぞちびっ子どもー、ふはははは」

「きゃー」

「にげろー」

　歩き出したソーン達を追って俺と獣耳幼女達も歩き始める。ツンデレエルフことメルキナは放置で。

「むぐぐぐぐ、解せないわ！」




　　　　─☆★☆─




　森の中を駆けること一時間ほど。

　大人のソーン達はともかく、ちびっ子やツンデレエルフも遅れることなく相当のスピードで森の中を駆け続けている。

　この一時間ほどの間、草木の生い茂る森の中を普通の人間の全力疾走に近い速度で移動し続けているのだが、一人も落らく伍ご者が出ない。彼らの身体能力の高さが窺える。

　獣人やエルフとしての特性もあるんだろうが、普通の人間に比べると身体的なスペックはかなり高そうだ。先ほどチラリと見てみたところソーン達はレベル20前後、ちびっ子二人は揃そろってレベル11、メルキナに至ってはレベル32とか近衛このえ騎士並みのレベルだ。

　メルキナはレベルからすると見た目以上に老けてるのかもしれんな。エルフだし。

「……今あんたなんか失礼なこと考えてない？」

「お前エスパーかよ。いや、年の功か？」

「年の功って何よ!?」

　走りながら怒るという器用なことをしているメルキナを半ば無視して前方に感覚を集中する。俺の気配察知のスキルはこの先に魔物のものと思おぼしき気配を察知している。

　反応からするに恐らくトロール級のそこそこ手ごわいレベルの魔物だな。数は二匹、俺なら苦戦することも無く一瞬で片付けられる相手だ。

　さて、いつ気付くだろうかと思っていると先を駆けていたパメラが速度を落としてソーンに何か耳打ちをした。それを受けてソーンが片手を上げて全員を制止する。パメラとレリクスだけはそのまま先に駆け抜けていく。
















「全員止まれ、この先に何か居るようだ。パメラとレリクスが確認してくるまで待機する」

　ソーンの言葉を受けて全員が各々の装備を確認しはじめる。ちびっ子二人も戦うんだろうか？　と思って見ていると二人とも特に何をすることも無く身体からだを休めている。

　流石さすがに戦闘はやらないのかね？　その割には微妙にレベルが高いような気がするが。

「途中でへばると思ったんだがな」

「この倍以上のスピードでもへばらんよ、俺勇者だし」

　ソーンに向かって笑って答えながら俺も一応自分の得物を確認しておく。

　鋼鉄を鍛えて作ったスローイングスパイク──棒手裏剣をイメージして作った投擲武器を鎧よろいの各所に合計十六本、腰にはミスリル製のバスタードソード。ストレージの中には接合剣や神しん銀ぎん棍こん、その他自分で作った鋼鉄製の武器やミスリル製の武器がそれなりに揃っている。

　今度投擲用の使い捨て大威力武器でも作るかな、魔力を増幅するクリスタル製の砲丸とか。魔ま力りよく撃げきの要領で魔力を込めてから投げつけたら大爆発とかしないだろうか。

「良い剣だな」

　いつの間にか寄ってきていた狼獣人のブレイクが俺のミスリルソードを興味深げに覗のぞきこんでいた。彼の得物は俺のバスタードソードよりも一回り大きいグレートソードだ。

　よく見てみると細かい傷が目立つし、ところどころ刃こぼれもある。しかし質そのものは悪くない、というか良い。下手すると王都アルフェンの高級武器店に並んでいるレベルの品だ。こんな辺へん鄙ぴな場所で手に入るものじゃないと思うんだが、どこで手に入れたんだろうか。

「その剣もな。ちょっとばかりくたびれてるけど」

「退職金代わりの品でな。長い間まともに手入れできていないのが悔やまれるよ」

　そう言ってブレイクはそっと傷だらけの刀身を撫でる。どうやら彼らの村には武器を整備できる鍛冶師がいないらしい。設備の問題かもしれんが。

　それにしても退職金代わり、か。ブレイクはどこかの貴族にでも仕えていたのかね。

　そうしているうちにパメラとレリクスが戻ってきた。二人が報告を開始する。

「トロールが二匹ね。村に近いから始末した方が良いと思うけど」

「そうだな、だが二匹か……」

　考え込むソーン。

「良ければ一匹は俺が受け持つが？」

「いや……これは俺達の村の問題だ。お前の手を借りるわけにはいかん」

　ソーンの言葉に俺以外の全員が頷うなずく。ちびっ子達までだ。

「そうか」

　ここは大人しく引き下がっておくとしよう。ヤバかったら手を出せばいいしな。ソーン達の実力にも興味があるし、ここはお手並み拝見といこう。

　ソーン達は素早く強襲の打ち合わせを終えてトロール達を包囲するように分散して前進を開始した。

　ちびっ子とメルキナが魔法と弓で先制攻撃し、混乱したところにソーン達前衛が突っ込んで一気にケリをつけるらしい。

　トロールの厄介なところは３ｍを超える体たい軀くから生み出される怪力と、生半可な攻撃を通さない分厚い外皮、そして多少の傷はすぐに治ってしまう治癒能力の高さだ。

　まぁ分厚い外皮を突破できる攻撃力さえあれば倒すのはそう難しくは無い。治癒能力も厄介ではあるが、要は弱点を突いて即死させてしまえばこれもどうという事は無い。

　幸い人型であるためか急所は似通っている。最も有効なのは頭部の破壊、次点で首の切断だな。あるいは火で燃やしてしまうか。ああ、出血多量でも死ぬかもしれんな。

　トロールの外皮は火に炙あぶられると脆もろくなり、しかも再生能力が失われる。そうしてからチクチクとダメージを蓄積させて倒すというのがセオリーの一つだ。

　もう一つは足を殺して倒れたところで一気に頭部を破壊するというものだ。俺くらいになれば外皮の防御ごと袈け裟さ懸がけに真っ二つにしてやるけどな。

　流石に上半身と下半身がずんばらりんとなれば再生能力の高いトロールといえども一撃である。

　考え事をしているうちにトロールの近くまで辿たどり着いた。俺はカレンとシェリーのちびっ子組にツンデレエルフ（仮）ことメルキナを加えた奇襲組に随伴している。

「なんでアンタがここに居るのよ」

「いざという時のフォローだよ、フォロー」

「気付かれる前にやる」

　カレンの言葉にシェリーが頷き、メルキナは短く息を吐いて矢筒から矢を取り出した。

　メルキナが弓に矢を番つがえると同時にカレンとシェリーが手を繫つなぎ、魔力を集中し始める。

　シェリーの魔力が火魔法を紡ぎ、それに同調してカレンの魔力もまた火魔法を紡ぐ。なんだこれ、始原魔法と似てるけどちょっと違うな。

　そうしている間にシェリーとカレンの周囲にいくつもの火球が生成され、トロールへと殺到していった。同時にメルキナが隠れていた茂みから飛び出し、矢を次々と放つ。

　二匹のトロールのうち一匹はちびっ子たちの放った火魔法によって火達磨になり、もう一匹の側頭部にはメルキナの放った矢が突き刺さった。

　火達磨になったトロールが絶叫しながらのた打ち回っている。まぁこっちは予想通りというか理解できる。

　問題はメルキナの矢が側頭部に刺さった方のトロールだ。

　矢が刺さった次の瞬間、目だの鼻だのから体液を撒まき散らしながら頭部が破裂したのだ。

「なにあれ怖い」

「別に大したことじゃないわよ。遅発式の風魔法を鏃やじりに込めておいただけ。あんたさっき防いだじゃない」

　メルキナはドヤ顔でそう言いながら長い耳をピクピクと動かした。ヤバイその耳握りたい。とりあえず鋼の精神力でメルキナの耳をにぎにぎするのを我慢しつつ戦場に目を戻す。

　というかそんな危険なものを人に向けるなよ、死んじゃうだろ。

「おおおおオオオッ！」

　暴れるトロールの身体にレリクスが取り付き、その首筋に短剣を突き刺し深く切り裂いていた。ゴボリと音を立てそうなほどにトロールの首からどす黒い血液が溢あふれ出す。

　トロールもやられてばかりではなくレリクスを摑つかもうとするが、レリクスはトロールの手が届く前にトロールの身体を蹴って離脱した。

　その隙を突いてパメラの曲刀がトロールの右足を斬りつける。アキレス腱けんの辺りを切り裂かれたトロールはたまらず膝を突いた。そこへソーンとブレイク、マルクスが一斉に襲い掛かる。

　あとは一方的な蹂じゆう躙りんだった。ソーンの振るう剣が腹を引き裂き、ブレイクの大剣が胸を貫き、マルクスの振るう戦いくさ斧おのが頭を真っ二つにカチ割る。ものの一分ほどで二匹のトロールは殲せん滅めつされた。







「騎士団顔負けの戦闘力だな」

「これくらいやれないと森の中では生きていけないわよ」

　パメラが曲刀の血ち糊のりを布で拭き、鞘さやに納めながら笑う。それもそうか、魔物との縄張り争いなんて日常茶飯事だろうしな。

　とりあえずこのトロールの死体も肉として食えたり、脂肪が回復薬の材料になったりするので俺がストレージに入れて運ぶことになった。この肉だけでも相当量の食糧になるためか、ソーン達もホクホク顔である。

「お前らほどの実力があれば魔物を狩って食糧に出来たんじゃないのか？」

「運搬が問題なんだよ、持っていける量には限りがあるからな。それに血の滴る魔物の肉なんて持ち歩いていたら他の魔物が寄ってくる」

「なるほど」

　そう言えば俺は魔物の死体をそのままストレージに放り込んでおけるから気がつかなかったが、確かに血の匂いをプンプンさせて森の中を歩いていたら大変なことになりそうだな。

　鼻の利く魔物は多いし、集まり始めると確かに危険かもしれん。

　その後は特に問題も無くソーン達の集落へと辿り着くことが出来た。戦闘は一度しかなかったが、彼らの実力をある程度知れたので満足である。

「着いたぜ、ここが俺たちの村だ」

　ソーンの案内で俺はついに獣人の村へと足を踏み入れるのだった。







　第二話　～獣人の村を訪れました～







　こりゃ思った以上に深刻だな、というのがソーン達に案内されて村を見回った感想だ。

　明らかに急場しのぎで作られたと見て取れる粗末な木製の柵、踏み荒らされて無残な姿を晒さらしている畑、家屋の大半は半壊か半焼といった雰囲気だ。

　十分に風雨を凌しのげそうもない家屋には呻うめき声を上げる負傷者が多数横たわっているし、看病している人々も疲れきっているようだ。

　そして何より。

「うーん、予想を遥はるかに超える視線の痛さ」

「当たり前でしょ、人間に住すみ処かを追われたり家族を奪われたりした人達が多いんだから」

　メルキナはそう言いながら立ち位置を変えて俺に厳しい視線を送ってくる住人達との間に入ってくる。良いヤツだな、こいつ。

　マールが居なかったら惚ほれてたかもしれん、残念。

　シェリーは少し距離を開けているが、カレンがぴったりくっついてくれてるのは同じような気遣いだろう。良い子だなぁ。

「どこに向かうんだ？」

「まずは倉庫だな、そこで食糧と医薬品を出してくれ。トロールは倉庫の裏で捌さばこう」

　ソーン達も俺の周りを固めてくれている。まぁ食糧も医薬品も足りないような状況だ、人々の心も荒すさんでいるだろうし……と思っていると俺達の行く手に武装した獣人達が立ち塞ふさがった。

　一番目立つのは屈強な体軀の熊だ。

　いや、正確には熊の獣人なんだろうが……熊そのものとそんなに違いがないだろうこれ。手に鬼が使うような金棒を持っているから辛うじて獣人だってのはわかるけど。

　その他には槍やりを持った虎耳の女と、人間の上半身を持つ馬のような女、こりゃケンタウロスってやつかね。得物は薙刀なぎなたと短弓か。

　なんなんだろうな、この獣人ってのは。人間の身体に獣の身体の一部を持つようなのと、二足歩行する獣って感じのガチの獣人と両方が混在している。

　血の濃さとかで見た目が違ってくるんだろうか？

「随分な拾い物をしてきたわね、ソーン。今日の獲物と言うには食いでがなさすぎるんじゃない？」

「そうでもないさ。そこを通してくれないか？　デボラ」

　熊さんことデボラの声を聞いて一瞬耳を疑った。なんかすげぇ色っぽい大人の女性って感じの声だった。ギャップありすぎだろ、熊のクセに。

　ドスドスと音を立てて熊が俺に近寄ってくる。なんですかおい、マルカジリされるんですか俺。

　でけぇ、軽く２ｍ以上あるなこいつ。俺も背が低い方じゃないけど見上げるレベルだぞこれ。

　じっと見てくるので俺もじっと見返してやる。意外とつぶらな瞳だなこいつ、モフモフさせてくれないだろうか。

「ふ、ん……害意は無さそうね。どうしたのよ、この子」

「パトロンになってくれるってよ」

「はぁ？」

　デボラが気の抜けた声を上げる。

　それにしてもこの子、はないだろうに。あ、そういや俺今十九歳くらいの外見なんだっけ。ついつい忘れがちだな。

　道すがらソーンがデボラに事の経緯を説明し始めた。国作りの話に入ったときにデボラがなんとも言えない微妙な視線を向けてきたが、概おおむね納得してくれたようだ。

「与太話はともかくとして、物資は魅力的ね」

　全然納得してなかった。私の物資からだだけが目的なのね！　悔しいっ！

　というか与太話と斬って捨てるのが早すぎやしませんかねぇ？　絶対に見返してやるんだからな畜生。

　虎耳娘とケンタウロス娘の様子を窺うかがってみるが、俺と目が合うと殊更に厳しい視線で睨にらみつけてきた。なんだよもう、俺が君らに何かしたわけじゃなかろうに。

　そうしているうちに倉庫らしき場所に辿り着いた。

　ネズミっぽい耳を生やした小柄な半獣人が二人で入り口を警護している。倉庫の警護にネズミとはこれいかに。

「「ソーンさん、お帰りなさ──げぇっ!?　人間!?」」

　二人でハモって驚いている。よく見るとこの二人、見分けがつきそうにないレベルで顔が一緒だな。双子だろうか。ネズミだけに双子どころじゃなかったりしてな。

　とりあえずこの手の反応は今日一日続きそうだし華麗にスルーしてトロールの死体をその辺に放り出しておこう。

　ネズミ半獣人の双子っぽいのと話しているソーンを放って置いて豹ひよう獣人のレリクスに指示を仰ぐ。

「ああ、その辺に適当に出しておいてくれ。俺は人手を集めてくる」

　そう言ってレリクスは来た道を戻っていった。俺はそれを見送りながらトロールの死体をストレージから取り出した。

　ううむ、この巨体を捌くのは大変だろうな。ストレージのメニューで解体してやっても良いが、そこまではしてやらんでもいいか。

　話がついたのか倉庫の中に案内されたので次は食糧をどんどん出していく。

「随分と出てくるな……」

「最近はそうでもないけど、王都に着いたばかりの頃はカレンディル王国を敵に回して逃亡するかもしれなかったからな。その頃にかなり買い溜ためたんだよ」

　ソーンの呟つぶやきに答えながら焼きしめたパンや干し肉、ドライフルーツをはじめとして豆類、干し野菜、乾物に燻くん製せい、自作の塩漬け肉。そういった保存食だけでなく温かいスープや肉の串くし焼やきなど屋台で買った品も出てくる。

　温かいスープやシチューは鍋ごと購入したようなものもあり、そこそこ量がある。冷ましても仕方ないのでソーン達は早々に配給の手て筈はずを整え始めた。

　最低限、というか俺が取っておきたい僅かな高級食材やすぐに傷んでしまうものを除いてほぼ出し切る。

　保存の利く食糧は倉庫の奥に、できるだけ早く食った方が良いものを手前に、すぐに食うべきものは倉庫の前に並べた。

　他には傷薬や解毒剤、各種病気に効く薬等も分けて倉庫に突っ込んでおく。一瓶ずつラベルが貼ってあるから文字さえ読めれば整理には困らないだろう。

　包帯や清潔な布、水の入った樽たるなども放出する。燃料となる薪まきも多少ストックがあったので放出しておく。

「ざっとこんなところだな。ほぼすっからかんになったぜ」

「ありがと、これでしばらく凌げるわ」

　倉庫内に並んだ物資を見てパメラが目をパチパチしている。どこか耳がピンと立ってる感じがするので、きっと喜んでいるんだろう。

　残っているのは魔物の素材とか食えそうに無い死体、武器や鉱石、自分用に最低限取っておいた食糧や魔法薬の類だ。かなりストレージの中身がスッキリした。

　配分や整理はソーン達が勝手にやるだろう、俺は知らん。

「次は怪け我が人にんと病人の治療だな。確か怪我人達が集められている建物があったよな？」

「私が案内するわ。ついてきて」

　デボラがそう言ってのっそりと歩き出す。虎耳娘とケンタウロスの女はこの場に残って荷物の整理か何かに従事するようだ。

　ノシノシと歩く巨熊女の背中について歩く。俺の目の前には身体に対して小さな尻尾が尻の動きに合わせてふりふりと揺れていた。ヤバい、触りたい。

「ふぉおおぉぉぉぉっ！」

「ひゃんっ!?　ちょっ!?　こらぁっ！」

　誘惑に負けてデボラの尻尾をぼふぼふと触ったら金棒でぶん殴られた。

　危なく首から上が無くなる所だった、なんて凶暴な熊なんだ。

「何するのよ!?　ぶん殴るわよっ！」

「もうぶん殴ったじゃないですかやだー！　というか目の前でそんな可愛かわいい尻尾がふりふり揺れてたらモフりたくなるだろう、常識的に考えて」

「むっ……そ、そう？　それなら仕方ないわね。でも勝手に、いきなり触るのはやめなさい。貴方あなたは人間だから知らないんでしょうけど、私達にとって尻尾を触られるのは恥ずかしいことなのよ」

　何な故ぜかデボラの怒気が収まり、どことなく照れているような仕草をし始める。これが色っぽいお姉さんなら生なま唾つばゴックンものなのだが、目の前にいるのは体長２ｍを超える熊である。しかも凶悪な金棒つき。実にシュールだ。

「わかった、許可を取って触ることにする。ということで触って良いか？　もっと念入りに」

「こ、こんな人目のあるところでそんなの無理に決まってるでしょ……もう、馬鹿なこと言ってないで早く行くわよ」

　声だけなら色っぽい、なんという残念熊。しかし人目につかないところなら良いのか！　胸が熱くなるな！

　馬鹿なことばかり考えていても仕方ないので大人しくその後ろについていく。

　傷病者を収容している建物に近づくにつれて饐すえたような匂いが鼻を突いた。衛生状態もあまり良くないようだ。

「清潔な布や水、衣類もあったほうが良いな」

「そうね、残念ながらそういった物も不足している有様」

「とりあえず汚れてても良いから布をありったけ集めてきてくれ。俺が魔法で綺き麗れいにする」

　汚れている布でも浄化をかけて煮沸消毒すれば使えるだろう。煮沸消毒するための釜かまだの水だのお湯だのは俺が魔法でなんとでも出来る。

　デボラが頷うなずいて去っていくのを見送り、俺は半ば野戦病院の様相を呈している建物の中へと足を踏み入れる。

　酷い切り傷を負っている者、右足の膝から下を失っている者、創傷から膿うみを滲にじませて苦く悶もんの声をあげている者。その他にも大小の傷を負った者達を合わせて十六人の患者が居た。

　人間である俺が怖いのか、看病をしていた数人の女の子達は建物の隅に固まってこちらをじっと見ている。

「ソーンに紹介されてこの村に来たタイシ＝ミツバだ。ここの患者に回復魔法を使いに来たんだが、適当にやっていいのか？」

　怖がられるのは仕方ないので、できるだけ平静に、優しい笑顔を浮かべて問いかけてみる。

　ちなみに怪我人の世話をしていたのは小柄でヨークシャーテリアっぽい顔の犬獣人の子と、アライグマかレッサーパンダかタヌキかわからないけどそれっぽい感じの獣人の子、あとウサミミの半獣人の子だ。ウサミミきたこれ。

　犬獣人とタヌキ獣人の子もモフモフ加減が実に良さそうだな、ふへへ。

『……』

　浮かべた笑顔が噓っぽかったのか寧むしろ引かれた。何故だ。解せぬ。三人が抱き合ってフルフルと震え始める。

　しかしやたら敏感に反応するな、ここの人々は。獣人には超感覚とかそういうものが備わっているんだろうか。

　とにかくこうしていても仕方ないので、俺は魔力を集中してまずはこの建物ごと患者達に浄化の魔法をかける。

　体中が一瞬シュワッとしたような感覚に包まれ、俺の身体からだと着ている物も一緒に浄化された。隅っこで震えていた三人も一瞬ブルッと震えて目を白黒させている。

　次に俺は一番手前の患者に近寄った。

　鋭い刃物で斬られたような切創が左肩口から右脇腹までザックリと入っている。

　包帯を剝がしてみると、傷口は膿うんでヤバげな臭いを発し始めていた。怪我人は屈強な感じの虎顔の獣人なのだが、意識が無いのか苦悶の声すら上げていない。

　身体を触ってみるとまだ温かいし、弱々しげにだが呼吸はしているのでまだ生きているんだろう。ただ、気配察知で感じられる気配の大きさは体格や屈強さに反して消えかけだし、魔力眼で見てみるとかなり魔力が弱くなっている。所謂いわゆる瀕ひん死し状態だな。

　まずは普通の回復魔法をかけてみる。

「……効かんな」

　半ば予想していたことだが、普通の回復魔法は殆ほとんど効果を現さなかった。

　普通の回復魔法というのは健康で、栄養も行き渡っている対象には問題なく効果を現す。その反面、この患者のように満足な食事も摂れず基礎的な生命力が弱っている対象には効きが悪い。

　対処法がないというわけではない。俺は今使用した普通の回復魔法──ヒールとは別種類の回復魔法を使うべく魔力を集中する。

　回復魔法レベル３で修得した魔法、リジェネレーションだ。

　このリジェネレーションは術者の魔力をエネルギーに変換して対象の損傷箇所を補塡する。つまり相手が弱っていても関係なく癒やせる。それどころか欠損した四肢すら再生できる。

「すごい……」

　俺の手に宿ったリジェネレーションの魔法光が虎獣人の胸の傷をジワジワと癒やす。膿んで変色していた傷口がビデオの早回しのように急速に治っていく。何度見てもちょっと気色悪い光景だ。

　いつの間にか近寄ってきていた犬獣人の女の子がその様子を見て目を輝かせていた。

　ちなみに回復の魔法薬なんかは原理的にはリジェネレーションに近い。強力な魔法薬は四肢の欠損すら治すのだそうだ。マールの魔法薬はそこまでいってないようだけども。

　全身の傷を癒やし終わる頃には虎獣人の寝息は穏やかなものに変わっていた。とりあえずこれで死ぬことはないだろう。あとはちゃんとメシを食って体力を戻せば動けるようになるはずだ。

「次行くぞ、ヤバいのから先にやるから案内してくれ」

「は、はいっ！」

　犬獣人の子に重症の患者から先に案内をしてもらう。

　次は馬っぽい獣人で、背中に多くの刺し傷と右脛すねから先の欠損が見られた。背中の刺し傷はやはり化か膿のうしており、欠損している右脛の傷口も壊え死しが始まっているようだ。今生きているのが不思議なくらいの傷だな。

「ぬぬぬ……」

　再度リジェネレーションを発動させて馬獣人を癒やし始める。

　魔力がぐんぐん吸い取られて行くのがわかる。実はこのリジェネレーションという魔法は回復魔法を操る人間にあまり人気の無い魔法だ。

　何故なら魔力効率が滅茶苦茶悪い。そして普通の回復魔法より治療に時間がかかる。指一本再生するのに一人前の回復魔法の使い手が三人くらい魔力をからっぽにしなければならない。

　例えば先ほどの虎獣人が健康で、普通の回復魔法が効いたのであれば恐らくＭマジツクＰポイントの消費は10から15くらいで済んだだろう。

　実際に先ほどの虎獣人の治療に使ったＭＰは72である。単純計算で最大七倍くらいに消費が跳ね上がるのだ。平均的な回復魔法の使い手のＭＰはせいぜい１００から１２０くらいなので、一日に二人は癒やせない。

　この馬獣人のように右脛から先を失って死にかけ、となると恐らく一日では癒やしきれないだろう。数日に分けて癒やすことになるか、数人がかりで癒やすことになる。

「お、おお？　私は……？」

　右脛から先を新たに生やした馬獣人が意識を取り戻した。流石さすが俺、指どころか足一本生やしてもなんともないぜ。

　その後も次々と患者達を癒やしていく。一番酷かったのは先ほどの馬獣人で、他は最初の虎獣人と同程度かそれ以下の患者ばかりだった。

　とは言っても数が数、十六人も居たので流石の俺も少々疲れてしまった。見てみると４４３８もある俺のＭＰが半分以下の２１２２まで減っていた。

「あ、あの、お疲れ様でした。ありがとうございます」

　犬獣人の子が俺の横で俺を見上げながら尻尾をふりふりしている。なにこの可愛かわいい生き物、お持ち帰りしたい。

　とりあえず距離が近かったので捕獲して存分に頭を撫なでてやる。よーしよしよしよしよしよし。

　なんか最初変な声を上げていたが、すぐに大人しくなったのでそのまま撫で続けた。さっき浄化をかけたせいか触り心地が非常に良い。

　立ったまま撫でるのも今ひとつに思えたので座って胡坐あぐらの上に抱いて撫でまくる。あー、いいわー、これこそ癒やしだわー。

「持ってきたわよ……って、ええ？」

　山ほどの布を抱えてきたデボラが建物内の様子を見たのか素すっ頓とん狂きような声を上げる。

「おう、大体終わったぞ」

「そ、そう……」

　そう言って大量の布を抱えたデボラの視線はチラチラと俺の胡坐の上に抱かれて撫でられまくっている犬獣人の子に向かっていた。

　犬獣人の子はもうされるがままに目を閉じて俺に撫でられている。ゆらゆらと振られている尻尾が可愛くて生きるのが辛い。

「と、とにかく折角持ってきたんだからこれなんとかして頂ちよう戴だい。良いわね？」

　そう言ってデボラはさりげなく犬獣人の子を俺から取り上げて布の山を押し付けてきた。ご無体な。




　　　　─☆★☆─




「おお、怪我人はどうなった？」

「俺にかかればちょちょいのちょいってやつだ。全員治ってピンピンしてるぞ」

　デボラに押し付けられた布の山に浄化をかけ、土魔法で作った釜にぶち込んで煮沸消毒を終わらせてきた俺は倉庫まで戻ってきた。

　倉庫の前では既に炊き出しが始まっており、村人達が久々の十分な量の食事に舌鼓を打っている。トロール肉を燻くん製せいにする作業も始まっているようだ。

「……本当よ」

　ソーンの疑わしげな視線にデボラが答える。

　え？　疑われてたの俺？　信用無さすぎじゃね？　いやまぁ仕方ないんだろうけども。

「そうか、本当にただものじゃないんだな」

「だから勇者だって言って──」

　気配察知と危険察知が同時に警鐘を鳴らす。

　村に近づいてくる複数の気配がある。危険察知も働いたということは何か悪いものだろう。

　数はそう多くは無いが、気配察知で感じる気配というか生命力がトロールよりかなり大きい。

「何か来るな」

　そう言って俺は踵きびすを返し、気配が接近している方向に向けて歩き出す。

　ソーンとデボラも遅れて後ろについてきた。途中で二人とも近づいてくる気配に気付いたのか、雰囲気が変わる。
















　そう広くない村なので、すぐに村を囲む柵へと辿たどり着いた。俺の身長と同じくらいの高さの柵を飛び越え、柵の外で気配を待ち構える。

「ここは任せておけ」

　そう言って俺は腰のミスリルソードを抜き放ち、同じく柵を乗り越えようとしていたソーンとデボラを制した。

　他にも勘の良い住人が武器を持って集まってくる。兎獣人のパメラやデボラに付き従っていた虎獣人の女の子も駆けつけてきたようだ。

　木々をなぎ倒して気配の主が姿を現す。

「なんだこりゃ」

　見たことのないタイプの魔物だった。数は三匹。

　三匹のうち一匹の見た目は直立した竜のような感じで、首が長くて生えている角が捻ねじれている。どことなく禍まが々まがしい雰囲気を発しているソレは魔物というより悪魔っぽい。

　背中には小さな翼もあるようだが、あの小さな翼では飛べるようには思えない。飾りだろうか。

　後ろの二匹はなんか真っ黒い身体に異様にひょろ長い手足の魔物だ。癪しやくに障る声でウヒョウヒョ笑っている。

　魔力眼で見てみると、やたらと放射している魔力が強い。ちょっと今までに見た事がないタイプの魔力パターンだ。

　そんな感じで観察していると、直立した竜のような魔物が唐突に凄すごい勢いで突進してきた。避けるのは簡単だが、避けると背後の柵を突き破って村に侵入されるのは確定だろう。任せろと言った手前、そうするわけにはいかない。

　対処法を考えているうちに近づいてきた魔物の長い首が素早く伸び、その牙きばで俺に喰くらいつこうとしてくる。

「とうっ」

　とりあえず嚙かまれたくないので全力でその顎を蹴り上げた。骨が砕けるような鈍い音が響き、魔物の巨体が縦回転しながら吹っ飛んでいく。

『えっ』

　後ろのソーン達だけでなく突進してきた魔物の後ろでウヒョウヒョ笑っていた黒い魔物からも驚きの声が上がった。あ、普通に喋しやべれるんだね君たち。

　縦回転しながら飛んで行った魔物は地面に叩たたきつけられてピクリとも動かない。

「隙あり」

　足に魔力を込め、地面を爆砕させながら二匹居る黒い魔物のうちの一匹へと迫る。

　振り下ろした刃が黒い魔物の頭頂部から股下までを一気に叩き斬り、次いで放った横よこ薙なぎの一いつ閃せんがひょろ長い両腕ごと胴体を真っ二つにした。

　どばっ、と赤黒い体液を撒まき散らして黒い魔物が崩れ落ちる。

「はっはっは、遅い遅い」

　返しの刃ですぐ近くにいるもう一匹の黒い魔物に斬りかかる。

　咄とつ嗟さに逃げようとしたようだが、俺の剣の方が遥はるかに早い。背中をざっくりと切り裂き、倒れたところを容赦なく踏み抜いてから更に剣を突き立てて止とどめを刺す。

　この間僅か十秒足らずの出来事だ。

『……』

　後ろで見ていた獣人の皆様は口をあんぐりと開けてポカーンと呆ほうけている。仕方ないね、俺の圧倒的な力を前にして平伏すが良い。クハハハハ！

　と悦に入っていると、さっき縦回転しながら飛んでいった直立した竜っぽいのがプルプル震えながら起き上がった。生まれたての子鹿のようなプルプル加減だ。へいへーい、足に来てるよー。

　奴との間合いは20ｍ弱だろうか。俺が蹴り上げた顎の辺りから白い煙が上がっている。どうやら治癒しているらしい。面めん妖ような。

『ＧＨＡＡＡＡＡ!!』

　魔物がよくわからない叫びのようなものを上げた瞬間、危険察知が警告を発した。魔力眼に反応、魔力の塊のようなものが眼前に迫っていた。

「うおっとぉ！　なんだ魔法か？」

　咄嗟に魔力を込めたミスリルソードで魔力の塊を切り払う。魔力眼じゃないと見えないところからすると空気弾か衝撃波か何かを発する魔法らしい。魔法を使ってくる魔物って初めて見る気がするな。

　そういえば特に深く考えずにやったが、魔ま力りよく撃げきであれば魔法を剣で破壊することも可能なんだな。使い勝手良すぎだろう魔力撃。魔力撃が使えるかどうかで一流か二流か分かれるってのは伊だ達てじゃない。

　竜魔人（勝手に名づけた）がギャーギャー言いながら次々と放ってくる不可視の攻撃魔法を次々と斬り捨てながら俺は悠々と歩を進める。

『ＧＨＵＯＯＯＯＯＯＯ！』

　鋭くて頑丈そうな爪の生えた腕を振り上げ、竜魔人が俺に向かって間合いを詰めてくる。

　今度は最初のような愚直な突撃ではなく、明らかに近接戦闘を意識した間合いの詰め方だ。

「よっ、ほっ、はっ」

　こいつ、かなり頭が良いな。

　ただがむしゃらに腕を振り回してくるのではなく、きちんとした戦闘技術として確立されてるっぽい攻撃を行ってくる。

　両手の爪で牽けん制せいし、時には肘を使って攻撃し、蹴りの隙を尻尾での薙なぎ払いによってカバーしながら攻撃してくるのだ。しかも先ほどの不可視の攻撃魔法まで織り交ぜて攻撃してくる。

　デボラの実力はわからないが、ソーンがこいつとサシで戦ったら恐らく五分と持たないんじゃないだろうか。さっきトロールを倒した時みたいに集団で戦えば勝てるだろうけど。

　ただまぁ、相手が悪いな。

『ＧＨＹＵＵＵ!?』

　突き出してきた腕を爪ごとバッサリと切り裂き、返す刀で薙ぎ払ってきた尾を切断する。

　こちらの顔に向かって飛んで来た不可視の魔力弾を魔力を込めた拳で打ち砕き、回転しながら放った後ろ回し蹴りで竜魔人の横っ面を打ち抜いた。

　頭部への打撃で竜魔人の身体からだがグラリ、と傾かしぐ。

「ふんっ！」

　気合一いつ閃せん、ミスリルソードの斬撃が竜魔人の首を刎はね飛ばした。巨きよ軀くが膝から崩れ落ち、倒れる。

　俺はさっさと竜魔人の死体をストレージに収納した。ついでに他二体の黒い魔物の死体も回収しておく。後で冒険者ギルドか商業ギルドに持って行って鑑定してもらおう。

　振り返り、村へと一歩踏み出すと獣人達の半分ほどが身じろぎして一歩後ろに下がった。

「……うーん」

　流石に苦笑いするしかない。

　まぁ当然と言えば当然か。彼らの大半は人間に対して良い感情を持っていないようだし、その人間が想像もつかないほど強い力を持っているのを目の当たりにすればそりゃ怖いだろう。

　ソーンやデボラもそれに気付き、なんとも言えない表情をしている。

「ソーン、とりあえず今日のところは帰るぞ。明後日あさつてまた来るから、必要なものがあればリストアップしておいてくれ」

「ああ……」

　すまなそうな表情でソーンが頷うなずく。

　確かに少し哀しいが、こればかりは仕方がない。まだ俺はここの村人達と信頼関係を築けていないんだから。

「あとカレンかシェリーか治療所に居た犬獣人の子をお持ち帰りさせてくれないか」

「帰れ！」

　ちっ、けち臭いやつめ。ソーンの罵ば声せいを浴びながら俺は王都アルフェンの屋敷へと転移した。







　第三話　～色々と準備を始めました～







「おかえりなさいませ」

　屋敷に着くとすぐにメイベルが俺を出迎えてくれた。ジャック氏は恐らくマールに付き添っているんだろう。

「ああ、ただいま。マールは？」

「まだお戻りにはなられておりません」

　もう少しで昼か。今の時点で帰ってきていないなら、恐らく話し合いの後に食事、それからお茶してから戻ってくる感じかね。

　帰りは昼過ぎってとこだろう。

「タイシ様、昼食は如何いかがなされますか？」

「そうだな……フラムを連れて外で食ってきても良いか？」

「はい、ではそのように」

　マールが居ないならフラムに付き合ってもらうとしよう。フラムと二人で話す良い機会だしな。

　未いまだにどう接したら良いのかわからないんだが、いつまでも苦手意識を持っていても仕方ないしここは少し頑張ってみる。そういう仲にもなってしまったしな。

　一いつ旦たん寝室に行き、革かわ鎧よろいをストレージに放り込む。これ便利なんだよな、スポーンと脱げるし。これを利用すれば某怪盗三世ダイブもやろうと思えばできる。やらんけど。

　激しく汗を搔かいたわけではないが、一応もう一回全身と着ている下着に浄化をかけておく。エチケットとしてね。

「ご主人様、失礼します」

　浄化をかけ終わったところでフラムが寝室に入ってきた。俺の姿を見て固まっている。

「ああ、ちょっと待ってくれ。今服を……ってなんで服を脱ごうとしているんだ」

「いえ、呼ばれて来たらご主人様が脱いでいらしたのでそういうことかと」

　真面目な表情でふざけたことをのたまうフラム。アレなんだよね、こいつほんと真顔でこういうこと言うんだよね。微妙なセクハラ発言とか普通にしてくるし。

　いや、別に嫌じゃないってかウェルカムなんだけど。美女とか美少女にセクハラされるのって興奮するよな。マールも対抗して色々してくるので鼻の下伸びまくるよ。

「違う。それも魅力的な選択肢だが違う。外に飯でも食いに行かないかと思ってな。デートだよデート」

　しかし今日は色々とやることがある。なので鋼の意志でここはＮＯと言っておく。

「……なるほど、お楽しみは最後にですね」

「そっちから離れようぜ」

「欲求不満なんです。もっと求めて下さっても良いんですよ」

「明け透け過ぎる……ッ！　だがそれが良い。でも今日は飯とデートな。デートっつっても商業ギルドとか冒険者ギルドとか市場とか回るだけになるかもしれんけど」

　肉体的に繫つながるのは気持ち良いし、安心する。スキンシップをもっと取っていくべきなのかもしれない。

　というかマールからして、まず最初に下半身をがっちり捕まえてきたからな。やっぱ女が男を落とすなら胃袋かキンタマをがっしり握るのが一番なんだろうね。男の子だからね、仕方ないね。

「今日はお預けですか？」

「明るいうちからはちょっとな。夜に期待してくれ」

　とりあえずそう言ってお茶を濁しておく。

　マールが居ない間にこっそりこう、関係を持つっていうのはどうにも後ろめたくていけない。

　フラムのことはマール自身が認めているし、きっと気にしないかやきもちを妬やいて迫ってくるくらいで済むとは思うんだけどな。
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　メイド姿のフラムを伴って第三城壁を越え、新市街へと入る。

　新市街の様子はまだまだ大だい氾はん濫らんの影響を払拭できたとは言えない状況だ。大氾濫前に比べれば大通りにまで溢あふれていた無宿人の姿は減ったものの、まだ路地裏には疎開してきた人々が溢れている。

　一方で大氾濫を乗り越えた今、復興は急ピッチで始まっている。

　第四城壁の外にはしっかりとした区画整理の下、新々市街とも呼べる区域が整備されつつあり、区画整理から漏れた場所には早くもバラックが建ち始めている。

　過去に比べて類を見ないスピードで大氾濫が収束したため王都近郊の農村部は比較的被害が少なく、流通や経済に対する影響も思ったより少なくて済みそうだ、という見通しも国により発表されている。

　混こん沌とんとはしているものの、全体としてみれば決して悪くない方向に事態は転がり始めているようだ。混沌とした街を行き交う人々の顔には笑顔がある。

「混み合っていますね」

「そうだな、周りには気をつけていこう」

　メイド服の美人を横に侍らせて歩いているので目立って仕方ないわけだが。まぁこれだけ目立っていれば逆にトラブルには巻き込まれ難にくいだろう。

　俺は、というとクロスロードで買った古着よりも生地からして上等な服を着ている。見た目だけなら貴族の子弟が着ているのと同じような品質のものだ。

　腰には先ほど竜魔人を倒すのに使ったミスリルソードをそのままぶら下げている。フラムは武器を持ってきていないらしい。

　新市街を暫しばらく歩き、商業ギルドへと足を踏み入れる。

　カウンターを見てみるが、いつも鉱石や薬草、素材の類を取引しているヒューイが見当たらない。

「ヒューイを呼んでくれ。超お得意様が来たからダッシュで来いって」

　仕方ないのでカウンターの担当者にそう言うと三分ほどしてヒューイが現れた。俺の顔を見てあからさまに嫌な顔をしている。

「なんだそのいかにも『うわ、めんどくさい奴がきやがった』みたいな表情は」

「自覚があるようで何よりだな。今日はなんだ？　見ての通り忙しい──おい、その美人のメイドさんはなんだ、マールちゃんはどうした」

「お初にお目にかかります、タイシ様の妾めかけのフラムと申します。よろしくお願いいたします」

「畜生爆はぜろ！」

　フラムの自己紹介を聞いたヒューイが天井を仰いで絶叫する。はっはっは、負け犬の遠とお吠ぼえが心地良いわ。

　しかし割と切実に遊んでいる場合でもないので早速本題を切り出すことにする。

「食糧や衣類、医療品なんかをまとめた補給物資を買い込みたいんだが、手配出来るか？」

　俺の注文にヒューイは少し考え込んだ。

「手配が出来るか出来ないか、と言われれば出来る。だが、実際どれくらいの量が欲しいんだ？　わざわざここに来て買い付けるくらいだから、まともな量じゃないのはわかるんだが」

「そうだな、四十人から五十人くらいの兵をとりあえず一ヶ月飢えさせないで済むだけの食糧が欲しい」

「騎士団一個小隊の一ヶ月分ってところか。かなりの量になるぞ？」

「どれくらいになるんだ？」

「馬車で八台から十台分くらいだな」

　想像以上の量である。ストレージの限界に挑戦だな。

「オーケー、それで良い。すぐ用意出来るのか？」

「まぁ一日貰もらえれば用意は出来るが……本気か？　やっぱ無理です受け取れませんとかナシだぞ」

「大丈夫だ、問題ない」

　全部入らなかったらテヘッ、ごめんとか言えば良いだろう。なんとかなるなる。

「じゃあ明日の今頃にもう一度来る。代金は商業ギルドに預けてる俺の資金から引いといてくれ」

「毎度。今度また武器を持ってきてくれよな。問い合わせが殺到してるんだよ」

「気が向いたらな」

　そう言って商業ギルドを後にする。フラムが律儀にヒューイに向かってお辞儀をしていた。そういや外でメシを食うっていったってどこがいいもんかね。適当に歩きながら探すか。
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「あんなに大量の物資をどうするんですか？」

「ちょっとな。そうだ、フラムは獣人についてどう思う？」

　歩きながら俺はフラムにそんなことを聞いてみた。フラムは少し考えた後に口を開く。

「特に思う所はありません。今も昔も、これからも人間に仕えているんじゃないでしょうか」

　うん？

「仕えているってどういうことだ？」

「？　獣人は人間に仕えるものですよ？」

　何を当たり前のことを、という顔でフラムは首を傾げる。

　むぅ、これがカレンディル王国の人間の一般的な反応ってことなんだろうか。無条件に何の疑いも無く『獣人は人間に仕えるもの』として認識しているとなると、かなり根が深いな。

「あー、いや。よくわかったよ。たまに獣人を見かけるから、どういうものなのかと思ってな」

「そうですね。感覚が鋭く、強きよう靭じんな身体からだを持ちます。繁殖力は人間より高く多産で、人間との間に子を生なすこともできます。寿命は一般的に人間より短く、長くても五十年くらいと言われていますね。例外的存在もいるそうですが」

　血が濃い者は二足歩行の獣といった感じの外見となり、人間との混血度によって見た目が変わってくるらしい。ほぼ人間の見た目に獣耳と尻尾だけという外見の獣人奴隷が貴族の間では持て囃はやされるのだとか。

　そういった獣人を作り出すための『ブリーディング』を楽しんでいる貴族もいるらしい。見た目の良い獣人奴隷を『作る』ために見目の良い獣人奴隷や人間の奴隷を掛け合わせて子供を作らせたりもするそうだ。

　奴隷をどう扱おうとそれは主人の勝手なんだろうが、どうなんだよそれは。

「それと、昔は妾に半獣人を持つ貴族の方が多かったそうです」

「何な故ぜだ？」

「獣人や半獣人には家督を継ぐ権利がそもそもありませんからね。孕はらませても跡目争いが起きないので。それに獣人はその……身体の具合が良いんだそうです。根っからの奉仕種族ですからね。今は避妊が簡単ですから、人間の妾を持つ貴族のほうが多いようですけれど」

　そう言ってフラムは右手で作った輪っかに左手の中指を通す。やめなさい、淑女がそんなはしたないサインするんじゃありません。

「今でも獣人の妾を孕ませて産ませた子供同士をトレードするのが流は行やっているそうですよ、一部の貴族の間では」

「トレードしてどうするんだよ」

「育てて新しい妾にしたり、自分の奴隷と掛け合わせて愉しんだりするらしいです。妾の獣人奴隷に産ませた子供を奴隷商に売り払うということもよくある事だと聞きます」

　反へ吐どが出るような話だった。そもそも同じ人間として見ていないというわけだ。

　この辺りは元の世界の奴隷と同じ、と考えれば良いだろう。彼らはこの世界の獣人と同じく、人間ではなく家畜のようなものとして扱われていたそうだから。

　しかし、これは思ったよりもずっと根の深い問題なんじゃないだろうか。

　いや、俺自身別にそんなに道徳的な人間でもないし、人種差別という言葉を聞くとアレルギーのように過剰反応するような性質も持っていないんだが。

　というよりそういう差別問題と無縁だったんだよな。俺の住んでいた国にも色々な形での差別はあったようだが、幸い俺はそういったものと関わることがなかった。

『豊かで文化的』な世界でも差別というものは無くならないっていうのに、この世界でそれを無くすことなどできるんだろうか？

「ご主人様？」

「ああいや、少し考え事をな」

「獣人が気になるなら奴隷市場に行きますか？　通常、獣人奴隷は貴族か、平民だと余程の名士でないと購入できませんが、ご主人様なら大丈夫かと思います。買うならマール様に一言相談した方が良いと思いますけれど」

「いや、そういうつもりは今のところは無い。それよりもメシ屋を探そう、メシ屋を」

　まぁなんだ、戦闘能力という意味ではほぼ極致に達しているんじゃないかと思うし、そういう『実体の無い敵』と戦うのも一興だよな。

　いざとなれば暴力に訴えればなんとでもなるだろう。ならないか？　いや、なんとかなるだろう。色々と形なり振ふり構わなければだが。

　とにかく今は色々と準備を進めていくとしよう。自己満足万歳。
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「まぁまぁ美う味まかったな」

「そうですね。黒パンはともかくスプリングラビットのシチューは絶品でした」

　適当な食堂で食事を済ませた俺はフラムと連れ立って再びカレンディル王国の首都、アルフェンを歩いていた。

　食ったランチメニューの内容はスプリングラビットとかいう魔物の肉と野菜を煮込んだシチューと黒パンだ。

　スプリングラビットの肉は鶏の腿もも肉のような食感で、じっくり煮込んだ野菜の旨みと絶妙な塩加減でなかなか美味かった。

「よし、次は冒険者ギルドにいくぞ」

「はい、ご主人様」

　フラムを伴って再び雑踏を往ゆく。

　冒険者ギルドの周辺には冒険者向けの雑貨屋や武器防具屋、向かいには商業ギルドなどもあるので大変人通りが多い。

　本来であればスリや痴漢なんかにも気をつけなければならないところなんだろうが。

「めっちゃ注目されてるなぁ」

「ご主人様はこの国の勇者ですからね」

　なんというか人ごみが俺達を避よけていく。俺も既に勇者として顔が知れ渡っているんだなぁと実感するね。

　さっきの食堂でも混んでるのに相席を申し込んでくる人が居なかったし。

「普通の恰好に剣を腰に下げてるくらいなら俺はそんなに目立たないと思うんだよ。これは寧むしろフラムが目立って、連鎖的に俺が発見されてるんじゃないだろうか」

　俺の言葉にフラムは笑みを浮かべるだけで何も言わなかった。否定はしないわけだね、まぁそうだよね。

　メイドさんがそこらを歩いていないわけではない。食材の買い出しか何かの用事かわからないが、そこそこにここら辺を歩いているのは普通に見かけるし。

　問題はフラムの容姿だろうか。美人なのは勿もち論ろんだが、女性としては結構背が高いのでメイド姿が凄すさまじく目立つ。

「まぁいいや、さっさと用事を済ませて屋敷に戻ろう」

　フラムにそう言って冒険者ギルドへと足を向ける。おお、まるで海を割って歩く預言者の如ごとき光景だ。
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　微妙な気分になりながら冒険者ギルドに入ると、館内を満たしていた喧けん騒そうが一瞬消えた。なんだよ、こっち見んなよ。

　気にしていても仕方が無いのでそのまま素材買い取りカウンターへと向かう。おい、何故ホッとした顔をしているんだ、依頼受付カウンターのヘタレ受付嬢。

「冒険者ギルドへようこそ、勇者様。本日はどういったご用件でしょうか？」

　素材買い取りカウンターで俺の応対に当たったのは銀髪オールバックで怜れい悧りな表情のイケメンだった。

「俺はしがないＤランク冒険者だぞ、普通に対応してくれ」

「大だい氾はん濫らんをほぼ一人で押し返した方が何を仰おつしやいますか。上層部ではＳランク冒険者への特別昇格が検討されているという噂ですよ」

「マジか……まぁその件はいいや。とりあえずこいつを見てくれ、こいつをどう思う？」

　そう言って俺は買い取りカウンターの上に竜魔人の死体と真っ黒い身体に異様にひょろ長い手足を持つ魔物の死体をストレージから放り出した。

　銀髪イケメンはその死体を眺め、あちこちを触り、血液を採取して何か試薬のようなものと混ぜ合わせたりする。暫しばらくそうしてから銀髪イケメンは目を瞑つむって少し考え込んだ。

「……この死体は」

「この死体は？」

「正体不明ですね」

　ずっこけた。

　見れば見慣れない魔物の死体を珍しがって野次馬していた冒険者達もずっこけている。

「期待させておいてそりゃあねぇだろうイケメンさんよぉ！　それともあれか？　お前は所謂いわゆる残念なイケメンってやつなのか？」

「何かよくわかりませんが、屈辱的なことを言われている気がするので否定しておきます。この魔物は少なくともこの大陸で通常見られる種でないことは確かです。勇者様はこの魔物をどこで仕留めたのですか？」

　憮ぶ然ぜんとした表情でそう言う銀髪イケメン。

　む、流石さすがに獣人の村って言うわけにはいかないな。適当に誤魔化すか。

「ギルドにも関連した依頼を出しているんだが、ビエット村に知り合いが居てな。それで今回の大氾濫でどうなっているか村の様子を見に行ったんだが、村を調査した後、帰ってくる途中で遭遇したんだ」

　そう言って実際に魔物と戦ってみた時の所感なども伝える。

　黒い魔物の方は弱すぎてよくわからなかったが、竜魔人の方は凄すごいタフな上に魔法まで使ってきたのでちゃんと話しておくべきだろう。

「頑丈で再生能力を持ち、しかも魔法らしきものまで行使ですか」

　俺の証言をメモに取り、銀髪イケメンは眉根を寄せる。

　割と全力の蹴りでも一撃で死ななかったのはかなりのものだと思うよ、実際。多分だけど魔ま力りよく撃げき使わなくても石壁くらい粉砕できるからな。

「では、資料を当たって該当する魔物が今までに報告されていないか調べます。買い取りは詳細が判明してからでよろしいでしょうか？」

「ああ、それでいい。解体の手数料は買い取り額から引いておいてくれ」

「承知いたしました」

　銀髪イケメンはそう言って他の職員に指示を出し、竜魔人達の死体を奥に運ばせていった。

　アレの素材は何になるんだろうか。あの頑丈さからして皮は防具に、再生力の部分は回復薬とか？　なんか利用したくないなぁ。

「この後はどうされますか？」

「そうだなぁ、あとはペロンさんのとこにでも寄ってみるか」
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「ミスリルより丈夫な防具ねぇ」

　俺の注文にペロンさんは難しい顔をした。フラムは何を言うでもなく、俺の後ろに控えている。




「武器作ってるあんたもわかってると思うけど、ミスリルより丈夫となると一般的には黒鋼かオリハルコンかって話になるんだよね。金属素材だと」

「まぁそうだよな」

　黒鋼は硬く丈夫で、しかも魔法に対する抵抗力が非常に高いため実に堅けん牢ろうな防具素材だ。ただし、無茶苦茶重い上に身体からの魔力放出も阻害してしまうので俺のような魔法も同時に使う戦士には向かない。

　オリハルコンは黒鋼以上に硬くて丈夫、魔法に対する抵抗力も黒鋼に次ぎ、しかも着用者の魔力放出を遮らないという特殊性も持ち合わせている最高の素材だ。

　ただし、オリハルコンの加工というのはとにかく手間がかかる。

　炉の温度管理は繊細、叩たたく作業も繊細。弱すぎると叩いて伸ばすことが出来ず、強すぎるとオリハルコンが硬化してビクともしなくなる。

　力任せにぶっ叩くと鎚つちが割れるか、鎚の柄が折れるか、あるいはオリハルコンそのものが砕ける。

　そう、このオリハルコンって鉱物は外部からの衝撃などを感知して硬度を変化させる実に厄介な物質なのだ。寧ろこいつ生物なんじゃないかと思う。

　魔力の通しも良いし、武器素材としても防具素材としても素晴らしい素材なのだが、とにかく面倒くさい。

　え？　なら熔とかして鋳造すればいいんじゃないかって？　それがこいつ鋳造にするとすっげー脆もろいんだ。鉄以上、鋼以下くらいにしかならない。

「黒鋼はちょっとなー、俺魔法使うし。オリハルコンは面倒くさいよね、扱うのが」

「面倒くさいね。私は扱えるけど、できれば避けたい。オリハルコンは叩き始めるとそれにかかりっきりになっちゃうし」

　まずオリハルコンを扱えるだけの職人が少ないのに、オリハルコンを扱い始めるとそれにかかりきりになってしまうので拘束時間が長い。それ故にオリハルコン製の武具というのはとにかく高い。

　採算度外視で自分で作ればいいんだろうけど、正直面倒でオリハルコンは叩きたくない。マジで。

「そこで貴女あなたにオススメしたい品がこちら」

　そう言って俺はストレージから神銀のインゴットをゴロゴロと取り出す。

　ペロンさんは怪け訝げんな顔をしながら神銀のインゴットを手に取り、重さを確かめたり小さなハンマーで叩いたりし始めた。

「ミスリル……じゃあないね。それにしちゃ重いし。叩いた感じはオリハルコンに似てるような……？」

「魔力特性、硬度、靭性、重量、全てがミスリルを上回るミスリルとオリハルコンの合金だ。加工の手間もそれなりだけど、オリハルコンよりは随分マシになってる」

　俺の言葉を聞いたペロンさんがビキリと固まる。

　どうしたんだろうか。

「あ、あんた……自分の言ってることの意味が解ってるかい？　それが本当なら、これはドワーフの鍛冶師達が求め続けては挫ざ折せつしてきた神銀ってことだよ？」

　なんてこった、神銀ってネーミングは既に考え出されてたのか。まぁ安直ではあったよね。




「それで合ってる、レシピは秘密だぞ。あと他にも素材があるんだけど」

「さらっととんでもない事を認めたね……まぁこれ以上驚くことはないさね。出してみな」

　諦めたかのように溜ため息いきを吐いたペロンさんの前に、今度はドラゴンを解体して得た各種素材を積み上げていく。

　皮、骨、鱗うろこに牙きば、爪に尾の先端、翼皮膜などだ。いつ解体したのかって？　ストレージにある解体機能だよ。

　あの馬鹿でかいドラゴンを手作業で解体とか苦行以外の何物でも無いだろう、常識的に考えて。

　ちなみに肉は獣人の村に結講置いてきたけど、まだまだある。

「もう驚かないとは言ったけど、これはたまげたね。そう言えば勇者がドラゴンを倒したって話があったっけ」

「そうそれ。この辺も防具素材になるよな？」

「勿論さ。ドラゴンの素材は最高級の魔物素材だからね。それにしても随分と量が多いけど、私に何を作らせるつもりだい？」

　ペロンさんはそう言いながらカウンターに積み上がったドラゴン素材の中からいくつかを抜き出し、その品質を確かめるかのように眺め始める。

「俺とマールの防具だな。マールには神銀を使ってバトルドレスの新型を。俺の方はペロンさんにお任せで。出来れば目立つ鎧よろいと目立たない鎧の二種類が欲しいな。余った素材はそのまま進呈する」

「ならお金は要らないよ、これだけあれば鎧を二着作ってもまだ余るからね……ところで、この神銀はオリハルコンとミスリルだけを混ぜて作ったのかい？」

「ああ、そうだけど？」

「そうかい。鎧は作っておくよ、三週間……いや、二週間したら来な」

　何な故ぜか神銀を親の仇かたきのように睨にらみつけるペロンさんに首を傾げながら俺はペロンさんの店を後にした。なんなんだろう？
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「ご主人様はこの後どうされるのですか？」

　帰り道、隣を歩くフラムが唐突にそんなことを聞いてきた。

「あん？　屋敷に帰るけど？」

「いえ、そういうことではなく。身の振り方ですよ。このままカレンディル王国で過ごすのですか？」

「ああそういうことね。ここは重要な拠点の一つだし、これからもそうであり続けると思う。でも、ここにずっと留まるつもりは無いな」

　獣人の村もどうにかしたいし、大氾濫の原因とやらにも興味がある。勿論マールの故郷であるミスクロニア王国にも行きたいし、ドワーフが多く住むマウントバスやエルフが住むっていう北部の大森林にも足を運んでみたい。

「そうですか……」

　フラムはどこか沈んだ雰囲気だ。どうしたんだろうか？

「どうした？」

「いえ、私は……いえ」

　フラムはそう言って黙り込んでしまう。んー？　なんだろう？　ああ、そういうことか。

　俺はフラムの手を取って半ば無理矢理に手を繫つなぐ。所謂恋人繫ぎで。

「フラムも来るか？」

「えっ？」

「いや、フラムは俺の奴隷だし、俺はフラムのご主人様だし。考えてみれば傍に置いておくべきだなと思ってな。いや、嫌なら屋敷で待っててもらってもいいけど。転移魔法でちょくちょく帰るだろうし」

「いえ、いえ！　ついていきます！」

　弾んだ声で喜びを表すフラム。うーん？　自分で言っておきながらなんだが、なんでこんなに喜ぶかね？　屋敷で肩身の狭い思いでもしているんだろうか？

　ジャック氏もメイベルもそんな人じゃないと思うんだけどな。

「いえ、ジャックさんもメイベルもよくしてくれていますよ。ただその、やはりお二人に比べると私は家事ができませんし、二人も気を遣ってあまり仕事を振ってこないので……」

　ああ、まぁあの二人はプロだからな。

　ジャック氏は当然ながら、メイベルもあの歳でメイドとしての仕事は完かん璧ぺきだ。ジャック氏に言わせればまだ詰めが甘いらしいが、素人目には完璧に見える。

　やたらと俺を踏み──マッサージしたがるけどな。

「今度フラムの装備もペロンさんに作ってもらうか。ドラゴンの革鎧とか」

「い、いえ、流石にそれは……普通ので大丈夫です」

　俺の言葉にフラムは慌てて胸の前でパタパタと繫いでない方の手を振る。普段クールな感じの女の人がこうやって慌てるのって可愛かわいいな。

「いやいや、そういうところは妥協すべきじゃないだろ。フラム用の武器も作るか、ミスリルか神銀で」
















「いえ、この前素晴らしい剣を頂きましたし。というか、神銀ってさっきのドワーフの女性が言ってた凄い金属ですよね？　そんなのとてもいただけません」

「いや、でもこの前やったアレ鉄製じゃん？　やっぱ最低でもミスリルの方が」

「ご主人様、ミスリルの剣なんて普通、大成した冒険者か騎士団長クラスの人間しか持ちませんからね？」

「俺大成した冒険者ですからー。完　全　論　破」

「いえ、ですからそういうことでなく……！」

　目を白黒させるフラムを弄いじるのが楽しくてそのままフラムをからかいながら屋敷まで戻った。

　戻った、の、だが……。

「おかえりなさいタイシさん」

　扉の前には仁王立ちして俺達を待ち構えているマールさんがいらっしゃった。

「何かようかな？」

「私を差し置いてフラムさんとデートしましたか」

「してない」

「そうですかありがとう。ところで恋人繫ぎ凄いですね」

「それほどでもない」

「やはりデートでしたね!?　ずるい！　ずるーーーい！　私なんて朝からタヌキ親父達相手に必死に交渉してたのにー！」

　マールが前傾姿勢を取って凄すさまじい勢いでタックルしてくる。

　おい馬鹿、足に魔力込めるな。軒先の土が抉えぐれてるんですがそれはやめろやめてください。

「ウボァーッ!?」

　腰にタックルを受けて吹っ飛ばされる。

　ズシャーと地面と背中が擦れて痛い。なんてことするんですか、この服を洗うのはメイベルなんですよ。

「……フラムさんでもメイベルでもない女の匂いがします」

「ファッ!?　いやいやそんなの、は……」

　まさか午前中の獣人の村でついたのか？　誰のだ？　カレンか？　あのモフった犬娘のか！

「ふふふ、タイシさん。ゆっくりと『ＯＨＡＮＡＳＨＩ』しましょうねー。実は壁内にすっごい良い場所があるんですよ。この時間は美お味いしいスイーツを出してくれるんです、個室で。ご休憩もできるんですよ」

「マールさん、それはいいけどほら、俺服が汚れちゃったし」

　必死に逃げの一手を模索する。

「タイシさん魔法で浄化できるじゃないですか」

「はい」

　無駄でした。

「いってらっしゃいませ。マール様、帰ってきたら私にも貸してくださいね」

　いつの間にか距離を取っていたフラムは笑顔で俺達を送り出してくれた。覚えてろよ。

　その後、俺は壁内の路地裏にある隠れ家的なレストラン（？）に連れ込まれる事になった。

「くっ、こんなことをされても俺は吐かないぞ！」

　怪しげな台に固定された俺はマールを睨みつけて啖たん呵かを切ってみせる。

　舐なめられっぱなしではいられない、男として。

「ふふふ、そう言ってられるのも今のうちですよ」

「絶対に、マールなんかには負けないっ！」






















「らめぇぇぇぇぇっ！　もう出ないのぉぉぉぉっ！　全部、全部吐くからぁぁぁぁぁっ！」

　マールには、勝てなかったよ……。

「まだまだ私のターンは終わっていませんよ」

「もう許して!?」
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　熱烈な愛を注ぎ込まれた結果、俺はマールに洗いざらい吐くことにした。ただし、獣人の村の位置を特定するような情報だけは死守した。

　約束は守るよ、うん。危なかったけど。

　今はご休憩室──というには趣味の悪い道具が沢山置いてあったが──から移動し、高そうな調度品の置かれた個室でお茶とお菓子を頂いている。

「また随分と思い切ったことを……本気なんですよね？」

「うむ、本気だぞ。で、領地を分捕る件は行けそうか？」

　俺の言葉にマールは天井を見ながらうーんと唸うなった。

「カレンディル王国側からの許可は問題ないんじゃないでしょうか。問題はミスクロニア王国側の許可ですね。クロスロードとミスクロニア王国領を隔てている森は古くから不文律の緩衝地帯ですから、そこを領地とするのであればカレンディル王国だけでなくミスクロニア王国からも了解を取り付ける必要があると思います」

「そっちの方はどうだ？　見込みはあるか？」

「微妙なところですね。ただ、他国のこととは言えタイシさんには大だい氾はん濫らんを撥はね返したという実績があります。それに私とタイシさんが結婚すればタイシさんも王族ということになりますし、不可能ではないと思いますよ。ただ……」

　そこまで言ってマールは表情を曇らせる。

「現状でカレンディル王国とミスクロニア王国を隔てる森というのは両国にとって『頭を悩ませる必要の無い』土地です。そこにタイシさんが領地を持ち、自治権を持つとなると、両国共にタイシさんの自治領に対して注意を払わなければならなくなります」

「つまりその面倒を厭いとわなくなるくらいのメリットが無いと、ってことだよな」

「極論、そういうことですね」

　マールと共に紅茶の入ったカップを傾ける。

　なんというかアレな施設だが、意外と出てくるものの品質は悪くない。お菓子も蜂はち蜜みつや砂糖がふんだんに使われた贅ぜい沢たくな焼き菓子だ。

「安全な交易路の提供というのはどうだ。あの森に道を造ってカレンディル王国とミスクロニア王国の間に安全、且つ今の大回りルートよりも格段にコストの掛からない交易路を提供する」

「弱いですね。交易路はそのまま軍事的な脅威になりえますし、新しい交易路が定着することによって現在の大回りルートでの流通が下火になり、逆に国内経済に大きな影響が出かねません」

「ぐぬぬ……」

　他には俺の作る武器の輸出とかも考えたが、これは俺がいなくなったら破は綻たんするのであまり意味が無い。

「そもそも交易路を造るといっても、簡単なことじゃありませんよ？　あの森にはかなりの数の魔物が生息しているという話ですし、そもそも住居を構えることさえ難しいんじゃないでしょうか」

「そこは大丈夫だ。道作りは俺が魔法を使ってやるから、手間も時間もそんなにかからない。安全な住居に関しては結界魔法の応用でなんとかなると思う」

　フラムの所属していた暗殺者部隊と交戦したあの遺跡には魔物除けと魔力清浄化の効果を持つ結界が敷かれていた。

　結界魔法のレベルを上げれば俺もあれと同じ結界を施せるようになるはずだ。

「うーん、一気に手を伸ばしすぎないでとりあえず領地を貰もらって村作りくらいに止とどめたらいいんじゃないですか？　あの森の中で何が採れるかもまだわかりませんし、そもそも自活できるのかも不明です。まずはあの森の領有権を取得することに全力を傾けましょう」

「……反対しないのか？」

「？　反対して欲しいんですか？」

　はてな？　と小首を傾げるマールに俺は首を横に振って応える。

「私はタイシさんのやりたいことを最大限お手伝いというか、一緒にやって行きたいと思いますよ」

「そう言ってもらえるのは嬉うれしいが、マールにもやりたいことがあるんじゃないのか？」

「タイシさんのやりたいことを一緒にやるのがいいです。今、毎日が楽しくて私幸せですよ。あの時脱走してなかったら今頃あの馬鹿と結婚して……うわぁ、鳥肌が」

　ぶるり、と身を震わせるマール。なんか今ゲッペルス王国の王子とやらに殺意が湧いた。遠くに居て尚俺のマールに害を為なすなんてこの世から抹消すべきじゃないだろうか。

　とにかく、マールの言葉が嬉しい。さっき蹂じゆう躙りんされたけど愛しい。

「ありがとう。交渉事はマールに頼ることになる、すまん」

「いいんですよ、でもデートに行くなら私を一番にしてくださいね」

「はい」

　にへら、と笑うマールに俺は素直に頷うなずくのだった。




　　　　─☆★☆─




　翌日、俺は頼んでおいた物資を受領するため一人で商業ギルドへと足を運んでいた。

　マールは引き続き国王やゾンタークとの協議。要求するものが決まったので、協議そのものは前進するだろうと思われる。

　ついでに街道整備や通商に関する事案などについてもある程度の触りだけは話をしておくらしい。まぁ、現状では色々と未定なので突っ込んだ話は出来ないだろう。

　とりあえずこの後獣人達の村に行くつもりなので、同行者はいないのである。

　え？　昨晩？

「……朝っぱらからなんか儚はかなげな雰囲気醸し出してるな。大丈夫か？」

「ああうん、大丈夫。ちょっと昨晩激しかっただけだから」

「心配するんじゃなかったよ畜生！」

　俺の返答に全力で商業ギルドの壁を殴るヒューイ。そして痛みに蹲うずくまる。アホか。

　いやぁ、マールとフラムのダブルアタックは強敵でしたね。

　さて、話は変わるが商業ギルドはなかなかに広い敷地を誇っている。

　ギルド本館の横には様々な商品を積み降ろしするための集積場があり、その奥には多数の大型倉庫が並ぶ。

　集積場の横には馬車を牽ひく馬等の厩きゆう舎しやもある。馬『等』である。この世界で馬車（？）を牽くのは馬だけではないのだ。

　一番使われているのは馬なのだが、ランドランナーと呼ばれる大型の鳥類やチャリオットと呼ばれる大型爬は虫ちゆう類るいなども使われているのだ。

　速度とスタミナと牽けん引いん力のバランスに優れる馬、緊急時の瞬発力に優れるがスタミナと牽引力の弱い鳥、スタミナと防御力と牽引力に優れるがスピードで劣る爬虫類、というふうに使い分けるのだそうだ。

　コストなどの関係から馬が主流ではあるらしいけどな。

「用意はできてるみたいだな」

「軍で用意していた糧食が結構な量放出されているからな。本来大氾濫中に消費されるはずだった物資が結構ダブついてるんだよ」

　俺の言葉にヒューイはそう答えた。

　王都アルフェンは未いまだ疎開してきている人々が多いために混こん沌とんとしている。そんな中、各所で神殿や一部の貴族などが炊き出しを行っているのだが、それらの炊き出しにはこういった軍の放出品である物資が使われているのだそうだ。

　また、隣国であるミスクロニア王国やゲッペルス王国、ドワーフ達の多く住むマウントバスでは未だに大氾濫による戦闘が継続しているらしい。そういった隣国に支援物資を輸送することも計画されたらしいが、大氾濫が継続中の隣国に物資を届けるのはあまりにも危険であるため計画は頓とん挫ざしてしまっているということだ。

　うーむ、やはり俺が行ったほうがいいんじゃないだろうか？　ゾンタークやカレンディル王、それにマールも何も言ってこないから何となくで流してしまっているのだが……。

「とりあえずこの物資は貰っていくぞ」

　そう言って俺は積み上げられている物資を次々とストレージに取り込んでいく。

　干し肉や干し果物を始めとして焼きしめたパンや塩漬けにして長期保存が出来るようにしてある肉、酢漬けの野菜や干し野菜、長期保存の利くタマネギや根菜や芋の類、塩、小麦粉や雑穀などの食料品と飲料水やワイン、それに清潔な布や毛布、医薬品に薪まきなどの燃料や調理道具などもある。

　タマネギってあいつら食えるのかね？

「マジで入るのか」

「割と余裕だな。寧むしろ一つに梱こん包ぽうしてもらったほうが良かったかもしれん」

　細こま々ごまとした荷物も袋に入れてストレージに放り込むと一個のアイテムとしてカウントされるしな。

　とにもかくにも発注していた物資は問題なくストレージの中に収まった。これでソーンとの約束も果たせるな。

「追加で物資を用意しておいてくれ。俺が預けている資金の範囲内で用意できるだけ」

「は？　何考えてんのお前。莫ばく大だいな量になるぞ」

「問題ない、入りそうだし。ただ、あまり小分けにしないである程度まとまった量を一つに梱包して用意してくれ。あとまぁ、買い占めみたくなって市場に影響が出ないよう上う手まくやってくれよ」

　物資はそれなりに確保したいが、それによって市場に混乱を生み出すのは本意ではない。

　超高品質の武器を大量に市場に流して武器工房をいくつか潰つぶしかけた俺が言う台詞せりふじゃないけどね。少々調子に乗りすぎた、今では反省している。

「なんというか相変わらず常識の通じない……わかった、手配しておく。モノが用意でき次第屋敷に使いを出すよ」

「ああ、頼んだ」

　ヒューイと別れ、商業ギルドを後にする。

　ううむ、他にも何か用意していくべきだろうか？　ちびっ子達も結構居るみたいだしお菓子でも買っていくか。ああ、あと酒もあったほうがいいかな。
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「来ちゃった」

「いや、来ちゃったじゃねぇよ。明後日あさつて来るって言ってただろお前」

　獣人の村に転移すると早速ソーンが出迎えてくれた。なんだよいいじゃんか。暇だったし物資も用意できたんだから。

　ソーンに案内されて獣人の村の中を通り、昨日訪れた倉庫へと歩いて行く。

　途中、擦れ違った獣人や半獣人の住人達に会釈されたり礼を言われたりした。昨日とは大違いだ。『別にそんなつもりじゃなかった』とか青臭いことを言うつもりはない。もっと褒めていいのよ。

　倉庫に着くと、俺が昨日のうちに渡していた物資の配給をしているようだった。

　デボラやそのお付きのケンタウロス娘と虎耳娘、黒くろ豹ひよう男のレリクスもいるな。昨日俺が治療した馬男もいるようだ。

「よう、昨日ぶり」

「今日も来たのね」

　熊が三さん角かく巾きんとエプロンを着けて大鍋でスープを作っていた。いや、デボラなんだけどね。

　ケンタウロス娘は特に何をするでもなくむっつりとした表情で配給の様子を見ており、虎耳娘はこちらに視線を向けようともしない。この二人に嫌われてるんだろうか、俺。

　レリクスは倉庫から物資の出し入れを、馬男はなにやら帳簿をつけているようだ。意外と知性派なのだろうか、あの馬。

「追加の物資をな」

「そう……一杯どう？」

「物資を倉庫に置いてきたら貰うかな」

　そう言うとデボラは頷き、スープの配給に戻ったようだった。

　俺とソーンはレリクスと馬男に挨あい拶さつしながら倉庫に入り、物資の放出を始めた。

　ズンズンと倉庫内に物資が積み上がっていく。一応管理しやすいように種類ごとにまとめておく。食料品でもすぐに食えるものと生モノは手前、保存の利くものは奥の方ってね。

「なんとかギリギリ入りそうだな」

「どんだけ持ってきたんだよ……」

「騎士団一個小隊、つまり成人男性四十人から五十人が一ヶ月活動できるだけの物資だそうだ」

　ソーンがなんとも言えない渋面を作る。ふふ、俺の人脈と調達能力が怖いか？

「俺が言えたことじゃないが、真っ当な品なんだろうな？　どこかで騎士団を襲って奪ってきたとか言うなよ」

「お前が俺をどういう目で見ているかよくわかった。訴訟も辞さない」

　そう言って俺はモフモフしているソーンの体毛を少量ずつぶちぶちとやってやった。

　防ごうとしても無駄無駄無駄ァ！　残像が出るレベルで繰り出される俺の手はソーンの防御を許さない。格闘レベル５を舐なめてはいけない。

「いてぇ！　いてぇからマジやめろおい！　やめてください！」

「……チッ、折角の物資が抜け毛塗まみれになっても仕方ないし許してやるか」

　身み悶もだえするソーンをその場に残して俺は倉庫を後にする。出てくるとデボラがすぐに俺に気付き、先ほどの約束通りスープを振る舞ってくれた。

　む、美う味まい。俺が昨日置いていったキャベツっぽい野菜と塩漬け肉を使ったようだ。程よい塩気と野菜の甘みに加え、片栗粉でも入れたのか微妙にとろみがついていて美味い。

「美味いな」

「そう？　私が作ったのよ」

　ちょっと誇らしげな様子で胸を張るデボラ。お料理クマさんか、よく見れば三角巾とエプロンも似合っているように見えるな。

「腕っ節が強いだけでなく料理もできるんだな」

「まぁね、嗜たしなみとして」

「淑女の？」

「ぷっ……淑女ってガラに見える？」

　俺の返しにデボラは小さく噴き出しながらそう言って肩を竦すくめて見せた。

　俺の身長を優に超える巨体に茶色い毛皮に覆われた太い腕、顔も愛あい嬌きようはあるがまぁどう見ても熊。どことなく女性的な雰囲気を醸し出してるけどまぁ熊。

　しかしまぁ、体つきだけはこう女性らしいというかなんというか。出るとこは出てる、どーんと。俺がこちらで見た乳の中では文句無く最大級と言えるだろう。

「淑女ってのは紳士と同じで見た目じゃなくて在あり方だと思うね。エプロン似合ってるぞ」

「そ、そう？」

　淑女と言われて悪い気はしないのか、デボラは急にクネクネしはじめた。いや、うん、これは恥ずかしがってるのか？　この熊にフラグが立ってしまったりするんだろうか。

　あまり深く考えないことにしよう、うん。

「とりあえず倉庫にそれなりの量の物資を補給しておいた。目録があるんだが、あの馬っぽい人に渡せばいいのか？」

「え？　ええ、そうね。ヤマト！」

　デボラが声をかけるとなにやら帳簿をつけていた馬男が帳簿から顔を上げてこちらに歩いてきた。

　こいつもデカい、２ｍを越す巨きよ軀くだ。栗毛の体毛に黒い鬣たてがみが勇ましい雰囲気を醸し出している。腰に下げているのはメイスか、こいつも戦えるのかね。

「どうした？」

「今日持ってきてくれた物資の目録があるって」

「おお、そうか。それは助かるな」

　俺はヤマトと呼ばれた馬男に目録を渡す。これが有るのと無いのとでは管理の手間が随分と違うだろう。

「……こんなにか？」

「ああ、後で確かめてくれ」

　目録を見て考え込むヤマト。デボラもヤマトの様子を不審に思ったのか、その目録を覗のぞき見てギョッとした顔をした。

「どうした？」

　二人の様子に流石さすがの俺も不審さを隠せない。そんなに驚くことかね？

「うーん、助かるのは助かるんだけど……」

　そう言ってデボラは困ったような表情をしながら何事かをヤマトに向かって囁ささやいた。ヤマトは小さく頷うなずき、倉庫の中へと入っていく。

　デボラはエプロンはそのままに虎耳娘とケンタウロス娘にスープの配給を任せ、俺を倉庫の中へと招いた。よくわからんが、素直に従って倉庫の中へと戻る。

「あんまり駆け引きとかって得意じゃないし、好きじゃないから単刀直入に言うけど。あんた、何を考えているの？」

　デボラの言葉に俺は首を傾げた。何を考えていると言われても何と答えればいいんだ。

「昨日も言ったと思うが、さし当たっては俺がこれから取得する領土の住人になってもらおうと思ってるぞ」

　俺の言葉にデボラとヤマト、ついでにソーンが顔を見合わせた。ソーンだけはどこか投げやりな態度だが、デボラとヤマトからは困惑した雰囲気が伝わってくる。表情はわかりにくいけど。

「本気なの？」

「本気だ」

「何のためにです？」

　ヤマトとデボラが俺をじっと見てそう問いかけてくる。馬面に見つめられるのってなんか微妙な気分になるな。なんというか馬マスクを思い出す。ヤマトはあの被り物よりも遥はるかに知的な容よう貌ぼうだけど。




「理由は色々有るけどなぁ……綺き麗れいなのと汚いのと崇高なのどれから聞きたい？」

「綺麗なのから」

「困っている様子のお前達を単純に助けたいと思った。俺にはそれだけの力があると思うしな。同情もまぁ、入ってるのは否定しない。実際のところこれは理由としては一番弱い。一割くらいか」

「汚いのは？」

「困っているところを助けて恩を売っておけば、俺のお願いを断りにくくなるだろ。命が懸かってるなら尚更だ。どっちにしろ領地は持つつもりだったから、領民としてお前らを連れて行こうと思った。どうも話を聞く限り、お互いに利益がありそうだったからな」

「じゃあ崇高な理由ってのは？」

「獣人のモフモフな毛や尻尾を愛めでたい。なでなでしてスリスリしたいしペロペロしたいお。ちなみにこれが八割な」

「どこが崇高なんだよ!?　欲望ダダ漏れの変態じゃねーか!?」

　ソーンが全力で俺に突っ込んできた。いいツッコミだ、お前ならお笑い界のトップも狙えるかもしれん。あ、そうすると俺がボケ役か。狼男とコンビか。ウケるか？　なんかお茶の間から半年で消えそうだな。

　なんかデボラは腹抱えて笑ってるし。そんなに面白いこと言ったかね、俺。

「つーかアレか、結局お前も人間だな。俺らのこと愛あい玩がん動物か何かと思ってんだろ？　え？」

　ソーンが牙を剝むいて唸うなる。おお、怖い怖い。

「ハッハッハ、興奮するなよポチぃ。ほーらお前の好きな骨付き肉だぞー」

「誰がポチだよふざけんなてめふぼぁっ!?」

　タイミングを見計らってソーンの口にストレージから取り出した骨付き肉（照り焼き）を放り込んでやる。あまりに嬉うれしかったのかソーンはそのまま倉庫の奥に飛んでいってしまった。投とう擲てきレベル５を舐めてはいけない。

「あー、もう。苦しい。まぁそんな風に考えてるならこんな回りくどいことしないわよね」

「道理だな。君なら男どもを皆殺しにして女子供達を攫さらっていくのは簡単だろう」

　飛んでいったソーンを見送りながらヤマトが頷く。なんというかアレだな、デキる男の雰囲気が漂うな、この馬男は。

「欲望ダダ漏れってのは否定しないけどな。というか全く下心なしにこんな手間かけられないぜ、俺は勇者だけど聖人じゃねーぞ」

　そう言ってから俺は昨日マールと話した領地獲得の実現性に関して説明をした。

　カレンディル王国側からの了解はほぼ問題ないであろうということ、ミスクロニア王国側との交渉が必要であること、これからミスクロニア王国に赴いて交渉することになるだろうということ。

「そんなわけで、俺はミスクロニア王国に向かう。つっても俺は長距離転移魔法が使えるからちょくちょく顔は出すけどな」

　そんなことを言っているうちにソーンが復活してきた。気絶してたんだろうか、それとも骨付き肉を食っていたんだろうか。

「よう、美味かったか？」

「美味かったかじゃねーよ死ぬかと思ったわボケェッ！」

　毛を逆立てて吼ほえるソーン。ぼけぇとか言いながらしっかり骨だけになってるじゃないですかやだー。

　それでも多少落ち着いたのか、再度食って掛かってくるようなことはなかった。腹減ってイライラしてたんだな、間違いない。

「まぁとりあえずそういうわけでな、今日はこの村に結界を張りに来たんだよ」

「結界？」

「おう、昨日みたいな得体の知れない魔物が来たら困るだろ。半永久的な対魔物結界を設置してみようと思ってな」

　そう言いながら俺はメニューを呼び出し、スキルメニューを操作して結界魔法をレベル３からレベル５にした。





　【スキルポイント】１６８ポイント（スキルリセット可能）

　【名前】タイシ＝ミツバ　　【レベル】64

　【ＨヒツトＰポイント】８１３　【ＭマジツクＰポイント】４４３８

　【ＳＴＲストレングス】１６８７　【ＶＩＴバイタリテイ】１６５６　【ＡＧＩアジリテイ】１５６５

　【ＤＥＸデクスタリテイ】４６１　　【ＰＯＷパワー】９２８




　【スキル】剣術５　格闘５　長柄武器５　投擲５　射撃１　魔闘術３




火魔法５　水魔法５　風魔法５　地魔法５　純粋魔法５　回復魔法５　始原魔法２

結界魔法５　生活魔法　身体強化５　魔力強化５　魔力回復５　交渉２　調理１

騎乗５　鍛冶５　気配察知５　危険察知５　鑑定眼　魔力眼　毒耐性３






　ふむ、レベル４で覚えたのが対魔結界と封魔結界、レベル５で覚えたのが大結界と大殺界ね。

　ついでにレベル４で結界恒常化の知識も入ってきた。どうやら結界の中心と周囲何箇所かに起点となるものを設置する必要があるらしい。

「術者の所有物で、且つ魔力を通しやすい性質のモノねぇ」

　ミスリル製のナイフとかで良いだろうか。まぁやってみるか。

「おい、そんなことが出来るのか？」

「やってみるのは俺も初めてだ」

　ソーンの言葉にそう答えて俺は倉庫を出る。チラリと後ろを見ると、ソーンはついてくるようだ。デボラとヤマトは何か話してるな。

　とりあえず俺は村の中心にある井戸へと辿たどり着いた。井戸の周りには水を汲くみに来たらしい獣人や半獣人の女性や子供達がいた。結構深い井戸のようで、水汲みも大変なようだ。

「おうソーン、手伝ってやれよ。俺は結界張る準備すっから」

「なんで命令されなきゃならねーんだよ」

　とかなんとか言いながら釣つる瓶べを引くのを代わってやるソーンさんマジぱねぇっす。流石にレベルが高いからか水なんて入っていないかのように釣瓶を引っ張ってるな。

　普段からよく手伝っているのか、いつもありがとうございますとか女の人に言われちゃってんの。なんすかソーンさんそっぽ向いたりして、それ照れてるんすか？　照れてるんすかそれ。

「はやくやれよ」

「さーいえっさー」

　ニヤニヤしながら見ていたらソーンにガチで睨にらまれた。仕方ないのでストレージからミスリル製のナイフを取り出し、対魔結界を発動するための準備を始める。
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「これで発動したっぽいな」

　俺の魔力眼には村全体を覆う光の膜が映っていた。どの程度の効果があるのかはわからないけど。

「これで魔物が寄ってこなくなるのか？」

「この結界を使うのは初めてだって言っただろ。効果の程はよくわからんから、まぁ気休めくらいに思っておいてくれ」

　腐っても結界魔法レベル４で覚えるものだし、全く効果なしってことはないだろうけどな。思ったより効果がなかった、よりは思ったより効果があった、の方が嬉しいだろう。

　ソーンはそんなものか、とか言いながら光の膜を触ったり腕を突き抜けさせたりしている。

　この対魔結界というのは魔物に対してのみ外側に弾くようなベクトルを持つ結界らしい。封魔結界はその反対で、魔物に対してのみ内側に引き込むベクトルを持つ結界のようだ。

「さて、これでとりあえず用事は終わったし俺は一回帰るかね。そうだ、これを忘れてた」

　ストレージから一抱えほどもある袋を取り出し、ソーンに押し付ける。

　ソーンは匂いでその中に入っているモノがなんなのかすぐに気付いたようだった。

「なんだよこれ、甘い匂いがするな。菓子か？」

「ああ、子供達にと思って買ってきたのを忘れてた。配っておいてくれよ」

　ソーンが子供達にお菓子を配る姿を想像して思わず笑みが零れる。出来ればニヤニヤしながらそれを見たいところだが、時間的な余裕も無いし我慢するとしよう。

　しかしソーンはそんな俺を見て複雑な表情をしていた。なんだよ、男に見つめられて悦ぶ趣味は持ち合わせていないぞ。

「お前、何を考えているんだ？」

「何ってお前が子供にお菓子を配る姿を想像して笑ってるけども」

「笑うなよ！　っていうかそういう意味じゃねぇよ空気読めよ！」

　地団駄を踏むソーン。面白い奴だよな、コイツは。

「や、本当に裏も何も無いんだよ、徹頭徹尾自分のためだ。困っているようだったから助けたいと思っただけだし、根本的に助けようと思ったら俺の作ったルールが罷まかり通る場所が必要だと思っただけだし、何より可愛かわいい獣人の子をモフモフしたいだけだ。その為にはモフモフする俺も、モフモフされる子もこう、自由で、救われてないとダメなんだよ」

　単純にモフモフしたいだけなら攫っちゃえばいいんだろうけどな。でも、そんな事をしたらずっと後ろめたい気持ちになるだろう？

　モフモフする時にそんな気持ちを抱えていたら幸福感が大幅に減衰してしまうじゃないか。

「そんなにいいもんかね？」

　ソーンは自分の尻尾をチラリと見ながら、いかにも納得し難いというような難しい顔をしてみせた。ふっ、真のモフリストでなければこの気持ちは理解できまいて。

「とにかくそういうことでな。まぁ、ちょくちょく顔は見せに来る。一方的に施されるのが気持ち悪いなら、何か俺が喜びそうなものでも用意しといてくれよ」

　そう言い残して俺は王都アルフェンの屋敷へと転移した。







　第四話　～前人未踏の秘境で未知との遭遇をしました～







「ほっ、はっ……っと！」

　飛びかかってきたワニの首だけのような外見をしている魔物を蹴り砕き、素手で粉砕しつつ俺は密林の中を疾駆する。

　獣人の村を発った俺は一度屋敷に戻った後、クロスロード南西にある森の中の遺跡へと長距離転移を行い、そのままミスクロニア王国に向かって森の中を走り出したのだ。

　領地として分捕る予定の樹海を一度大雑把に把握しようと思ったのと、俺の身体能力と飛行魔法があれば大樹海を大きく迂う回かいする街道を行くよりも早いと思ったからだ。

　マールとフラムもついてきたがったのだが、俺の進行速度について来られないのは確実だったので屋敷に置いてきた。

　代わりにミスクロニア王国で必要になりそうな物資やなんかの手配を言いつけてきたので、仕事には不自由しないだろう。

　因ちなみにマールは朝一番で登城してクロスロード東に広がる大樹海の領有権についてカレンディル王に了承させてきたらしい。昨日話し合ったように、ミスクロニア王国との擦り合わせをしっかりと行うことを条件として、だったらしいけども。

　それに関しては仕方ないだろう。森自体がミスクロニア王国との国境としても機能している以上、カレンディル王国の意向だけで決定するわけにもいかない。

　塩の流通を押さえられているカレンディル王国の立場は弱いようだしな。

　それはそれとして、問題は。

「うおぉっ!?」

　欝うつ蒼そうと茂る密林を抜けてちょっとした広場に出た俺の目の前に先ほどのワニの頭のような魔物の横隊が展開していた。ガバッと顎を開いたその奥には純白の光が煌こう々こうと輝きを放っている。

「おい、馬鹿、やめろ」

　顎の魔物の口こう腔こうから純白の光弾が一斉に発射され、俺に向かって殺到してくる。

　俺はその光の津波に対して一歩も動かずに両手を突き出す。

　魔力を集中、発動。

　俺の前面に光の障壁マジツクバリアが発生し、その障壁に当たった魔物の光弾が次々と爆発を起こす。

　生意気にも純粋魔法レベル２で習得できる魔弾マジツクミサイル相当の威力があるようだ。

　威力の基準となるＰＯＷパワーが俺に大きく劣るのか、今のところ大事はないがこれは確かに一般的な冒険者や騎士団の連中では突破するのが困難だろうと思う。

　まずこいつらの数が問題だ。

　多い、なんかもう四方八方から襲いかかってくる。

　そしていくら仲間がやられても向かってくる攻撃性の高さと、集団で狩りを行う狡こう猾かつさがある。おまけに口から魔力光弾まで放ってくるときたもんだ。

　俺の魔力障壁を抜けるほどの威力はないが、板金鎧よろいくらいなら貫通して内部から人体を粉砕する程度の威力はあると思う。

　しかもキルゾーンを設定して獲物を追い込んで、横隊を組んで一斉射撃とかゴブリンよりも頭が良いんじゃないだろうか。

「フハハハハ！　無駄無駄ァ！」

　次弾が来る前に横隊に飛び込み、抜き放ったミスリルソードと四肢を使った格闘攻撃で顎の魔物達を蹂じゆう躙りんする。

　あ、レベル上がった。
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　十数分後、流石さすがに形勢不利と見たのかやっと顎の魔物達は撤退して行った。軽く百匹以上は倒したんじゃないだろうか。

　気配察知の反応を見る限り、俺を襲ってきた群れの約九割を倒したと思う。損耗率九割でやっと撤退とか攻撃性高すぎるだろ。やっぱ頭悪いのかね。

　できる限り奴らの死体も回収しておく。

　身体の構造が気になったので何体か搔っ捌さばいて見たところ、体の半分以上が顎で構成されていた。専門家じゃないから詳しいことはよくわからないが、生物としてどうなんだこれ。
















　内臓とかそういうの足りてるの？　というか足無いんだけどこいつらどうやってあんな高速で走り回ったり飛びついてきたりしたの？　謎すぎる。

　今度出会ったら一匹くらい生け捕りにしてみるか。

「んー、次行くか」

　一直線にではなく、大きくジグザグの軌道で蛇行しながら東へと向かう。

　何をやっているのかというと、森の事前調査だ。

　先住民的な人々がいたら接触を持とうと思って生き物の気配が多い場所を探してはダイナミックに突っ込んでいる。

　今のところゴブリンの集落を三つほど、トロールの巣を二つほど発見している。

　一応コミュニケーションを取ろうと試みはしたが、見事に襲われたので殲滅しておいた。

　我ながら理不尽な話だと思うが、放置して後で俺の領民が襲われたら大変なので仕方ない。コミュニケーションが取れず敵対的な先住民にはご退場願うことにする。

　俺の気配察知レーダーは現在最大範囲で展開中だ。

　多分半径数キロメートルくらいが範囲になっていると思……ん？　今一瞬反応があったと思ったんだが、消えたな？

　五個か六個くらい反応があったんだが、急に消失した。よし、調査しよう。俺はすぐに反応があった方向へと足を向けた。

　足を向けたと言っても、走るというより木々の間を縫うように跳んでいると言った方が正しい。

　密林の中は意外と高低差もあるので、手頃な岩や木を足がかりにポンポンと飛び跳ねて移動している。風魔法で空を飛んでも良いんだけど、それだと木々に隠れた遺跡とか見逃しそうなんだよな。

　実際に遺跡とか遺構らしきものも幾つか発見したし。流石に探索まではしてないけど。

　考え事をしながら森を疾駆していると、微弱に危険察知が働いた。

　正面から包み込まれるような感覚を覚え、咄とつ嗟さに腕を顔の前で交差させてガードの体勢を取る。勿もち論ろん走ったそのままの勢いでだ。

「うおわぁぁぁっ!?　なんじゃこりゃぁぁぁ!?」

　目に見えない何かに宙ちゆう吊づりにされ、思わず叫び声を上げる。

　そして何ど処こかから更に何かが俺に向かって発射され、あっという間に俺はぐるぐる巻きにされてしまった。なんだこりゃ、蜘く蛛もの糸か？　かかったのもデカイ蜘蛛の巣っぽい。




　ガサリ。




　と音がしたので不自由な身体をなんとかよじってその方向を見る。

　木の上から逆さまに女性の上半身が覗のぞいていた。俺は真正面から蜘蛛の巣に突っ込んだので、普通に逆さまに見える。

　肩くらいまで伸ばしていると思われる綺き麗れいな銀髪が重力に従ってゆらゆらと揺れていた。顔立ちは整っている。ルビーみたいな紅い瞳。

　眉毛のあたりと額にも目の色と同じ紅い宝玉のようなものが合計で三対、つまり目と合わせて八つのルビーが俺の顔を覗きこんでいる。

　女性が重力に従って樹上からドスン、と降りてきた。




　シュタッ、ではなくドスン、である。




「魔物娘……そういうのもいたのか！」

　彼女の下半身は蜘蛛そのものだった。

　いや、本来蜘蛛の頭部がある場所から人間の女性の上半身が生えていると言った方が正しいか。頑丈そうな紅の甲殻で構成された蜘蛛の身体からだを動かして彼女が俺の側まで歩いてくる。落下音は大きかったが動きは機敏で、しかも音もほとんどなかった。

　よく見ると上半身というより膝から下が蜘蛛の身体と繫つながっているらしい。蜘蛛の頭部は頭部で別にある。首の後ろから生えている感じだろうか。

　肌はこちらでも見慣れた欧米人のような白色で、所謂普通の人間と変わらないように見える。残念ながら綺麗な藍あい色いろの着物の下に隠れているが、なかなかのおっぱいである。カリュネーラ王女と良い勝負か。

　というかあるんだな、着物。彼女が着ているのはどことなく浴衣ゆかたっぽいデザインだ。

「怖がらないのね」

　彼女は不思議なものを見るような顔をして小首を傾げた。うむ、綺麗だし可愛かわいいな。

「引っかかった時はびっくりしたけどな」

「そう。私達の姿を見ると人間は普通怖がるのだけれど」

　そう言いながら近づいてきた蜘蛛女はおもむろに俺の頰を撫なで、いきなりキスをしてきた。しかもディープなやつである。

　何を考えているのかわからないのでとりあえずされるがままにしておく。何か唾だ液えきとは明らかに違う甘い液体が送り込まれてくる。これが目的か。

　美人が相手だからって役得とか思ってませんよ、ええ。ほら、拘束されてるし仕方ないよね。

　あ、でもこの前もこういうので油断して失敗したんだよな。いかんいかん。

　でもほら、マールさんも一番がマールさんなら多少は許すって言ってたしこれは許されるよね。俺許される！　許されるよね？

「一応俺には結婚を前提としてお付き合いしている愛しい女性がいるんだが」

「減るもんじゃないでしょ？」

「まぁ確かに。でも良心の呵か責しやくがだね」

「ごちゃごちゃ五う月る蝿さい……それにしても随分と余裕ね？」

　破ろうと思えばすぐに破れる拘束だしね。毒の類も俺には効かないしそりゃ余裕ですわ。

「まさか、いきなりキスされてドキドキしてきたよ。まさかこれが恋」

「私のオクスリが効いてきたんだと思うわ。激しい動どう悸きと息切れが起きるのと、あと興奮作用があるの」

　適当に言ったら衝撃的事実が返ってきたでござる。

「あまり危険はなさそうだな」

「たまに心臓が破裂しちゃうけど」

「うぉい!?　すっげー危ないじゃん！　そんなもんホイホイ飲ますなよ！　というかそんなもん飲ませてどうするつもりだよ！」

「ペロリと頂くに決まってるじゃない」

　そう言って蜘蛛女はペロリと俺の頰を舌で舐なめ、妖よう艶えんな笑みを浮かべた。

「やめて！　私に乱暴するつもりでしょう!?　エロ同人みたいに！　エロ同人みたいに！」

「そのえろどうじんとかいうのは知らないけど、乱暴はするわよ。ペロリと食べてア・ゲ・ル♪」

　そう言って蜘蛛女は俺の耳元で甘く囁ささやいた。やばい脳みそ蕩とろけそう。俺的にはもうね、ばっちこいですよ。守備範囲広いんで。

　これきっとアレですよね、エロいやつですよね。聞いてみちゃおうかな！　俺聞いてみちゃおうかなッ！

「性的に？」

「肉的に」




　ん？




「……性的に？」

「肉的に」

　うん、わかってた。そんな都合の良い展開なんてないですよね。

　ごめんよマール、俺調子に乗ってた。浮かれてた。やっぱお前が一番だ。

「そういうのやめようぜ。折角こうして話し合えるんだ、争うことはないだろう。というかわざわざ人間なんて食わんでも肉なんていくらでも食えるだろ」

「あ？　本気にした？　噓に決まってるじゃない、お馬鹿ね。そんな野蛮なことしないわよ、鬼人族じゃあるまいし」

「ならそういうのやめろよ！　無駄に怖がらせるなよ！」

　蜘蛛女がぷっぷくぷーとか言いながら馬鹿にするような視線を向けてくる。くそう、見た目は大人の美人って感じなのにこの蜘蛛女悪戯いたずら好きだぞ！

　じゃれている間に目の前の蜘蛛女に似た気配が複数近づいてくるのを気配察知レーダーで捕ほ捉そくした。

　かなりのスピードだ。つまりこの森での生活に順応してるってことか。

「お疲れ。今日は妖よう精せいじゃなくて普通の人間か、珍しいな」

　ガサガサと藪を搔かき分けて出てきたのは蜘蛛男だった。目の前の蜘蛛女と同じように、大蜘蛛の首の付け根辺りから男の身体が生えている。こっちは草色の着流しのようなものを身につけている。腰には鉈なたみたいなのをぶら下げてるな。

　顔の造形はかなりのイケメンだ。複眼だけど。蜘蛛男は俺に顔を近づけてまじまじと凝視してくる。

　おいやめろよ、男に顔を近づけられても嬉うれしくないんだよ。

「とりあえずお持ち帰りだな、毒は？」

「飲ませたんだけど全然ダメ。耐性でもあるのかしら」

「もっと飲ませてくれても良いんだぞ？」

「じゃあ俺が飲ませてみるか」

「おいやめろ馬鹿ごめんなさいやめてくださいやめろおぉぉぉぉっ！」

　糸に雁がん字じ搦がらめにされたまま身を捩よじって必死に抵抗する。あっちもわざわざ男とディープキスはしたくなかったのか、すぐに諦めてくれた。

　危なかった、無理矢理にでも拘束を破って暴れるところだった。

　そうしているうちに他の蜘蛛人間達も集まってきた。全部で五人か。

「行きましょうか」

　俺の身体が蜘蛛の巣から外され、最初に俺を捕まえた蜘蛛女の蜘蛛部分の大きな腹の背面に乗せられる。うつ伏せに乗せられたので蜘蛛女の人間部分の形の良い尻が目の前にある。眼福だ。なんまんだぶなんまんだぶ。

　多分村とか巣とかそういう感じの場所に運ばれるんだろう。

　おお、動き出した。揺れも少ないしかなり速い。そしてお尻がふりふりと目の前で揺れておる。良いぞ良いぞ、苦しゅうない。
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　蜘蛛女の背に揺られること十数分、急に森が開けてだだっ広い空き地のような場所に出た。いや、よく見ると大きめの建物が幾つかある。

　あと地面にでかい扉みたいなのがたくさんある。ハリケーン対策のシェルターみたいだな。俺の記憶にあるのより扉がでかいけど。

　どうやら蜘蛛人間達は地上にある大きな建物に向かっているらしい。

「で、俺はどうなるんだ？」

「悪いようにはしないわよ」

　俺の問いに蜘蛛女はそう答えてズンズンと建物に向かって歩いて行く。

　何やらこっちを見てる蜘蛛人間が結構いるな。みんな浴衣とか着流しっぽい和風テイストの衣服を身につけている。

　鑑定眼で見てみると、どれもこれも高品質以上の『アルケニアシルク』製の衣服と表示される。あの服、自前の糸で織ってるのか。

　結構着心地良さそうだなぁ、一着作ってもらえないだろうか。

「着いたわよ」

「おう……おぅ？」

　到着した大きな建物はどうやら倉庫のようだった。

　天井からは様々な獣の干し肉や干し魚などがぶら下がっており、中身が詰まっていそうな樽たるや、植物を編んだ籠に入れられた色とりどりの野菜や果物が置かれている。

　わぁい、ぼくさいきんじゅうじんのむらでこんなかんじのたてものみたことあるよ。

「お姉さんや」

「何かしら？」

　蜘蛛のお姉さんが糸でぐるぐる巻きの俺を器用に背中から降ろし、食料庫の梁はりに吊つるす。蜘蛛の糸で巻かれたミノムシ状態である。

「俺が思うにここはいわゆる食料庫とか呼ばれる場所ではないかね？」

「あら、よくわかったわね。褒めてあげる」

　梁からぶら下げられてくるくると回転する俺に蜘蛛のお姉さんはにっこりと満面の笑みを浮かべてみせる。わぁい、すごいいいえがおだよ。

「肉的な意味では食べないんじゃ？」

「さっき肉的な意味では食べないと言ったわね。あれは噓よ」

　そう言って蜘蛛女が手をワキワキさせながら迫ってくる。しかし顔がにやけているので冗談というのがバレバレであった。

　一応こっちも様式美として抵抗する素振りを見せる。様式美って大切だよな。

「うわー、やめろー。おれなんかくってもおいしくないぞー。たべるならせいてきないみでおなしゃーす」

「必要以上に怖がられるのも嫌だけど、全く怖がられないのもそれはそれでなんかイヤね」

「そんな我わが儘まま言われてもなぁ」

　いつでも拘束から抜け出せる上に毒は効かないとわかってるし、怖がる理由がない。でかいし威圧感はあるけど、元の世界でそういうのは慣れてるしなぁ。ゲームでだけど。

「興味はすごく湧いてるぞ。どんな種族なのか、何な故ぜこんなところに住んでいるのか、どんな文化を有しているのかとかな。着ている服にも興味津々だ」

　そうして話している間になんか豪華な着物を着た蜘く蛛も女が現れた。

　むむ、美人さんだな。普通の眼めだけでなく、ルビーみたいな複眼が三対ついてるのは目の前のお姉さんと同じだけど。他の蜘蛛人間は銀髪だが、この美人さんだけしっとりとした艶やかな黒髪だ。それに他の蜘蛛人間よりも甲殻が重厚で黒っぽい辺り、ボスっぽい。ここのまとめ役とかなんだろうか。

「ふむ、この男が……？」

　俺を見下ろし、首を傾げる美人さん。こっちも相手をガン見してやる。ついでに鑑定するか。





　名前：クスハ＝ツチミ

　レベル：38




　スキル：長柄武器３　格闘４　危険察知２　気配察知３　隠密３　結界魔法３　回復魔法３　土魔法３　水魔法２　風魔法２　火魔法１　弦楽器３　調理３　裁縫４　手芸４　鑑定眼　粘糸　鋼糸　毒糸




　称号：生体兵器　統率ユニット　捕食者　呪縛を破りし者　知性ある魔物　魔物の統率者　導く者　機織り名人　嫁いき遅れ　百年乙女　未亡人（噓）　五百年乙女

　賞罰：なし（時効）






　んげっ!?　こいつ鑑定眼もってやがる!?

　向こうは向こうで俺の鑑定結果を見たからか冷や汗的なものを垂らして固まっている。




　訪れる沈黙。




　周りの蜘蛛人間は俺たちの様子を見て不思議そうに首を傾げている。そうだよな、鑑定眼持ってないとこの状況は意味不明だよな。

　とりあえず俺は拘束を解くことにした。

　力任せに俺をぐるぐる巻きにしている糸を引き千切り、立ち上がってポンポンと体についた埃ほこりやら糸の残ざん骸がいやらをはたき落とす。蜘蛛人間達はそんな俺の様子を見てあんぐりと口を開けていた。なかなか丈夫だったからね、この糸。下手するとミスリル糸よりも丈夫かもしれん。




「ドーモ、クモニンゲン＝サン。勇者です」

『うぇえぇぇぇぇぇぇぇぇっ!?』

　そこは『アイエェェェェェ!?　ユウシャ!?　ユウシャナンデ!?』と言って欲しかった。

　その後は大混乱だった。

　一目散に逃げ出す者、武器や己の肉体を使って俺を攻撃しようとする者、それを必死で止める者、きょとんとした表情で固まる者、あたふたと右往左往する者……ちなみにボスっぽい人は必死に攻撃を止めていた。

「や、やめよ！　無理じゃ！　我らが束になってかかっても敵わん、皆殺しになるだけじゃ！　やめよ！　許してたもれ！　我らはただ静かに暮らしているだけなんじゃ！　許してたもれ！」




　黒髪の美人蜘蛛が泣きながらそう言うので、とりあえず襲いかかってきた蜘蛛人間に関しては攻撃を避よけたりいなしたりするだけに止とどめておくことにする。

　というか魔法障壁張っちゃえばいいか？　いや、魔法を行使するのは危ない気がするからやめておこう。

　戦闘に巻き込んで食料がダメになったら勿もつ体たい無ないし、外に出るか。

　攻撃を防ぎながら食料庫から脱出し、更に四方八方から飛んでくる攻撃を防ぐこと数分。やっと攻撃が止んだ。

　飛んでくる矢やら投げ槍やりやらを素手で摑つかんで投げ返し、飛んできた糸は魔力を込めた蹴りだの拳だので吹き飛ばし、武器や蜘蛛の足による攻撃は飛んだり跳ねたり転がったりして避けた。

　俺の周りは飛んできた糸の塊やら折れた矢やら投げ槍やらがいっぱいである。本気で殺す気だっただろこれ。

「この通りじゃ。平に謝罪する故、許してたもれ……」

　そしてこの土下座である。

　黒髪の美人蜘蛛を始めとして俺を襲った蜘蛛人間やらその他の蜘蛛人間やらがそのでかい図ずう体たいで器用に俺に土下座している。いや、なんかこれ俺が悪者みたいな構図じゃない？

　というかよく見ると普通の人間もいるし、どういうことなの。

「いや、まぁ……いいけども。怪け我がしたわけでもないし。それよりも落ち着かないから顔を上げてくれ、話し合おう」

　俺がそう言うと黒髪の美人蜘蛛──クスハは安あん堵どの表情を浮かべた。
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「我らはアルケニアと呼ばれる種族じゃ。古くは二十六式特型歩兵と呼ばれておった」

「……なんで種族名が二つあるんだ？」

　地面にあったシェルターのようなもののうち奥まった場所にあるものに招待された俺は緑茶のようなものを啜すすりながらクスハにそう尋ねた。

　なんだか急にファンタジーに似つかわしくない名前が出てきたぞ、特型歩兵とか。

「アルケニアという名は我らが世に放たれてから自然とついた名で、二十六式特型歩兵というのは創造主たる者達がつけた名じゃよ。もっとも、二十六式特型歩兵と名付けられた時より我らは大きく変質している故、アルケニアというのが正しいじゃろうな」

　クスハの話をまとめるとこうだ。

　大昔、クスハ達は創造主とやらに造られた生体兵器であったらしい。その頃は殆ほとんど理性らしい理性はなく、仲間以外の全てを殺して喰くらうだけの怪物だった。

　しかし、長い時の流れの中で理性と知性を獲得する個体が現れ始めた。

「恐らく長い年月を経て思考制御術式が緩んだんじゃろ。我らは元々人間を素もととして造られた存在じゃ。理性と知性を得るのも道理というものよ」

　しかし、理性と知性を獲得した時には全てが遅すぎた。

　人間を始めとした殆どの知性体に理性のない魔物としての認識が広まりきってしまっており、和解して溶け込むことは難しくなってしまった。

　そこで彼らは人間が足を踏み入れないような場所にひっそりと住むようになったのだという。

「結構な人数がいるようだが」

「先ほど言ったように素体は人間じゃからの、人間と交配が可能なんじゃよ」

「マジで？　生命の神秘だな」

　卵生なのか胎生なのか気になるな。胎生だとしたら出産する時に蜘蛛部分が母体を傷つけたりしそうだぞ。

　というかどっちが生まれるんだ？　アルケニアがいっぱいいるってことはアルケニアが生まれやすいのだろうか。

「言っておくが、人間を攫さらってきたりしているわけではないぞ。森に入り込んで魔物に大怪我を負わされたりした人間を救助したりして、村に残ってくれると言った者にだけ残ってもらっておる」

「拒否したら？」

「魔法で我らの事を忘れてもらってから森の外に帰しておる、やましい事は何一つない。まぁ、残るのは足や腕を失った者が多いがの。外に戻ってもロクに働けないし、そうなれば生きてゆけん。ここに居れば食いっぱぐれることは無いからの。それに種族が違うとはいえ、嫁なり婿なりがつくしの」

　蜘蛛っぽい部分を除けば美男美女ばっかだったよな、アルケニアの皆さんは。

　どうやって致すのか気になる。正常位は無理だろう、この身体構造だと。

　俺の視線に気付いたのか、クスハがジト目でこちらを睨にらみつけてきた。

「何やら視線がいやらしいんじゃが……？」

「大いに興味があるが、今はそれよりも話すことがあるな」

　興味が湧くのは男として当然だよな、クスハもすごい美人だし。え？　そうでもない？　人外はちょっと？　俺はイケるね。

　俺はクスハに俺の計画を話した。

　この森の領有権をカレンディル、ミスクロニア両国から頂くつもりであること。その後に獣人達の村を作るつもりであること、そしてカレンディル、ミスクロニア両国を結ぶ交易路を敷設する予定であること。

「……我らは古くからこの森にひっそりと隠れ住んできたのじゃ。いきなり領有権を主張されても承服しかねるの」

「まぁそうだよな」

　頷うなずける話だ。

　どれくらいの期間なのかはわからないが、この森は彼女らの生きる場所であり、また彼女らを守る要よう塞さいでもあるのだ。

　後からいきなり入ってきて『ここ俺の領地ね！』と言われて『はいわかりました』という話にはならないだろう。

「そもそもお主は何故この森を選んだのじゃ？　他に適した土地はいくらでもあるじゃろうに」

「囲うのが獣人だからな、自然が多い場所の方が良いだろうと思った。後は俺の嫁がミスクロニア王国の姫だから出来るだけ近い場所が良かったんだよ」

「ならばミスクロニア王国で領地をもらえば良いではないか」

　それも尤もつともな話なのだが、俺は首を横に振った。

「俺の、俺による、俺のためだけの国を作りたいんだよ。だから両国の法が及ばない未開の地を選ぶ必要がある」

「……それはどんな国なのじゃ？」

「人間も獣人も関係無く、その他の知的種族全てが平等に生きられる国にしたいな。そうすれば俺は誰に憚はばかることもなく獣人をモフモフできるし、アルケニアの作る着心地の良さそうな服を着られる」

「我らもその中に入って良いのか？」

「俺はそれくらいの懐の深さはあるつもりだぞ。まぁどんな奴とも解り合えるとかそんな幻想を抱くつもりはないけど、お前らは樹海に迷い込んだ人間をわざわざ保護してるんだろ？　それなら共に歩めると俺は思うね」

　赤い複眼が俺の顔をじっと見つめてくる。心の奥底まで覗のぞき込もうとでもしているようだ。

　勿もち論ろん俺は目を逸らさないで見つめ返す。やましいことなど何もないし、事実そうしたいと思うからな。

　アルケニアの作る服はどう見ても和服っぽいし、協力を得られれば浴衣ゆかた姿のマールを見ることも夢ではない。

「欲望に濁った目じゃのぅ」

「そりゃな、徹頭徹尾自分のためにやってることだし。細かいことはうちの嫁をそのうち連れてくるから、その時に話し合ってくれ。まだミスクロニア王国との話もついてないし、現状は絵に描いた餅もちでしかないのも確かだしな」

　頭を搔かく。

　本当に、まだ現段階でははっきりしたことは何も言えないからな。

「近いうちにまた寄るつもりだけど、何か欲しいものはないか？　調達して欲しいものがあるなら出来る範囲で調達してくるぞ」

「いやいや、お主自然な流れでそのまま何ど処こかに行こうとしているようだが、そうはいかんぞ。ここから出るならばこの場所の記憶を全て消させてもらう」

「断ったらどうする？　無理矢理にでもやるか？　やれると思うのか？」

　俺の返答にクスハは苦虫を嚙かみ潰したような顔をした。鑑定眼を持っているだけにそれがどれだけ無理なことか理解出来るのだろう。

　卑ひ怯きようだが、勇者としての武力・暴力というのは俺が切れる最強のカードだ。俺としては出し惜しみするつもりなど毛頭ない。使えるなら最大限使う。

　へっへっへ、汚いは褒め言葉だ。

「お主、ちょっとそれは汚なすぎるじゃろ……」

「なんとでも言ってくれ。つってもまぁ、そんなに無体な事はしないさ。俺だって血の通った人間だし、殺すことに快感を覚えるような性た質ちでもないからな。お互いに良い関係を築きたいと思ってるよ」

　笑いながら俺はストレージから幾つかの短剣と槍を取り出し、クスハの前に並べて見せた。

　クスハは俺が何もないところから物を取り出したのを見て興味深そうに片眉を上げたが、すぐに俺の取り出した短剣に目を奪われたようで手に取ってマジマジと観察し始めた。

「長く生きてきたが、これ程の品を見たことは今まででも一度きりじゃぞ」

　短剣を革製の鞘さやから抜き、その刃を仔し細さいに眺める。

　鑑定眼を持っているクスハの目にははっきりと『超越的』な品質のダガーと表示されている事だろう。というか一回見たことあるのか、それはそれで凄すごいな。

「俺が作った物だ。協力してくれるならこういうものも融通出来る。代わりに俺もアルケニアの作る着物が欲しい。ビジネスとしても悪くない話だろ？」

　お互いに鑑定眼を持っているからごまかしも利かないしな。

「というわけで、俺はミスクロニア王国に急ぐんでまた今度な。アルケニア以外にも話が通じそうな連中が居るなら今度来た時に教えてくれ。あと、まぁ色々考えておいてくれ」

「断っても無駄なんじゃろ？」

　従うくらいなら一族郎党死に絶えてでも戦う、とか言われたら流石さすがに諦めるけどな。別にそこまでして従えようとは思わないし。

　その時は互いに不干渉って辺りを落とし所にしたいもんだ。

「まぁ、そうだな」

　とは言えこの本音を伝えるわけにもいかないので適当に返事をしてお茶を濁しておく。

　クスハが深く溜ため息いきを吐いた。うん、悪いとは思っている。だが私は謝らない。
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「舐なめてたわー、俺ちょっと舐めてたわー」

　カレンディル王国とミスクロニア王国を隔てる森は思ったよりもかなり広大だった。

　前にカレンディル王国の暗殺者部隊と戦った遺跡なんてのは入り口も入り口、アルケニアの里の辺りでさえかなりカレンディル王国寄りだったと言わざるを得ない。

　これ、普通に徒歩で移動したら道が整備してあったとしても一週間以上かかるんじゃないだろうか。クロスロードで聞いた話や王都の魔法学園の資料から得た情報ではもう少し小さい印象だったんだが……結局のところ人の手の入っていない前人未踏の地であるから情報もいい加減だったということだろうか。

　交易路として使うのであれば馬車が余裕を持って擦れ違えるような道幅の広い街道の整備と、結界などで安全を確保した宿場の設置は必ひつ須すだな。




　あの後アルケニアの里をおいとましてからずっと森を走り続けている。

　いつまで経っても森を抜けられないので、ちょっと飛び上がって東の方を見てみたのだが、まだまだ果てが見えない。進んでいる方向に関してはメニューで設定した方位表示を見ているから間違いはないはずである。

　しかしまぁこれだけ深い大森林となると普通に考えて開発とか無理だと思うわな。開発するにはあまりにも広大すぎるし、何よりも。

「魔境過ぎるだろこれは……」

　俺の目の前には巨大な蠢うごめく影が一つ。

　いや、これは一つと言って良いのだろうか。

『シャアァァァァァッ！』

　独特の威嚇音を発して目の前の物体が大口を開ける。その数は八。

　開いた口からはドドメ色のガスのような物が吐き出され、周囲の木々を枯らし始めた。俺にはこういった毒物の類は効かないからどうでもいいんだけども、環境破壊するのはよくないと思う。

　いや、俺が言えることじゃないか。この前の大だい氾はん濫らんで極大爆破使って更地を量産したし。

　というかあの時、例の遺跡で暗殺者部隊が俺達に追いつかれていなかったら逆にヤバかったかもしれん。あの頃の装備と能力でコイツを倒せたかはかなり微妙、というか多分死んでたと思う。

「こいつの皮って強力な防具の材料になったりするのかね」

　毒のブレスは効かないと見たのか、巨大な蛇の頭がうねりながら俺に向かって殺到してくる。

　その数、合わせて八本。

「うーん、ヒュドラの皮よりドラゴンの鱗うろことか皮の方が強そうなイメージあるけども」

　ああいやまてよ？　ヒュドラって首が九つだった気がする。ということは、こいつは八岐やまたの大蛇おろちか？　尻尾斬ったら宝剣が出てきたりしないだろうか。




「よーし、パパ尻尾斬っちゃうぞー！」

　凄すさまじい勢いで突っ込んでくる頭をひょいひょいと避よけ、避けきれないものに関しては魔力を込めた拳で殴り飛ばして間合いを詰める。

　図体のでかい相手にはインファイトが有効だ、死角が多いからな。

　あ、本気でぶん殴ったら頭が一つ消し飛んだ、てへぺろ。

『──[image: ]』

　ヒュドラ改め八岐大蛇が声にならない苦く悶もんの声を上げる。

　懐に潜り込んだ俺はそのまま脇を走り抜け、尻尾へと辿たどり着いた。

　今まで抜いてすらいなかったミスリルソードを抜き放ち、そのまま尾に向かって振り抜く。殆ほとんど抵抗もなくすっぱりと切れた。あとで割って見てみよ──あ、こいつ逃げようとしてやがる。

　はっはっは、どこへ行こうと言うのかね？
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「上手に焼けましたー！」

　腹が空いたので昼飯なう。メニューはオロチ肉のこんがり焼き。

　塩振って焼いただけだが、普通に美う味まい。脂が乗っていて、思ったよりもかなり柔らかい肉質だ。これはスープとかにしても良いかもしれんね。

　肉を鑑定してみたら毒どく腺せんの周辺以外には毒も無かったし。

　これは持ち帰ってマールにも食わせてやろう。ジャック氏ならもっと上う手まく料理してくれるだろうな。

　え、八岐大蛇はどうなったかって？　逃げようとしたから追いかけてバラバラに引き裂いてやったよ。

　ちなみに尻尾からは本当に剣が出てきた。いや、正確には剣のような骨だけど。

　完全に左右対称の直剣のような形で、刃渡りは１ｍ弱。全体的に光沢のある白っぽい色をしている。元の世界で愛用していたセラミック包丁じみた切れ味がある。切っ先もそれなりに鋭く、人体程度なら余裕で貫けそう。

　鑑定してみると『大だい蛇じや龍りゆうの剣骨』と表示された。他の武器と同じく品質も『特上品』と表示されるのでやはり武器なのか。ファンタジーぱねぇ。

　しかし俺の鍛冶スキルはこれを未加工品だと判断している。多分しっかりと手を入れて砥といだりすればもっと品質が上がることだろう。それにその他にも有用そうな素材をいろいろ入手できた。八岐大蛇さんぱねぇっす。

　さて、時刻は……十四時を過ぎたところか。もう少し先に進むとしよう。

　食事を終えた俺は再び東に向かって森の中を進み始めた。
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「ただいまー」

　薄暗くなってきた所で森の中での移動を切り上げ、俺は王都アルフェンの屋敷へと戻ってきた。わざわざ魔物が跳ちよう梁りよう跋ばつ扈こしている森で野営する意味もないからな。

「あ、おかえりなさいませ」

　ちょうど地下室から何か重そうな麻袋を持ってきたメイベルが俺を出迎えてくれた。俺はメイベルから麻袋をひょいと取り上げる。中身は芋か。

　しかしこの世界、意外性のある野菜ってあんまりないんだよな。芋は芋だし、トマトはトマトだし、きゅうりはきゅうりだった。ああ、色も形も唐辛子なのに激甘な不思議な物体とかはあったか。

　でも元々いた世界と殆ど同じような野菜が多いのだ。米とかもそうだな。

　魔力があるような世界だし生態系も進化の歴史も随分違いそうなものだけど、意外と植物ってそういう影響が少ないのかね？　ああいや、でも不思議な薬草とかあるしなぁ。

　まぁいいか、こういう謎もそのうち追いかけてみるとしよう。

「夕食用か？　運ぶよ」

「ありがとうございます」

　メイベルを伴って厨ちゆう房ぼうに行くとジャック氏が夕食の仕込みを開始していた。

　執事服に真っ白なエプロンとコック帽を装着するのがジャック氏の調理スタイルである。

「おかえりなさいませ、お館やかた様」

「ああ、これお土産な」

　そう言って厨房に輪切りにした八岐大蛇の肉を置く。しっかりと皮を剝いで血抜きなどの下処理をしてあるものだ。ストレージの解体機能万歳。

　ちなみに血液や毒腺、皮革に牙に骨と八岐大蛇さんは実に多彩な素材になってくれた。目玉品は蛇龍玉、目玉だけに。

　鑑定してみたら魔力を自動生成する特殊素材だった。半永久的に魔力を生み出し続ける宝珠とかいかにも何かに使えそうだ。

「タイシさん、おかえりなさい！」

　考え事をしているとドバァン、と凄まじい勢いで厨房の扉を開いてマールが現れた。おいおい、料理作ってるとこなんだからそういうのやめろよ。

　マールは一日中屋敷にいたのか、珍しく普段着というか汚れの目立ちにくい錬金術師スタイルだ。薬品を扱うから露出は少ない、残念。

「おお、よしよし」

　抱きついてきたマールの頭を撫なでてやる。流石に獣人程のモフモフ感は無いが、サラサラのマールの栗色の髪の毛は触り心地が実に良い。

　なんかマールが俺の胸元でスンスンしてる。なにしてんのこいつ。

「……特に何も無いみたいですね」

「何が？」

「いえいえ、こっちの話ですよ」

　ニコニコするマール。あ、なんかこの顔見たわー、昨日この顔見たわー。別にやましい事は無いから後で話すけどな、アルケニアに関しては。

　マールが俺の出したお土産に気がつき、視線を向ける。
















「？　美お味いしそうなお肉ですね、何の肉ですか？」

「森の奥で遭遇したなんかでかくて首が八つある大蛇龍の肉。昼に塩振って焼いて食ったけど美味かったぞ」

「大丈夫なんですか、それ」

「大丈夫だ、問題ない」

　毒腺とか血液とかは食べた後に渡そう、うん。

　夕食のメニューは大蛇龍のステーキ、マッシュポテトにジャガイモのポタージュスープ、温野菜のサラダだった。

　脂の乗った肉が表面は香ばしく、中はジューシーに焼き上げられ、嚙かむとジュワッと旨みたっぷりの肉汁が口の中を満たす。それにジャック氏特製のオニオンソースがかかれば食も進むというものである。

　あ、お芋も美味しかったです。
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「なんというものを食べさせてくれてるんですか」

　夕食後、風ふ呂ろに入った後に寝室で八岐大蛇の毒の話をすると案の定怒られた。フヒヒ、サーセン。

「美味しかったから良いですけど！」

　予想以上に怒りが軽かった。寝る準備を調えたマールがベッドに寝転んでいる俺に向かって飛び込んでくる。

「おうふ、流石さすがに助走つけて飛び込んでくるのはキツイんだが」

「んふふ、いいじゃないですかこれくらい。タイシさんなら大丈夫でしょ？」

　俺の体の上に陣取ったマールがぴったりと身体からだをくっつけ、俺の胸元に顔を押し付けてグリグリしながら深呼吸をし始める。

「あー、落ち着きます。タイシさん、ぎゅってしてください」

「あいよ」

　言われた通りに身体の上のマールをぎゅっと抱きしめてやる。

　マールの重さと伝わってくる体温、そして石せつ鹼けんの香りと混じったマール自身の匂いに俺も深く安心する。なんかもう色々と放り出してずっとこうやってイチャイチャしていたい気分になってくるなこれ。

「あー、ダメになるダメになる」

「ふふ、ダメになっていいんですよー」

　鼻先をくすぐるマールの柔らかな髪の毛がくすぐったい。

　ああ、いかんいかん。俺はこんな所で屈するわけにはいかんのだ。話さなきゃいけない案件がある。

　マールを抱きしめたままごろりと横に転がって視線を合わせる。あっ、ん、ちょ、マールさんストップ！　ペロペロストップ！　ステイ！　ステイマール！

「むむ、なんですか」

「ちょっと今日森で見つけたものについて相談がだな」

「今日一日放置された私はタイシさん成分を今すぐ補給しないと大変な事になるので後にしてください！」

「いやまてその理屈はおかし──アッー!?」

　こっちの話に全く耳を貸さずに開幕始原魔法全力でブッパとかちょっと洒しや落れにならないでしょう？

　よろしい、ならば戦争だ。






















「しまったやりすぎた!?」

　やり返すことに夢中になりすぎた。気がついたらマールさんがとても他人には見せられない顔で昇天なされていた。

　いかんいかん、やりすぎちゃったよ。てへぺろ。

　仕方ない、今日の所は後始末だけしておいて明日の朝相談することにしよう。
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「アルケニア、ですか」

　翌日、目覚めたマールに昨日森の中で出会ったアルケニアについて相談してみると彼女は難しい顔をした。

「人を喰くらう魔物として有名ですね。人間の上半身に蜘く蛛もの身体を持つおぞましい化け物で、強きよう靭じんな蜘蛛の糸を使って人間を捕らえて生きたまま貪むさぼり食うと伝えられています」

　マジか、怖いなアルケニア。普通に話の通じる相手だったけど。

　恐らく理性を獲得する前の悪行がそのまま伝わっているんだろうな。

「概おおむね理性的でユーモアもある連中だったけどな」

　少々ブラックなユーモアだったけど。

「そうなんですか？　あと、もう絶滅したのではないかと考えられていますね。少なくともここ百年以上は目撃例が無かったはずですよ。ある意味大発見ですね！」

「別に大発見はどうでもいいなぁ。それよりもアルケニアの織った服が凄すごくてな、綺き麗れいだし肌触りも良さそうだったんだよ。あれは是非モノにして特産品にしたいな」

「なるほど、上質の織物ですか……確かに、特産品という意味ではこの上ない品ですね。問題はアルケニアという存在が認められるかどうかですが、そこはタイシさんがなんとでもするでしょうし、大丈夫でしょう」

　そう言って頷うなずくマールに俺も頷き返す。あんまり聞き分けないようなら物理的に解決するのも吝やぶさかではない、少なくとも俺の支配領域内では。流石にカレンディル王国やミスクロニア王国にそれを強制するつもりまではないけども。

「タイシさん、気をつけてくださいね？　タイシさんなら心配ないとは思いますけど、それでもやっぱり危険のある場所に一人で送り出すのは心配なんですから」

　マールが俺の腕に抱きつき、じっと見つめてくる。俺はもう一度マールに頷き返して彼女をそっと抱いた。

「わかった、暗くなる前に毎日帰ってくるようにするよ」

「はい、お願いしますね」

　啄ついばむようなキスをしてマールが微笑ほほえんだ。
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「さて、今日はどうするかね」

　身支度を調え、朝食を取った俺は屋敷の前庭でストレッチをしながら今日の予定を考え始めた。

　獣人の村に行って結界の効力も調査しなきゃならないし、アルケニアの里に様子を見に行くのも悪くない。

　しかし早いところミスクロニア王国にも行かなきゃならない。マールの話では大だい氾はん濫らん程度でどうこうなるほど弱い国ではないらしいし、勇者も複数居るらしいから大丈夫ということらしいけども。しかし助けるつもりなら早いとこ行って助けるに越したことは無い。

　アルケニアの里に関しては喫緊の要件も無いから優先度は低いな。まずは軽く獣人の里の様子を見てからミスクロニア王国に向かうべきか。

　他にも新しい武器の開発とか魔ま動どう具ぐの作り方を修得するとかやりたいことはあるんだけどな。

「時は金なり、とっとと行くか」

　魔力を集中、獣人の村をイメージして長距離転移を実行する。

　一瞬気が遠のくような感覚がしたかと思うとすぐに視界が切り替わった。

「きゃあ!?　ちょっ、どこから湧いて出たのよ!?」

　目の前になんか尻餅をついている華きや奢しやなエルフがいた。確かメルキナだったか。

　たった一本の矢でトロールの頭を爆発四散させるツンデレっぽいエルフと記憶している。

「湧いて出たとは失礼な。ちょっと王都アルフェンから長距離転移してきただけだ」

「はぁ？　普通に歩いてもここから丸一日掛かる距離じゃない。そんなの一流の魔術師でも難しいわよ？」

「や、俺勇者ですし」

　俺が渾こん身しんのキメ顔を作ってみせるとメルキナは露骨に胡う散さん臭くさいものを見る視線を向けてきた。こんにゃろう、その耳舐なめしゃぶるぞコラ。

　いろんな意味でやばそうだから自重するけど。

「ところで今日は結界とか村の様子を見に来たんだが、何か変わったことや不都合なこと、困っていることは無いか？」

「私にそんなこと言われてもわからないわよ。ただの居候だし」

　唇を尖とがらせながら言うメルキナの言葉に俺は思わず首を傾げる。

　そういえば獣人の村なのになんでエルフのこいつがここに居ついてるんだろうか？

「ちょっと前に人間に攫さらわれかけている獣人を助けたのよ。そのまま見捨てるのも忍びないから村までついてきて、そのまま用心棒として滞在してるってわけ」

　興味に駆られて聞いてみると、メルキナはそう答えた。

「ふーん、どれくらいこの村にいるんだ？」

「数えてないけど十年くらいかしら」

「おいィ？　それのどこがちょっと前なんですかねぇ」

「はぁ？　十年ぽっちちょっと前の話じゃない」

　時間感覚に大きな隔たりを感じざるをえない。

　見たところ獣人達に邪険にされているわけでもなさそうだし、実際のところ腕もかなり立つようだから噓ではないだろう。

　とりあえずこいつは使えないので他の知り合いを探して捕まえるか。

「なんだか不当な扱いを受けている気がするわ」

「五う月る蝿さいぞ役立たず、飴あめちゃんでも舐めてろ」

　そう言ってストレージに入れてあったべっこう飴をくれてやる。

　初めて見るものなのか最初は匂いを嗅かいだりしていたが、恐る恐る口に含んだ後は黙って舐め始めた。気に入ったみたいね。

　とりあえず食糧倉庫に向かうか、あそこなら誰か知り合いが居るだろ。
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「お、来たな」

　食糧倉庫に行くとソーンが待っていた。俺が村に来ているのを知っていたような口ぶりだ。

「匂いがしたんでな」

「流石は犬」

「狼だ！」

　牙を剝いて怒るソーンを笑いながら宥なだめて村の様子を聞いてみる。

「概ね良好だな。怪け我が人にんも殆ほとんど治ったし、食糧も十分だ。結界とやらの効果か昨日は一度も魔物の襲撃が無かったし」

「おかわり」

「ほう。どの程度の効果があるか俺もわからなかったんだが、今の所経過は良好みたいだな。結界の調査をしてみるから付き合ってくれ」

　手を突き出しておかわりを要求してくるメルキナに新しいべっこう飴を渡しながらソーンを伴って村の見回りを始める。

　村の獣人からの視線も初めて来た時に比べると随分と好意的になったものだ。中にはこちらに向かって頭を下げたり手を振ったりするやつもいる。はっはっは、いい事をすると気分が良いな。

　もう少し外堀を埋めてから生いけ贄にえを要求することにしよう。ククク、俺のモフモフ確保作戦は順調な滑り出しだ。

「村の空気も大分良くなったみたいだな」

「ああ、今は家屋の破損箇所や田畑を修繕してるよ。体力に自信が無い奴らはそういう奴らで集まって繕い物や飯炊きをしてる」

「そっか、色々と余裕が出来たのは良いことだ。子供達は？」

「おかわり」

「あちこち走り回ったり大人を手伝ったり色々さ」

　ソーンが見ている方向に目を向けながらメルキナにべっこう飴を渡す。




　カリッ、カリカリッ、ボリボリボリ。




　そこには走り回る獣人や半獣人の子供達と、それに混ざっているカレンとシェリーの姿もあった。

　どうやらカレンとシェリーは村の子供達の中でも一番年とし嵩かさらしい。子供達と混じって遊んでいるが、どちらかというと見守っている感じだな。
















　しかしまぁ、子供達が子供達らしく笑顔で遊んでいられる。そんな環境を取り戻すきっかけとなったのであれば俺の独善的な行為も捨てたものではないのではないかな。

「おかわり」

「ええ加減にせんかいオラァ。これで終わりだ、子供達にも配って来い」

　メルキナの手にべっこう飴の入った袋を押し付け、シッシと手を振って追い払う。駄エルフめ。

　しかし、メルキナは子供達にも結構好かれているようだな。速攻で溶け込んで一緒に遊び始め──おいおい、追いかけっこするのに魔法使って加速とかすんなよ大人げねぇな！　めっちゃドヤ顔してるし。

　その後、村に設置した結界の基点となるミスリルナイフを調べてみたが問題なく動作を続けていた。鑑定眼で見る限りは劣化なども見当たらなかったのでこのままにしておく。

「結界の動作も今の所問題無いようだ。今の所他にも問題は無いようだし、俺は行くぞ」

「慌ただしいな。忙しいのか？」

「移転予定の森を突っ切ってミスクロニア王国に行こうとしたら思ったよりもかなり広くてな。早いとこ突破してミスクロニア王国に恩を売らなきゃならんのだこれが」

「そうか、気をつけろよ。お前はどうも生き急いでいるような感じだからな、足を掬すくわれるなよ」

「あいよ、ご忠告感謝しとくわ」

　そう言って俺は魔力を集中し、国境の森へと長距離転移した。
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「しっかしこんなに広いとはなぁ」

　これは正直言って少々計算外である。

　実際にはもっと国境の森を歩き回って広さや最短コースを特定する必要があるが、これは下手するとマジで馬車でも三日か四日かかるかもしれん。

　そうだ、メニューのマップ機能に新しい用途を見つけた。このマップ、今まで行った任意の地点にマーカーを置けるのだ。しかも長距離転移とリンクして使うことによってピンポイントで転移が可能になる。

　これで転移が楽になった。マップは普段あんまり眺めなかったからなぁ、気付くのが遅れた。オートマッピング機能があるのを思い出して眺め始めたのが切っ掛けだったな、うん。

　太く大きい木の根や岩、時には大樹の幹をも足場にして俺は疾走を続ける。これでも間違いなく馬車よりもスピードは出ていると思う。

「……飛ぶか」

　森の調査はミスクロニア王国で暴れた後にでもゆっくりすれば良い。片手間にできるだろうと思って舐めていたが、当初の想定よりも遥はるかに森が大きい。

　俺は大きく跳躍し、大樹の枝を足場にして森の上へと飛び出した。

　空中に身を躍らせながら魔力を集中し、飛行魔法を発動する。

「イヤッホォォォォーーー！」

　ウィンドシールドを展開しながらグングン加速する。速度計とか無いからどれくらいスピードが出ているか知らないが、多分音の壁は破ってないはず。

　見渡す限り木、木、木という光景が飛ぶように後ろに流れていく。お、なんかやたらデカい木があるな。あれは何かありそうだ、マーキングしておこう。

　飛ひ翔しようを始めて三十分もしないうちに森の果てが見えてきた。

　木々が少しずつまばらになり、草原が見えてくる。遠くには湖らしきものや河川らしきものがキラキラと日光を反射していた。

　そして、そこに大量の魔物と今まさに激突している軍団の姿が見えた。







　第五話　～嫁の故郷で大変なことになりました～







　矢の雨が、様々な属性の魔法弾が魔物へと降り注いでその命を奪っていた。

　魔物の牙が、爪が、強きよう靭じんな四肢が、あるいはその巨大な身体からだや手に持った武器が人間を蹂じゆう躙りんしていた。

　対する人間は隊たい伍ごを組み、手に持った盾で互いに互いを守り、あるいは一斉に槍やりを、剣を突き出して魔物を血祭りに上げている。

　血で血を洗う激戦地がそこに在あった。

「おお、なんというか大当たりだな」

　戦場の上空を一度通り過ぎ、大きく弧を描いてターンしながら観察する。

　このまま行けば、まぁ人間側が勝つだろう。

　人的被害は決して少なく無いだろうが、愚直に突撃を行うだけの魔物と隊列を組んで効率的な迎撃をする人間とでは戦力的に大きな開きが出来る。

　無論、魔物の突撃を支えきれず陣形が崩れ、瓦が解かいしようものなら蹂躙は必至だ。しかし、しっかりと隊伍を組んで冷静に対処しているうちはやはり強い。

　兵も伊だ達てに税金でメシ食ってるわけじゃないってことだろう。

「どれ、手伝うかね」

　高速で飛行しながらストレージから接合剣を取り出し、魔力を込める。剣芯のクリスタルが俺の膨大な魔力を増幅し、激しい光を放ち始めた。

　行使するのは魔砲、ぶっといレーザーを直線上に放つ純粋魔法レベル４の攻撃魔法だ。

　接合剣から極太のレーザーを放ちながら戦場を横切り、魔物の群れを薙なぎ払う。魔砲が薙ぎ払った跡にはガラス化した地面以外は何も残らない。うーん、この接合剣はやはり少々オーバースペックに過ぎるな。環境破壊が甚だしい。

　人間側の後衛、特に魔法使いっぽいのが俺を見上げて絶句しているようだ。すごいやろ？　でもまだまだ終わりじゃないんや。

　再び接合剣を通して魔力を増幅し、魔法を紡ぐ。次に放つのは極大爆破、カレンディル王国でクレーターを量産し、もっとも多くの魔物を消し飛ばした俺の十八番おはこである。




「吹き飛べっ！」




　連続で放たれた三発の光弾がまだミスクロニア王国軍と接敵していない魔物の群れの後衛に突き刺さり、激しい爆発を起こした。

　悲鳴を上げる間もなく効果範囲内の魔物がまとめて消し飛び、巨大なクレーターが姿を現す。

　突然の出来事に魔物の群れは大混乱だ。辛うじて極大爆破の効果範囲を逃れた魔物達が散り散りになって逃げ出し、既にミスクロニア王国軍と乱戦状態にあった魔物も浮き足立ったところを次々と討ち取られる。

　逆にミスクロニア王国軍はわけがわからないながらもこの状況を好機と見て一斉攻撃を始めた。後方に温存していた騎兵戦力を投入し、壊走を始めた魔物達を駆逐し始める。

　俺はというと、上空から近接航空支援を継続する。放った魔弾マジツクミサイルがトロールやオーガなどの比較的大物と言える魔物達に着弾し、小規模の爆発を起こしてその身体を粉砕していく。




　三十分も経った頃には魔物が全て駆逐され、ミスクロニア王国軍の鬨ときの声が戦場に響き渡った。
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「では、貴方あなたはカレンディル王国の勇者、タイシ殿であると？」

「そういうことだな。ただ、勘違いしないで欲しいんだが、俺はカレンディル王国に仕えているわけじゃない。こうしてここにいるのはカレンディル王国に指図されたからではなく、あくまで俺の意思だ」

　接合剣を手に提げたまま地上に降り立った俺はミスクロニア王国軍の指揮官──エドワードと会談していた。

　金髪碧へき眼がんのイケメンがそのまま歳をとったらこうなるんだろうな、というのを地で行っているダンディなおじさまである。戦場にあってもダンディズムに満ち溢あふれる手入れされた口くち髭ひげがチャーミングだ。

　どこぞの目つきと人相の悪いゾンなんとかさんも彼を見習うべきである。

「素直に感謝を述べたい。貴方のおかげで多くの兵が死なずに済んだ」

　そう言ってエドワードは俺に頭を下げた。周りの兵士達も同じく俺に頭を下げる。なんだろう、凄すごく敬意を、リスペクトを感じる。

　これが勇者が長らく存在しなかったカレンディル王国とミスクロニア王国の違いなんだろうか。

「実はタイシ殿のことは噂で伝え聞いていたのだ。殆ほとんど一人でカレンディル王国の大だい氾はん濫らんを治めたと。正直半信半疑だったのだが……話に偽りが無いのを実感したよ。マーリエル王女殿下が一緒にいらっしゃれば言うことなしだったんだが」

「なんでだ？」

「政治的なアレコレがな」

　エドワードは短くそう言って苦笑いする。

　政治的なあれこれ、ねぇ。まぁ確かにカレンディル王国寄りと思われている俺が気まぐれに魔物を倒した、よりも出奔していた第一王女が勇者を引き連れてきて魔物を倒した、の方が人気が出そうではあるよな。

　そう考えると俺達にも得があるか。

「あー……連れてこようか？」

　難しい顔をするエドワードに俺が提案すると、彼は怪け訝げんな表情をした。

「今ここにいないということはカレンディル王国にいるのでは？」

「転移魔法も使えるからな、そう時間はかからない。よければそちらが戦後処理をしている間に連れて来るぞ」

　負傷者の救護に撤収作業、倒した魔物の死体の処理などやることは沢山あるだろう。恐らくまだ数時間はかかるだろうから、その間にマールを連れて来るなど造作もないことだ。

「すまないが、頼めるだろうか？」

「良いぞ、貸し一つだな」

「はは、勇者への借りは高くつきそうだ」

　朗らかに笑うエドワードを残し、俺は王都アルフェンの屋敷へと転移した。
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「ただいまー」

「おかえりなさいませ。今日は随分とお早いお帰りですね」

　屋敷の玄関を潜ると、いつも通りのメイド服を身につけたフラムが出迎えてくれた。スラリとした長身に艶やかな黒髪が映える。マールも美少女だが、フラムの美女っぷりもかなりのものだな。

　こんな美女を好きに抱けるなんてのは、元の世界の俺ではちょっと考えられない。

『感謝してもいいのよ？』

　うるせぇ黙れ突然勝手に出てくんな名めい状じようし難がたい存在エックスめ。

　というか今は構ってる暇ねぇから本気で黙ってろ、あと勝手に覗のぞいてんじゃねぇ。

『たまには構ってくれてもバチは当たらんよ？　ほら、神コールしようぜ？』

　神コールしなくても喋しやべってるじゃねぇかよ。何の用だ。

『リスペクトしてもらえそうな気配を感じたので』

　ありがとう、感謝してる。だから失せろ、今忙しいから。

『真心が感じられないなぁ』

「ご主人様……？」

「ああ、気にするな。少し見み惚とれてただけだ」

「えっ？　そ、そうですか……」

　フラムが頰を赤く染めてもじもじし始める。なんだこの可愛かわいい生き物、もしかしてあまり褒められ慣れてないんだろうか。

　もう少しいじっていたいが、あまりエドワードを待たせるわけにもいかない。

「すまんがマールがどこにいるか知らないか？」

「マール様でしたら工房にいらっしゃると思います」

「そうか、ありがとう」

　屋敷に入って右手の扉を潜り、鍛冶工房を抜けてその奥の錬金工房に向かう。

　ここの所鍛冶工房もあまり使っていないな。作りたいものはあるんだけどな、色々と。

　こういう趣味に使う時間も無いというのは確かに生き急いでる感あるよな。とはいえやらなきゃならないことは多いし、それも早ければ早い程良い案件ばかりだ。

　どうにもこの世界にあって未いまだに元の世界のせせこましい生き方が抜け切っていないらしい。もはやこれは性分かもしれんね。

「マール、ちょっと良いか？」

「あれ？　今日は随分早いですね」

　声をかけながら錬金工房の扉を開けると、マールは何やら古めかしい装丁の本から顔を上げた所だった。

「錬金術の本か？」

「神殿からお借りした治癒魔法の教典です！　高度な回復薬を作る際に回復魔法の魔法理論が役に立ちそうだったので、借りてきたんですよ」

　そう言って薄い胸を張っているマールの頭を撫なでてやる。途端にドヤ顔がふにゃっと蕩とろける。可愛い奴め。

「ミスクロニア王国に到達して早速一戦やらかしてきたんだ。話をスムーズに通すのに協力してくれないか？　あ、一戦って言ってもあれだぞ、魔物と軍が戦ってるとこに乱入して魔物を吹き飛ばしただけだぞ」

「そうですか……わかりました、すぐに用意してきます。タイシさんはそこに並べてある薬を持って行って貰もらえますか？」

「ああ、わかった」

　錬金工房を後にするマールを見送り、部屋の片隅に並べられている薬の瓶を一つ手に取る。鑑定してみると上級ポーションと表示された。実際の効果の程はわからないが、上級ということはかなり効果が高いんだろう。

　マールが錬金術を始めたのはこの屋敷に住み始めてからの話だから、ほんの三ヶ月足らずで上級と呼ばれるレベルのポーションを作成していることになる。

「……ん？」

　それだけではない。

　今では『疾風の剣姫』と呼ばれる程に剣の腕も上げているし、風魔法に関しても一般的な魔法使いと同等以上のレベルになっている。

　俺と出会った時はへっぴり腰でまともに剣も振れなかったのに、今では二本のショートソードを手足のように自由自在に扱っている。

　その姿は舞うが如ごとし、という流麗さだ。

「考えてみると俺よりよっぽどチートじゃないか……？」

　俺のように好きな技能にポイントを割り振って自由にスキルを覚えられるのならともかく、そういったことができないマールは本来スキル一つ取得するのも大変なはずだ。

　しかし、俺の見た限りマールの取得スキルの量と質は五百年以上生きているクスハと比べても遜そん色しよくのないレベルのものである。

　スキルの取得とスキルレベルアップの速度が尋常ではない。

　よくよく考えれば剣を握って二～三ヶ月で近衛このえ騎士と互角に切り結べるというのはどう考えても異常だろう。

　いや、剣だけならあり得るかもしれない。天賦の才があったのかもしれないしな。しかし錬金術と風魔法までともなると、やはり尋常ではないのではないだろうか。

「確か身内に勇者がいるって話だったな」

　それにミスクロニア王家は本を辿れば勇者の家系であるとも言っていた気がする。マールももしかしたらその素養を受け継いでいたのかもしれない。

　俺と一緒に過ごすうちにその才能が開花したのだろうか？

　今まであまり気にしていなかったが、冷静に考えてみるとこれはとんでもない話だよな。

　鑑定眼では詳細なステータスまでは見えないから細かいステータスはわからないが、今度計測してもらうのも良いかもしれない。

「タイシさーん！　準備完了です！」

「今行く！」

　玄関ホールからのマールの呼び声に応え、ポーションをストレージに放り込んで錬金工房を後にする。

　再び鍛冶工房を抜けて玄関ホールに行くと、新調したミスリル製のバトルドレスに身を包んだマールと、全体的に黒系の革かわ鎧よろいに身を包んだフラムが居た。

　マールは勿もち論ろんのこと、フラムも帯剣してしっかりと武装している。

「フラムも行くのか」

「はい、お邪魔でなければ」

「守らなきゃならん対象が単純に増えるって意味ではお邪魔っちゃお邪魔なんだが……」

　そう言ってマールに視線を向けると、マールは何も言わず小さく頷うなずいた。マール的にはＯＫらしい。

「でも、だからって屋敷に閉じ込めておけば良いってわけじゃないよな。うん、俺のすることを見て、一緒に色々考えて助けてくれ」

「はい！」

「よし、じゃあ二人とも俺にくっついてくれ。一気にミスクロニア王国まで転移するぞ」

　俺の言葉に応えてマールは右から俺の腰に抱きつき、フラムは俺の左腕を抱く。いつぞやの黒装束は下に鎖帷子くさりかたびらが仕込んであるくらいなので、半減はしているが十分に柔らかい感触が俺の腕を──痛いですマールさんあまり締め付けないでくださいますか。

「行くぞ、離れるなよ」

　痛みをおくびにも出さずに耐えながら俺は再びミスクロニア王国の戦場へと長距離転移を行った。
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「マーリエル王女殿下、お久しぶりでございます。このようなむさ苦しい場所ではご不便をおかけしてしまうと思いますが、平にご容赦を」

「お久しぶりです、エドワード卿きよう。戦場でそのような堅苦しい礼も気遣いも不要です。面を上げてください」

　自らの膝が汚れるのも構わず臣下の礼を取るエドワードにマールは威厳たっぷりにそう言って微ほほ笑えんだ。なんですかこのカリスマ美少女、俺の知ってるマールじゃないんだけど。

「タイシさん、こちらはエドワード＝フォン＝ブルスラッシュ男爵です。ミスクロニア王国軍でも特に戦上手と名高い方なんですよ」

「改めて宜しく頼む。戦上手と言ってもタイシ殿には敵わないだろうが」

「いや、俺にはあんな数の軍団を指揮することなんてできないよ。得意分野が違うだけだろう」

　これは謙けん遜そんでもなんでもなく、本当の話だ。確かに俺の戦闘能力はそりゃ高いものだと自負しているが、何千何万の兵を過不足なく動かすなんてことはできない。

　指揮スキルとか取れば違うかもしれんが、今のところ取る予定は無いんだよな。

「マーリエル殿下、今後の行程なのですが……」

　エドワードの率いる軍勢はまず周囲に斥候を放ちながら最寄りの街であり、補給物資の集積場でもあるリュメールへと向かう。

　そこで物資の補給と休息、負傷者の治療を行い、その後ミスクロニア王国の王都クロンへと帰投する予定であるらしい。

「今のところ付近には他の敵勢力は確認されておりません。ただ、もし敵勢力を発見した場合は……」

「わかっています、魔物をミスクロニア王国にのさばらせておくわけにはいきませんからね。タイシさんも良いですか？」

「勿論」

　魔物は発見次第殲せん滅めつという方針らしい。こちらとしても武勲をあげるチャンスなので、積極的に参加していきたいところだ。

　マールとの結婚を認めてもらうのにも、大樹海の領有権を主張するのにも武勲があるに越したことはないだろうし。まぁ、その分エドワード氏の武勲を奪うような形になってしまうから、後々埋め合わせをした方が良いかもしれない。

　そんなことを考えながら今後の予定について話を詰めているマールとエドワードを眺めていると、撤収作業を行っているミスクロニア王国軍を見つめるフラムの姿に気が付いた。

「どうしたんだ？」

「ああ、いえ。兵の錬度も装備もレベルが高そうだと思って見ていました」

「ふむ」

　兵達を無造作に抽出して鑑定眼で見てみると、確かにカレンディル王国の正規兵に比べてレベルが高い。平均して５レベルくらい上なんじゃないだろうか？　武器スキルに関してもカレンディル王国の正規兵は１レベルの者が多かったのだが、ミスクロニア王国の兵士は２レベルの者が多いように思う。武器の品質も高品質の物が多いようだ。

　忙しなく動いている兵を一人捕まえて聞いてみると、驚いたことに彼らは所謂いわゆる常備兵というやつであるらしい。なるほど、そりゃ能力が高いわけだ。

「常備兵かぁ。さもありなんといった感じだな」

「そうですね。カレンディル王国では騎士以外は基本的には半農兵ですから」

　普段は農民として働き、有事に兵として戦う半農兵に比べて専門の軍人のみで構成される軍隊──所謂常備軍を維持するにはとにかく金がかかる。

　例えば食事だが、兵が一日に消費する糧食は一般市民よりも多い。元の世界では確か常人の一・五倍から二倍のカロリーが必要とされていたはずだ。重い武具を装備して飛んだり跳ねたり走り回ったりするのだから、相応のカロリーが必要になるのは当然の帰結と言える。

　よって、ただ単に食わせるだけでも非常に経費が嵩かさむ。

　無論金がかかるのは食費だけではない。訓練で消耗する装備の維持費も莫ばく大だいなものになるし、軍馬等の維持費もかかる。それだけの物資などを管理するためには勿論事務方も必要になるからその人件費もかかる。そこには経済的な生産性なんてものは存在しない。つまり常備軍とは大飯喰ぐらいの穀ごく潰つぶし集団なのである。

　正確に言えば彼らの活躍によって街道沿いの魔物や盗賊が駆逐され、治安が向上することによって交易が活発になるという副次的効果はあるだろうが、彼らが直接カネを生み出すことはない。

　しかし、彼らが果たす役目は場合によってはカネよりも重い。

　もし兵が弱ければ外国からは『あの国には弱兵しかいない』と侮られることになり、そうなれば外交的な損失を生み出してしまいかねない。そういった事柄は通商などにも大きく影響するため、軍事的に舐なめられるというのは非常によろしくないわけである。




　簡単に言えば『常備軍を維持管理運用できるミスクロニア王国スゲー！』という話だ、うん。




　虎の子と呼んでも差し支えないであろう常備軍を王都や拠点の防衛ではなく、敵を探索・撃滅する機動戦力として運用できるミスクロニア王国の国力の高さは如い何か程ほどのものなのか。

　カレンディル王国は半農兵の王国軍だけでなく冒険者や有志の市民から成る義勇軍を運用してたのに。まぁ数はカレンディル王国の方が圧倒的に多かったわけだから、優劣をつけるのもアレだけども。

「国が違えば色々と違うものですね」

「まぁ、そうだな。方針の違いもあるし、国力の違いもあるだろうな。勇者も何人か抱えてるらしいし、なかなか戦力が充実してるようだな」

　質で数を凌りよう駕ができるこの世界において、勇者という存在は恐らく戦略兵器のような扱いなんじゃないだろうか。通常戦力で対抗できない数や質の相手にぶつけるとかそんな感じの。恐らく通常戦力に随行して指揮官の判断で投入されるとかかね。

　色々な意味で信頼されていれば完全に指揮系統から独立した遊撃戦力としての運用も考えられるか。

　え？　俺？　一度目にした場所にはいつでもどこからでも現れて辺り一帯焼け野原にできちゃうとか戦略核も真っ青のヤバさだよね。自覚はしてるよ、うん。

「ご主人様？」

「ん？　おお、ちょっと考え事してた」

　どうやら考え込んでいる間にマールとエドワードに呼ばれていたらしい。フラムに声を掛けられてようやく気がついた。どうやら今後の日程について目め処どが立ったらしい。
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「暫しばらくは馬車旅か」

「そうなるな。足はこちらで用意するから、そちらに乗ってくれ」

「了解。ところで負傷者の治療は大丈夫か？　俺は広範囲の回復魔法が使えるし、マールの作った回復薬もあるぞ」

「はい！　中でもイチオシの上級ポーションは百倍に希釈しても患部にかけるだけで外傷は治りますし、骨折でも正しく伸ばして添え木をしてから十倍希釈のものをかければ大丈夫です。内臓を損傷している場合は原液をグイッといってくれればいいですよ！」

　なんか怖いなその上級ポーション。一体何が材料なんだろうか。俺だけでなくエドワードもフラムもドン引きの効果のようだ。瞬く間に傷が治るのは結構グロいからなぁ。それが薬品によって為なされるとなるとマジで怖い。なんかヤバい生物に突然変異とかしないだろうなそれ。

「因ちなみに材料は昨日タイシさんがとってきたアレの骨髄とか血ですよ」

「ああ、アレか……」

　八岐やまたの大蛇おろちさん早速活躍か。確かになんかやたら生命力高かったもんな。

　フラムにはあの肉の正体を話していなかったので、エドワードと一緒に首を傾げている。

「まぁ、毒じゃないから……毒じゃないよな？」

「勿論ですよ、ちゃんと処理してあります！　急いで作ったからちょっぴり味は刺激的ですけど」

　また優しさ100％カットか。まぁ俺が使うわけじゃないからいいけど。

「じゃあ重傷者はポーションで、比較的軽傷なのは俺がやるわ」

　その後、俺が軽傷者をまとめて回復し終わった頃に断末魔の叫びのようなものが断続的に響き渡った。

　何人かの兵が現場に駆けつけて行ったが、数分で帰ってきた。他の兵が何があったのか聞き出そうとするが、彼らは沈黙を守る。

　いや、ただ一言だけある兵士が呟つぶやいた。

「重傷にさえならなければ、重傷にさえならなければ良いんだ」

　やはり優しさ100％カットだったようだ。南無。
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　二日後、俺たちを加えたミスクロニア王国軍は最寄りの街であるリュメールへと辿たどり着いた。ここで補給と休息を行う予定である。

　リュメールの街並みは石造りの建物が多かったクロスロードやアルフェンと趣がかなり異なる。木造の高床式住居が多いのだ。水資源がかなり豊富らしいから、湿気や水害対策なのかもしれない。

　そうそう、行軍中に用意された馬車が画期的だったんだ。なんと荒野の道無き道を土魔法で整地しながら走るんだよ。正確には馬車そのものではなく、馬車の裏に取り付けられた整地装置の効果らしい。おかげで揺れないし、行軍速度も速かった。

　騎兵は自身の馬に乗って移動していたんだが、驚いた事に歩兵を含めた全ての兵員がこの整地装置を搭載した馬車で移動していた。と言っても兵員輸送車は急な襲撃があっても即応できるように歩兵はすぐに武器を持って飛び出せるような工夫が、弓兵や魔法兵は馬車の上から攻撃できるような工夫が施されていて、兵員輸送車というよりは強襲戦車って感じだったが。この整地装置の取り付けを徹底することによって、軍全体の機動力を大幅に上昇させることに成功しているようだ。

　それにしても、ミスクロニア王国のこの軍事技術の発想はどうにも普通じゃない気がする。なんだか元の世界の知識の残ざん滓しを感じるぞ。下手すると俺みたいな出自の人間がいるんじゃないだろうか。

　より一層注意が必要かもしれんね、これは。ある意味でカレンディル王国よりもミスクロニア王国の方が危険かもしれん。




　さて、難しいことを考えるのはここまでにしておこう。心を落ち着けるために難しいことを考えていたけどもう良いだろう。もう我慢の限界だ。

「頂きます！　ハフッ、ハフハフッ！　ハムッ！」

「凄すごい勢いですね」

「タイシさんは本当にお米大好きですよねー」

　エドワードが手配してくれた宿で出てきた料理に俺は舌鼓を打った。いや、そんな上品な表現で済む状態じゃないな。もうね、我を忘れて喰くらっております。

　リュメールという街はミスクロニア王国に属する町であるから、主食として普通に米が出てくる。ここは高級宿なので、出てくるのはピッカピカの銀シャリだ。

　沢たく庵あんではないが、白菜っぽい野菜の浅漬けも出てきた。酸味の少ない、どちらかというとしょっぱい系の味で俺の好みだ。

　そして、俺ががっついているのは主菜の肉料理である。

　５ｍｍくらいの厚さに切ったファングボアの肉を甘辛いタレに漬け込み、それを焼き上げた一品である。というかこれはあれだ。

「生しよう姜が焼やきうめぇぇぇぇぇぇぇっ！」

　極めつけに味み噌そ汁しるである。残念ながら俺の好む白味噌では無かったが、きちんと出だ汁しを取った赤味噌の味噌汁に思わず涙が出そうになった。

　因みに具は大根っぽい野菜である。

　使い慣れない箸に苦戦しながらなんとかフラムが食事を終える頃には俺はゆっくりと食後のお茶を頂いていた。

　恥ずかしながらついつい二回も生姜焼きをおかわりしてしまった。我ながら食い過ぎである。

「この味付けに使われている調味料が欲しい、切実に」

　この生姜焼きらしき料理の味付けには間違いなく醬しよう油ゆが使われているはずだ。味み醂りんか酒が使われている可能性も高い。生姜もきっとあるはずだ。

「あとで料理人を呼んで聞いてみましょうか」

「そうしよう」

　その後タイミングを見計らって宿の料理人と接触し、頼み込んで先ほどの料理のレシピと使用した調味料について聞き出すことに成功した。

　こちらで『ジャン』と呼ばれている醬油も、『ミニル』と呼ばれている赤味噌もこのリュメール独自の特産品らしい。

　少数ながら旅人用に街の中心部にある雑貨店で販売もされていると聞いた俺は矢も盾もたまらず雑貨店へと走った。

「ジャンとミニルをくれ。ありったけ全部だ」

　突とつ如じよ現れてそう言った俺に店主は困惑の表情を浮かべたが、俺が金貨を取り出して見せるとすぐに営業スマイルを浮かべた。

　雑貨店には俺の好む白味噌もあった。熟成期間が短いと白味噌で、熟成が進むと赤味噌になるらしい。他にもジャンやミニルを使った漬け物も売っていた。勿もち論ろん樽たる単位で購入した。

　サービスで酒と味醂を一瓶ずつつけてくれた。ひゃっほい。

　領地を得たら絶対にこの街と交易しよう。森から最寄りの街だし、王都クロンまで整備された街道も延びているらしいから、妥当だろうと思う。まだまだ先の話だけど。

　ホクホク顏で雑貨店の外に出る。店主と従業員がわざわざ俺を見送りに外まで出て深くお辞儀して見送ってくれた。

　そうして宿に向かって歩いていると正面からフラムが小走りで近づいてくる。飛び出した俺を追ってきたんだろうか。

「ごめんごめん、居ても立っても居られなくてな」

「いえ、心配はいらないとは思いましたが……少し歩きませんか？」

「いいね、腹ごなしに散歩でもするか」

　マールが後で拗すねそうだが、それは夜に埋め合わせしてやろう。存分にな！　流石さすがに行軍中に致すのは自重してたからね、ふへへ。

　防音結界を使うとか夜間は屋敷に帰るとかやりようはいくらでもあったんだけども、一応この国ではマールは正真正銘のやんごとなき身分のお姫様だからね。

　リュメールに着いた時も市民の皆様の熱烈な歓迎ぶりが凄かった。

「何かスケベなことを考えている顔ですね」

「バレたか、鋭いな」

「そういう顔は見慣れてますから、自然と敏感になります」

　なるほど、フラムはある意味マールよりもそういう視線に慣れているだろうしなぁ。出るところは出てて引っ込むところは引っ込んでるメリハリのある身体からだだし、称号を見る限り元々は正規の騎士だったみたいだし。

　カレンディル王国にも女性兵士や騎士がいないわけではないけれど、その数が決して多くないということは軍と一緒に行動した俺はよく知っている。恐らくなんだかんだ言っても男社会なんだろう。

　その中で珍しい女性騎士となれば好奇の視線、あるいは下卑た視線に晒さらされることも少なく無かったと思う。

　しかしそれがどうして暗殺者部隊の隊員になってしまったんだろうか？

「マール様……いえ、マーリエル様は本当に王女殿下なんですね」

「そうだな、俺も少しビックリだ」

　フラムのポツリとした呟きに俺は頷うなずいて答える。

　確かにマールは色々残念な面があるからなぁ。普段は威厳とかカリスマとかいう言葉とは無縁な感じだし。

　それがキリッとした表情と慈悲に溢あふれる笑顔を駆使して周りの人間に畏い敬けいの念を抱かせまくってるんだぜ。朝とかだらしない笑み浮かべてよだれ垂らして寝てるくせに。

「私はその、本当にマール様とご主人様の傍に居ても良いんでしょうか。私は卑しい犯罪奴隷で……」

「うん、そういうのは気にしないでいい。俺が領地を持ったり独立して国を作ったらフラムには俺の第二夫人になってもらうのが確定してるから」

「……えっ？」

「えっ？」

「ええぇぇぇぇぇっ!?」

　何な故ぜだか急にフラムさんが慌て出しましたよ。

　いや、意味わかんないんですけど。え？　妾めかけとか側室ってそういうものじゃないの？「あ、えっ？　あの、第二夫人に？　あの、私は、そんな」

「今更何を慌ててるんだお前は。というか、あれだけ略奪愛を仄ほのめかしておいてなんでそんな慌てるんだ？　マールに根回ししてまで逃げ道を塞ふさいだあの時の気概はどこに行ったんだ」

　顔を真っ赤にしてあたふたとするフラムさんが史上最高の可愛かわいさを発散しまくっている。普段クールな女性が顔真っ赤にしてあたふたするのって嗜し虐ぎやく心しんを刺激される。

　俺だけか？　いや、俺だけではあるまい。

　しかし本当に意味不明である、何故今更になって慌てるのか。

「その、私は元々ご主人様とマール様の命を狙い、犯罪奴隷に落とされた上に買われた身ですし……マール様が身み籠ごもった際にご主人様のお世話をするだけで──」

　そう言ってフラムは視線を逸らしながら赤い顔でもごもごと言葉を濁した。

　あれ、ちょっとこの子凄い可愛いというか愛しいんですけど。これでやられない男って余程の朴念仁ではあるまいか。

　まぁそれはそれとして。フラムは本当にあれか、性処理の道具か何かにでもなるつもりだったのか。

「というか、それじゃあんまりだろ、確かに俺達は色々あった仲だけどな。俺の甲か斐い性しようなんて高が知れてるかもしれないが、幸い腕は二本ある。既に一人抱えちゃいるけども、もう一人くらいは抱えられるぞ？」

　手を差し出す。

　フラムはなんだか複雑な表情で少し逡しゆん巡じゆんしていたが、最後には恐々としながらも俺の手を取ってくれた。

　俺はその手を引いて、フラムを抱きすくめる。

　急に抱きすくめられて強張ってはいたものの、その身体は女を感じさせる特有の柔らかさがあった。そのまま抱きしめていると、俺に身体を預けるようにフラムの身体から力が抜けた。

「これからもよろしくな、フラム」

「はい、ご主人様」

　潤んだ漆黒の瞳が俺の目を見つめ返してくる。俺とフラムは自然と顔を寄せ合い、そして──殺気？

　咄とつ嗟さにフラムを抱いたまま前へと跳躍し、フラムを背に庇かばって殺気の主と対たい峙じする。

「ドーモ、タイシ＝サン。マールデス」

　そこには満面の笑みを浮かべたマール＝サンがいらっしゃった。マール＝サンの眼めが笑っていない。アイエエェェ……何故怒っていらっしゃるのだろうか。

　フラムとの仲は公認じゃなかったんですか!?　やだー！

「ナンデ!?　マール＝サン怒ってるのナンデ!?」

「最近私を蔑ないがしろにしすぎだと思います！　慈悲はありません！　イヤーッ！」

　マールが鞘さやに入れたままの愛剣を両手に構えて殴りかかってきた。

　おいやめろ馬鹿、鞘に入れたままでも魔ま力りよく撃げきは実際危険。やめるべき、殺されたくないのでやめるべき。

　というか踏み込みが速い、こいつ風魔法を応用して加速してやがる!?

「グワーッ！」

　リュメールの空に俺の断末魔めいた声が響き渡った。




　この後滅茶苦茶搾り取られた。
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「解せぬ」

「あぅ……」

　ほんの数ヶ月前は俺が主導権を握っていた筈はずなのに、いつの間にか主導権をマールに完全に握られている気がする。

　昨日に至っては両手に凶器を持って殴りかかってくる始末である。これは俺の沽こ券けんの危機ではなかろうか。

　モッフモフモフモフモフ。

「というわけで俺の威厳とか沽券とかそういうものがピンチなんだよ」

「よくわからないけどシータンを放すべき。シータンも困ってる」

「んっ、べ、別に困っては……」

「だそうだ、断る！」

　羊耳少女の言葉に構わず、もっふもふもふもふもふと胡坐あぐらをかいた上に座らせている犬耳獣人のシータンをモフる。そりゃもう容赦無くモフる。おうおう、耳の後ろが気持ちいいのかこいつめ、ふへへへ。

「あぅあぅ……」

「完全に犯罪者の手つき。やめるべき」

　羊耳少女ことカレンが俺の腕をぐいぐいと引っ張って俺の崇高な行動を阻害しようとする。

　くっ、邪魔をするとは小こ癪しやくな。いや、寧むしろこれは自分も構うべきというサインなのではないだろうか？　いやきっとそうだそうにちがいないふへへかわいいやつめ。

　俺はカレンを抱き寄せ……。

「ロックインパクト」

「アオォーーッ！」

　ケツを襲う激しい衝撃に思わず悲鳴をあげて悶もん絶ぜつする。

　地面から硬くて太いものが凄い勢いで隆起してきたようだ。土壁の応用魔法だろうか。ケツが割れたらどうしてくれようか。

　しかも悶絶しているうちにシータンが連れて行かれてしまった。ああ、俺のモフモフ様が。

「何やってんだお前」

　うつ伏せに倒れた俺の背中に馬乗りになってポカポカと俺の頭を叩たたくカレン、その横であたふたしている狐耳少女のシェリーと犬耳少女のシータン、そしてそれぞれに同調しているその他数人の少年少女。おいコラウサ耳少年、俺のケツでケツドラムするのをやめろ。

　そんな光景を見たソーンが呆あきれた声で問うてくる。いつの間に現れたこいつ。

「嫁にぶん殴られたりして凹んだのでモフモフで気力を回復しに来た」

「嫁つええなオイ」

「まぁベッドの上で復ふく讐しゆうしたんだけどな」

　滅茶苦茶搾り取られたが、体力的な意味ではまだまだ俺の方が上だ。回復魔法も併用すれば、ベッドの上の俺は阿あ修しゆ羅らどころか大魔王すらも凌りよう駕がする存在だと自負している。

　そして大魔王からは逃げられないのだ、フハハハハ。

「ベッドの上？」

「ああ、それはな」

　俺の頭の上でカレンが疑問を口にする。ここは懇切丁寧に説明せねばなるまいと俺は口を開いた。

「子供に何教えようとしてんのお前!?」

「そりゃナニだろ」

「やめんか馬鹿たれ！」

　ソーンが俺の真ん前にしゃがみ込んで俺の頭を叩く。解せぬ。

「性教育は大事だぞ？」

「そりゃわかるがなんぼなんでも早いわ！　ったく」

　ソーンが俺の上に陣取っている少女や少年を撤去していく。おいやめろ馬鹿、尻尾のモフモフとか少女のお尻の感触とか素晴らしいものを奪うな。

　少年はまぁうん、どうでもいいけどな。

　男の娘こでもちょっとなぁ……超えてはいけない一線は守りたいと思う。男として。いや、でも元の世界の俺の住んでた国でも戦国時代の武将の間では普通のことだったらしいしなぁ、アリなのか？　確かに可愛いけどな、ウサ耳少年。

「っ!?」

　ふと目が合った瞬間凄すごいダッシュで逃げて行った。正に脱兎の如ごとく。

　大丈夫、俺ノーマルだから。ノンケだから。あんな美人の嫁が二人もいるのに血迷うことは無いと思う。多分。

「で、変わりは無いか、ポチ」

「ポチじゃねぇよ。まぁ変わりは無いと言えば無いな。あの妙な魔物が昨日また現れたくらいだ」

「ん？　あいつ魔法も使うし結構強かっただろ。怪け我が人にんは？」

「大丈夫だ、お前の結界の際に引きつけて戦ったからな。あっちの攻撃は結界に阻まれて届かんから、一方的だったぞ」

「魔物涙目だな」

　村の人間の攻撃は素通りで相手の攻撃だけシャットアウトとか流石さすが俺の結界、容赦が無いな。

「で、味は？」

「クソ不ま味ずかった。皮とか牙とか爪とか有用そうなものだけ剝ぎ取って燃やした」

「そうか……」

　まぁ見るからに不味そうな感じだったもんな。なんか悪魔っぽかったし食ったらお腹壊しそうだ。

　そういや王都アルフェンの冒険者ギルドに鑑定依頼してんだっけか、そのうち聞きに行こう。

　ペロンさんにも鎧よろい注文してたなぁ。ああ、商業ギルドにも物資の手配頼んでたっけか。時間があればアルフェンに一度戻って色々と用を足さなきゃならんね。

　こんなんだから生き急いでるとか言われるんだろうなぁ、まったく。

「とりあえず問題ないようなら俺はもう行くわ、ミスクロニア王国の首都にそろそろ着くらしいからな」

「言ってることがよくわからんが、わかった。気をつけてな」

「おう、じゃあな」

　片手を上げてその場から長距離転移を行う。

　一瞬の視界のブレの後、俺はミスクロニア王国軍が野営している宿場町に到着していた。

　そろそろ出立の準備も大詰めらしく、全人員の約半数程が馬車に乗り込み終わっているようだ。

　俺達に用意された馬車へと戻ると、既にマールとフラムは乗車を終えていた。俺が馬車に入るなり二人が俺に視線を向けてくる。

「浮うわ気き者」

　マールが俺にジト目を向けてくる。完全に犯罪者か何かを見る目である。

「何を勘違いしているのか解らんが、相手はまだ十二歳かそこらの子供だぞ。ちょっと頭を撫なでてきただけだ」

「どうでしょうか。自分で言うのもなんですけど、私に欲情するならそれくらいの女の子も十分に守備範囲ですよね？」

　マールの言葉に俺は思わず目を逸らす。確かに、マールは年齢の割に小柄だ。割と平へい坦たんだった胸は最近育ってきているようだが、年齢よりも幼く見えるのは確かだろう。

　今はバトルドレスを着用しているし軽く化粧もしているのでそれなりに大人っぽく見えるが、化粧をしないで子供っぽい服を着せると……ふむ。

「よし、今晩辺り試してみよう。フラム、後でマールに合う女児用の服を買ってきてくれ」

「えっ、ええ？」

「へ、変態だーッ!?　しかし受けて立ちましょう！　フラムさんお願いしますね！」

「えっ？　えぇー……？」

　特に理由のない理不尽な無茶振りがフラムを襲う！　しかし俺とマールは本気である。この埋め合わせは勿もち論ろんする、俺とマールの二人掛かりでな。

　理不尽に理不尽の積み重ねだが、意外とフラムはマゾっ気があるので悦んでくれると思う。

　ちなみに家庭内（？）での力関係はベッドの上で決まるので、始原魔法を使えないフラムの地位は最底辺である。マールが容赦無くバリバリと始原魔法の餌食にしているので、そろそろ覚えるんじゃないだろうか。なんというスパルタ式魔法教育。

　その後はフラムがマールの服のサイズを把握するためにマールの身体からだの大きさを測ったり、逆にマールがフラムの身体の大きさを測ったり、自分にはないデッドウェイト（マール談）を揉もみくちゃにしたりするのを眺めていた。

　終いには二人で俺の身体を測ろうとか言ってベタベタしてきたので俺もそれに便乗してイチャイチャした。

　流石に致すわけにもいかないのでお触りだけだったけどね！




　　　　─☆★☆─




「これはまた」

　王都クロンの街並みを目にした俺が最初に口にしたのはこんな台詞せりふだった。我ながら少々間の抜けた言葉だったとは思うが、こんな光景を見れば大多数の人が同じような台詞を吐くのではないだろうか。

　王都クロンを一言で表すのなら「水の都」といったところだろうか。

　大通りの代わりに清純な水を湛たたえた水路が整備されており、その水路を大小様々な船──ではなく円盤が滑っている。

　一人乗りのマンホールくらいの大きさの円盤や、少し大きくして座席をつけたもの、複数人が一度に乗れる楕だ円えん形のもの、大量の荷物を載せて運ぶ大型のものなど形は様々だ。

　不思議なことに接触事故は起きていないようだ。よくよく見てみると一定以上近づくとお互いに反発力が働いて接触しないようになっているらしい。謎の技術だが、元の世界の自動車よりもよっぽど安全性が高いように思える。

　街並みもまた随分洗練されている。

　大通りに面している建物の雰囲気はどことなく和風なテイストで、屋根には瓦かわら、漆しつ喰くいの塗られた壁はどれも汚れがなく真っ白に見える。道ゆく人々の様相も様々で、一番多いのは着流しや浴衣ゆかたのような服を着た人々だ。次にカレンディル王国でもよく見た中世ヨーロッパっぽい服装の人々、他には中東の民族衣装のような服を着た人々もいるし、水兵服のようなものを着た船乗りっぽい人もいる。

　そしてカレンディル王国のいくつかの街と比べて明らかに道を行く獣人の数が多い。エルフもそこそこ見かけるし、クロスロードの武器屋の店主と同じケットシー族もちらほら見かける。

　しかしドワーフは逆にあまり見かけない。ドワーフの王国であるマウントバスから遠いからだろうか？

　ただ、ミスクロニア王国にはカレンディル王国ほどの獣人差別がない事はこれで確信できた。

　何な故ぜこんなに差があるのかということに関しては興味が湧かないことも無いが、そういうことは余裕ができた時に調べれば良いだろう。

「タイシさーん、タイシさーん、帰ってきてくださーい」

「おう、すまん。ちょっと街に見とれてた」

　横からちょいちょいとマールに袖そでを引っ張られて周りの状況を再認識する。

　魔物の群れを見事殲せん滅めつし、エドワードの率いる大隊と俺達は王都クロンへと凱がい旋せんした。国民のために危険な魔物の群れを駆逐してきた王国軍に対する民衆の感情は実に好意的だ。それに加えて出奔していた第一王女が勇者を連れて戻ったとなれば、その熱狂ぶりは実に凄すさまじいものである。

　水上円盤に乗った人々や建物の窓から顔を出している人々が老若男女問わずこちらに声援を送ってきているのだ。俺とマールはカレンディル王国で何度か似たようなことをやったので慣れているのだが、フラムは緊張でガチガチになっている。南無。

　それにしてもミスクロニア王国では勇者に対する態度というか、感情がカレンディル王国とは大きく異なっているように感じる。

　長らく勇者が現れることの無かったカレンディル王国の国民にとって勇者とは遠い存在でしかなかった。軍をはじめとした国の上層部では勇者の存在を危険視していたのもあり、露骨ではないものの勇者に対するネガティブキャンペーンが実施されていたというのもある。

　例えば『一人の勇者より我らの騎士団』とか『団結と絆きずなが命を救う』とか『一人より二人、二人より三十人、勇者より騎士団』といったような標語を展開するとかそういったレベルの話だ。

　まぁあながち間違ってもいないだろう。現にカレンディル王国には長らく勇者が出現しなかったし、そうなれば魔物に関して頼れるのは騎士団か金で動く冒険者ぐらいだったのだから。

　勇者が何故発生しなかったのか、という点については置いておくがね。

「タイシさーん、もう城に着きますよー？」

「そうみたいだな。さて、どうなるか」

　まぁ言わばマールの実家なわけだし、滅多なことは起こらないだろう。




　そう思っていた時期が俺にもありました。
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　そう、事の起こりは凱旋したその日、王城プロテクションサークルに着いたその瞬間だった。

「良くぞ参った、勇者よ！　死ね！」

「うおぉい!?」

　にこやかに近づいてきた身なりの良いおっさんが剣を抜く手も認識させない鮮やかな剣さばきでノータイムで斬りかかってきやがった。

　しかもその剣筋が今までに見た中で群を抜いて鋭く、速い。その上見るからに業物の剣に眩まばゆいほどの魔力を込めているときた。

　避よけると周りの人間が数人単位で消し飛びそうだったので、咄とつ嗟さに全力の魔力を込めた両手のひらで白刃取りを敢行する。

「ぬぅっ!?　小こ癪しやくなぁぁぁぁぁぁッ！」

「うおああぁぁぁぁあぁっ!?　おいこらてめぇら見てないで止めろおォォォォッ！」

　俺の言葉で正気に戻ったのか、呆ぼう然ぜんとしていた周りの騎士達が斬りかかってきた身なりの良いおっさんの四肢にしがみついて取り押さえる。

「邪魔だてするなぁぁぁっ！　貴様ら全員不敬罪で処断するぞオラァァァァァッ！」

　四肢にしがみついた騎士達を振り回しながらおっさんが暴れる。板金鎧装備した人間を絡みつかせたまま暴れるって人間離れしてるなぁ。まぁ俺もできるだろうけども。

　そんな状態のおっさんにマールがスタスタと近づいていく。

「お、おぉ！　マール、今パパがお前をその小僧の手からすくって」

「パパなんて大嫌いです、顔も見たくありません」

　パシン、と音が鳴る。どうやらマールがおっさんの頰を張ったらしい。おっさんの表情が絶望の色に染まり、そしてそのまま脱力した。どうやらあまりのショックに気絶してしまったらしい。

「行きましょう、タイシさん」

「お、おう。良いのかこれで」

「良いんです」

　マールに手を引かれて歩き出す俺。フラムも真っ青な顔で後ろについてきた。そりゃ顔合わせた途端に国王が斬りかかってきたんだからそうなるよな。

　近衛このえ騎士と思われる人々はマールのパパさんを担架に乗せてどこかに運んで行った。妙に手慣れている感があるんだが、日常茶飯事なんだろうか。

　騒ぎの輪から抜けるとメイド服を着た品の良いおばさんが現れ、マールに深くお辞儀をした。どこかジャック氏に似た雰囲気を感じる。侍従長とかそういう立場の人なのかもしれない。

「ただいま、グレイス」

「お帰りなさいませ、マーリエル様。そしてお初にお目にかかります。私はグレイス、この城で侍従長を務めさせていただいております。どうぞお見知り置きを」

　グレイスと呼ばれたメイドのおばさんはそう言ってお辞儀をしてから俺の頭のてっぺんからつま先までを見た。そしてじっと俺の目を見つめてくる。

　灰色の瞳が心の奥まで見透かしてくるような錯覚を覚える。何かしらの魔眼だろうか？　俺の魔力眼には魔力の反応はないし、危険察知も働かないから違いそうだな。

「自分勝手で面倒くさがりで傲ごう慢まん、熱しやすく冷めやすい、その上頑固で意地の悪い面もありますね」

　初対面の人にいきなり人格否定された。死にたい。

　しかもなんか妙に具体的というか、身に覚えのある感じで非常に居心地が悪いのですが。

　ちょっと凹みつつもそのままじっと灰色の瞳を見返していると彼女はふっと表情を崩した。

「必要とあらば外道にもなる、けど根っからの外道にはなかなかなれないようね。それに、弱者を見捨てることができない性質もあるみたい。それを優しさと取るか甘さと取るかは人次第でしょうけど、私は嫌いではないわ」

　そう言ってグレイスさんは俺から視線を外し、次はフラムに目を向けた。

　少しの間フラムと目を合わせると彼女は何も言わずにフラムの肩を一つ叩たたいた。

　え？　俺にはズバズバと言ったのにフラムにはそれだけ？　なんか不公平じゃね？

「長旅でお疲れでしょう。寛くつろげる場所へご案内いたしますので、どうぞこちらに」

　歩き出すグレイスさんとマールの後ろについて俺とフラムも歩き出す。

　王城の内装は思ったよりもかなり質素で、正直カレンディル王国の王城の方が高価そうな調度品が多かったと思う。

　その代わりいやに作りが大きくて、奇妙だ。

　何が奇妙って、通路の中央付近だけが石造りで、その他の大部分が板張りというか木造なのだ。なんでこんな構造なんだろう。

「緊急時には避難所になりますからね！　石の床の上だと硬くて冷たくて寝られないじゃないですか」

「なるほど」

「緊急時にはここに住民を避難させて、王城の魔法装置で水を大量発生させて外敵を押し流すんですよ。王城は勿論のこと、王城に近い位置にある建物は官民問わず臨時の避難所になりますし、王都の家屋は全て放水に耐えられるように厳しい建築基準が設けられているんですよ」

「つーことは、あの運河というか水路は道であると同時に防衛機構でもあるのか」

「そういうことですね。ちなみにこれは広く公開されている事実です」

　物理的に全方位を大量の水で押し流すのか。よくできた防衛機構だな、後始末は大変そうだが。

「ちなみに半年に一回放水訓練があるんですよ！　住人の避難の訓練、王城やその周辺の避難民受け入れ態勢のチェック、建物が放水に耐えられるかのチェックが同時に行われるんです。いい加減な造りの建物や老朽化した建物が崩壊するのは恒例行事みたいなものですね！」

　一応老朽化した建物の建て直しに関しては国から補助が出るらしい。それでも最低二十年は耐えられるような構造にしているところが多いらしく、建て直しはそう多くはないようだが。腕の良い職人が手がけた建物は百年以上耐えるという話だ。

　なんでも魔法を付与して耐久性を上げているらしく、所謂いわゆる魔法大工という人々が鎬しのぎを削っているのだとか。やっぱどこの世界でもガチの大工は半端じゃないな。その他にも王都クロンの行事などについて聞きながら歩いていると応接間のような所に通された。貴賓室というやつだろうか、やはり値の張りそうな調度品が多い。

「どこかで見たような部屋だな」

「貴賓室の作りなんてどこも同じようなものですし……っ！」

「ん？　どうした？」

「いえいえ、なんでもありませんよ？」

　マールの反応に首を傾げながらソファに腰掛ける。うむ、この体が埋まりそうな沈み込み具合は覚えがあるな。フラムも俺の隣に腰掛け、思った以上にソファが柔らかかったのか一瞬驚いていた。

　ちなみに我が家のソファはここまで柔らかくない。柔らかすぎるとなんか落ち着かないんだよな。慣れれば慣れるもんだけど。

　それにしてもマールの今の反応はなんだったんだろうか？　部屋を見回してみても高そうな調度品とニコニコした部屋付きらしいメイドさんがいるくらいだ。

「マーリエル様はお召し物を替えていただきます。お連れの方もです」

「わ、私もですか？」

「はい、貴女あなたもです。申し訳ありませんが時間も押しておりますので。勇者様は暫しばらくこちらでお寛ぎください、何かありましたらそちらの者にご用命を」

「タイシさん、また後でー」

　グレイスさんが有無を言わせぬ迫力でフラムを引っ張り、マールがその背を押して貴賓室から退室して行ってしまった。

　ぽつねんと残された俺の前にお茶の淹いれられたカップが置かれる。

「晩ばん餐さんの際のお召し物を選んでいただく必要がありますから」

「ああ、成る程」

　お茶を淹れてくれたメイドさんに生返事をする。晩餐ねぇ、あまり格式張ったのは勘弁願いたいんだが。テーブルマナーとかよくわからんぞ？　ナイフとフォークを外側から使えばいいんだっけ？

　いや、異世界だしテーブルマナーが同じとは限らんか。そもそもミスクロニア王国は米が主食らしいし。ということは料亭で出てくるような御ご膳ぜんなのか？

　よくよくメイドさんを見てみるとメイド服そのものもいわゆる和装メイド服的な装いだ。どことなく大正浪ろ漫まんっぽい。

　そんな感じでボーッとメイドさんの服を見ているとメイドさんが微笑ほほえんできた。あまり気にしていなかったが凄すごい美人さんじゃないか。

　髪の色はマールと似た鳶とび色いろで実に白いヘッドドレスが映える。全体的にどこか柔らかい雰囲気で、背丈はマールより少し高いがかなり小柄だ。結構胸もありそうだ。マールにお姉さんがいたらこんな感じだろうか。

「やだー、もう。そんなに見つめられたら妊娠しちゃいます」

「いやいや、見つめられただけで孕はらんだりしたらあんたみたいな美人は大変な事になるだろ」

「あらー、お上手。私をおだててもお茶しか出ませんよ？」

「そりゃ残念」

　笑いながら俺はお茶を口に含み、何気なく鑑定眼をメイドさんに向けてみた。
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「ブフォアッ!?」




　お茶噴いた。




「きゃあっ!?　だ、大丈夫!?」

　王妃ってことはさっき斬りかかってきたおっさんの奥さん、つまりマールの母親じゃねーか！　というかお義か母あさん？　いつも娘さんにはお世話になってます。

　暫くむせた振りをして心を落ち着かせる。よし。

　俺はストレージから綺き麗れいなハンカチを取り出して自らの口と零してしまったお茶を拭ぬぐい、努めて冷静に声を出した。

「一体なんのつもりですか、王妃様」

「あら？　あらあら？」
















　頰に手を当てて困ったように微笑むメイドさん、もとい王妃様。マールめ、わかってて二人きりにしたな。さっき驚いた顔をしていたのはこの人が原因だろう。

　どんな意図があったか知らんが後でお仕置きだな。子供っぽい服着せてお仕置きとか犯罪臭が凄いが、俺は気にしないしやると言ったらやる男である。

「もしかして鑑定眼持ちかしらー？　やだー、もう。折角のドッキリが台無しだわ。折角野獣のような視線を向けてくれてたのにー」

「いやいやいや、勘弁してくださいよ。確かに凄い美人だと思って見てましたけど。似てますけど、マールのお母さんには見えませんよ本当に。お姉さんでも真面目に通ると思います」

「うふふ、そうでしょー？　私の身体からだは十七歳で成長が止まってしまっていますからねー」

「え？　マジですか？」

「マジなのでーす。私も昔は色々ありましたからね、うふふ」

　リアル永遠の十七歳きたこれ。




　　　　─☆★☆─




「なるほど……凄い波乱万丈な体験をしてきたんですね」

「そうよー、と言っても魔王に囚われている間の記憶は結構曖あい昧まいなんだけれどね。魔法で精神を操作されていたし、他の子と同じように魔力炉に繫つながれていた時は半ば意識を失ってたからー」

　イルさんことイルオーネ＝ブラン＝ミスクロニアはそう言って苦笑いを浮かべた。ミスクロニア王国の現王妃で、マールのお母さんでもある。しかも永遠の十七歳。

　俺の様子見を兼ねたサプライズで貴賓室付きのメイドに扮ふんしていたのだが、早々に俺の鑑定眼でバレたため普通にお茶を共にしている。今はイルさんの思い出話を聞いている所だ。何な故ぜか服装は和装メイドのまま。

　魔王vs勇者の正に中心人物であったイルさんの話は実に興味深い。なんせ当事者だからな、臨場感がある。

　ハイパー名器に関しては全力でスルーした。流石さすがに未来のお義母さんに振れる話題じゃない。セクハラってレベルじゃねーぞ。男としては滅茶苦茶興味が湧くけど。

「それにしても死者の蘇そ生せいか……そんなことも可能なんですね」

「容易たやすいことではないわよー。それに代償もあるしねー、内容は秘密だけど。でも、私は幸せよ」

　自分の頰に手を当てて朗らかに笑うイルさんからは確かに彼女の言葉通り幸せなオーラが出ているように思える。

　こうして幸せそうに笑う様は本当に母娘だな、マールにそっくりだ。

　しかし魔王、魔王ねぇ。魔王ってのはなんなんだろうな。俺も称号の中に魔王があったりするわけなんだが。





　【称号】

　異邦人　魔術師　剣士　拳士　駆け出し冒険者　期待の星　純粋魔術師　武術士　トロール砕きクラツシヤー　冒険者　勇者　中級魔術師　結界師

　ベテラン冒険者　尋問官　処刑者　カレンディル王国公認勇者　剣聖　拳聖　武聖　淫魔　駆け出し鍛冶師　鍛冶師　上級鍛冶師　鍛冶匠　至高の鍛冶匠

　神銀の創出者　魔剣匠　上級魔術師　破軍勇者　英雄　剣神　拳神　武神　殲せん滅めつ者　極大魔術師　魔王　防波堤　魔王殺し　竜殺し　空間魔術師

　轟ごう地ちの魔術師　煌こう水すいの魔術師　爆ばつ火かの魔術師　豪風の魔術師　エレメントマスター　殺人拳の担い手　モフリスト　女殺し　奇跡の癒やし手　お大尽　悪魔狩人かりうど　蛇じや龍りゆう殺し　レアハンター　蜘く蛛もの主　音より疾はやき者　食道楽






　おい、なんか知らんうちに増えてる。女殺しとか全く身に覚えがないんだが。

　スキルポイントも２００ポイント近く余ってるなぁ。スキルリセットも出来るし、色々と取ってみるべきだろうか。

「どうしたのー？　急にぼうっとして」

「魔王って何なんだろうと思いまして。何をもって魔王と呼ぶのか、魔王の定義とは何か、と」

「数多あまたの命と魂をその身に取り込んだ者、それが魔王よー。そういう意味では動物も、ただの魔物も、あるいはなんの変哲もない人間だって魔王にはなり得るわ。ただ、一般的には一定以上の人に魔王と認識されれば魔王ねー。過去には敵対国家同士がそれぞれお互いの国の王を魔王呼ばわりすることもあったみたいよー」

「なるほど」

　レベルアップ時の成長能力の多寡で勇者かどうか区別する世界だからな、そんなもんか。つまり勇者で魔王というのも普通にあり得るわけだ。

「勇者も似たようなものよー。今はステータスチェッカーで精度の高い判定ができるようになったけれど、やっぱり一般的には一定以上の人に勇者と認識されれば勇者だと思うわー。所しよ詮せんは勇者も魔王も称号だもの。勿もち論ろん、勇者にしろ魔王にしろそれに相応ふさわしい行動と思想を示してこそだと思うけれどね？」

「ごもっとも。しかし俺はどうかな」

　どっちかというと魔王寄りなんじゃないかと思う、自分では。

　確かに圧倒的な力を見せつけて、その結果として多くの人の命を救った。でもその圧倒的な力に対する危機感を持っている人間はかなり多いんじゃないだろうか。特にカレンディル王国の上層部には。

　ああでも、どうかな。俺が魔物を倒すのを目にした一般人や冒険者、兵士なんかは単純に俺を勇者として見てくれているかもしれない。

「この先の行動次第ね？　私としては娘を嫁に出す以上は勇者で居て欲しいけれど」

「む……善処します」

　よろしい、とイルさんは微笑みながらティーカップを傾けた。

　しかし良かった、いきなり斬りかかってきたおっさんとは対照的にイルさんは俺とマールとの結婚に前向きのようだ。これはありがたい。

「でも良かったわー、料理はからきしですからねー、あの子は。だからこれという人を見つけたらしっかり銜くわえ込んで放しちゃダメよって教育してたのよー。それで勇者の貴方あなたを引っ掛けてきたんだから大したものだわー」

「ステータス見た時にそうじゃないかとは思ったけどやっぱアンタの仕業かっ!?」

　とんでもないことを言いながらコロコロと上品に笑う王妃様に思わず全力で突っ込んでしまった。マールが肉食系を通り越して猛獣系になっている元凶は間違いなくこの人の影響だろう。

「ええー？　何かあったの？」

「出会ったその日の晩にネクタル盛られて無理矢理……」

「……あー、うん。ごめんねー？」

　流石にそこまではこの私も予測できなかったわー、と言いながら汗を垂らして謝罪するイルさんであった。




　　　　─☆★☆─




「どうですかタイシさん！　似合いますか！」

「おう、マールもフラムも似合ってるぞ」

「あ、ありがとうございます……」

　俺が褒めるとマールは満面の笑みを浮かべて俺の腕に抱きつき、フラムは恐縮したかのように身体からだを小さくして俯うつむいた。多分本人としては身分とか犯罪奴隷だからとかそういった類のしがらみがあって肩身が狭いんだろう。

　うーん、これは早いとこゾンタークにゴリ押しして特赦とかを強ゆ請することにしようかね。フラムがどう考えていようが、今後のことを考えればマイナス面が大きい気がする。マールも交えて話し合った方が良さそうだな。

　因ちなみにマールが着ているのはフリルをあしらった濃紺のドレスで、髪型はいつも通り。しかしこう、着こなしている感がある。やはり生きつ粋すいのお姫様だからだろうか。色っぽさよりも可愛かわいらしさを前面に押し出したドレスだ。

　対してフラムが身につけているのは薔ば薇らをあしらった真紅のゴージャスなドレスで、彼女の魅力である艶のある長い黒髪は頭の上でまとめあげられていた。色っぽいうなじや背中を大きく露出していて、マールとは正反対に大人の女の魅力を全開にしているドレスだ。

　実は彼女の身体には長年の訓練でついた古傷なども幾つかあったのだが、関係するようになってから俺が毎晩丹念に回復魔法でケアを行ったので玉のような綺麗なお肌になっていたりする。

　俺としては構わなかったのだが、本人があまりにも気にするのでついやってしまいました。後悔も反省もしていないがな！

「タイシさん、フラムさんばかりじゃなくて私も見てくださいよぉー！」

　いつの間にか近寄ってきていたマールが膨れっ面で俺の腕をグイグイと引っ張る。はははこやつめ。

「よーしよしよしよし、マール可愛い、マール可愛い。マール世界一」

「ぐぬぬ、何故か扱いに差を感じます……っ！」

「盛大な気のせいだ、というかこの状況であまりダイレクトにイチャつくのは流石の俺も無理」

　そう言って俺はチラリととある方向に目を向ける。

「……」

　そこにはトロールくらいなら余裕で殺せそうな程に殺気を込めた視線をこちらに向けてくるおっさんことミスクロニア国王、エルヴィン＝ブラン＝ミスクロニアがいた。口元に張り付いたような笑みが浮かんでいるのが不気味である。

　彼の隣にイルさんがいなかったら今この瞬間にも飛びかかってきそうだ。いや、飛びかかってくるだろう。確信できる。

「とりあえずイチャつくのもそれくらいにしてとっとと席に着きやがれくださいこのスケコマシ婿殿野郎」

　酷い言いようであるが、ここは素直にその言葉に従って席に着くことにした。

　家出娘が連れ帰ってきた男が娘だけでなく他よ所その娘さんを両方とも嫁にするとか抜かしている二ふた股また野郎だからね、お父さんが激おこになるのも仕方ないね。

　俺が父親の立場だったら余裕でぶっ殺してるね。自分の娘と他所の娘さんの双方が同意しているとしても絶対に許さない、絶対にだ。

　どうしてもと言うなら俺を倒していけ、けしからん！　という気持ちになるに違いない。

「父上、いつまでもそんな態度を取るなんて大人気ないですよ。マーリエルが帰ってきて久々の一家揃そろっての食事ではないですか」

　マールと同じ鳶とび色いろの髪の毛を持つイケメンがそう言って未いまだに俺を睨にらみつけるおっさんを諌いさめる。

　彼の名はアルバート＝ブラン＝ミスクロニア。マールの兄で、ミスクロニア王家の長子。いわゆる王太子殿下、次代のミスクロニア王国の王である。

　俺よりも若干背の高いイケメンで、先程握手をした感じではかなり鍛えていそうに感じた。

　それもそのはず、鑑定眼で見てみたところ彼のレベルは26で、剣術や格闘がレベル４、水魔法や魔力撃も修め、しかもレベル１ながらも俺以外では初めて見る身体強化のスキル持ちである。

　正直そこらの近衛このえ騎士より強い。レベルはマールの方が上だが、戦えば恐らくアルバートが勝つだろう。

「そうですよ、お父様。それにタイシ様はリュメールの近くにいた魔物を一掃してくれたという話ではないですか。しかもマーリエルお姉様を無事捕まえて戻ってきてくれたんですから、寧むしろ感謝するべきではないでしょうか？」

　アルバートの言葉に鈴を転がしたような可愛らしい声が追従する。

　声の主の名はティナーヴァ＝ブラン＝ミスクロニア。マールの妹で、ミスクロニア王国の第二王女。兄や姉と同じく鳶色の長い髪の毛をアップにまとめた美少女だ。若葉のような淡い色合いのドレスを着ている。

　本当に妹なのかと疑うくらいに落ち着いた物腰で、マールとよく似ている。背はマールと同じか、少し低いくらいか。かなり小柄だ。胸の方はマールより慎ましい。案外そんなに歳は離れていないのかもしれない。

　それにしてもなんだろう、この美男美女家族は。おっさんもなんだかんだ言ってダンディなイケメンだし。

「むむむ……」

「何がむむむですか。タイシさんごめんなさいねー、この人ったらいい歳になっても子離れができていないのよー」

「いえ、同じ男としてそういう気持ちになるのはなんとなく理解できますから。流石に出会い頭に斬りつけられたのには参りましたけど」

　俺の言葉に場の雰囲気が凍りつく。

　あれ？　俺なんかやらかした？

　おっさんは恐怖に引きつった顔で口をパクパクと動かし、アルバートは額に手を当てて天井を仰いでいる。ティナーヴァは口に手を当てて驚いているようだ。

「？」

　フラムも俺と同じようにわけがわからないという表情だ。マールは……なんか憮ぶ然ぜんとした表情でおっさんを見てるな。で、イルさんは……？

「ひっ」

　思わず小さな悲鳴が口から漏れた。

　般はん若にやだ、そこに般若がいた。顔は笑っているんだ、すごいにこやかに。だが、発する雰囲気がヤバい。なんというか本能的な恐怖を揺さぶられる凄すごみのある笑みだ。

　見える、イルさんの背中に抜き身の刀を振り回している般若が見えるッ！　あれアカンやつや！

「あなたー？　どういうことかしらー？　丁重に迎え入れるという話だったはずよねー？」

「そ、それはだな」

「マールちゃん？」

「タイシさんじゃなかったら間違いなく真っ二つでした。ギルティです」

　マールの下した判決におっさんが涙目になる。

　はっはっは、ざまぁ！　いきなり斬り殺されかけた身としては溜りゆう飲いんも下がるというもんだ。あの一撃に込められた魔力量は完全に殺しに来てたしな。

　確かに気持ちはわかる、気持ちは。俺だってどこぞの馬の骨に愛娘を誑たぶらかされた日には同じようになるかもしれないしな。だがそれとこれとは話は別だ。

「うふふ、ごめんねー。ちょーっと席を外すから、皆は気にせず食事を続けて？」

「ま、待て！　話せば、話せばわかる！」

「うふふ、あなたは自分が何をしたのかもう忘れたのかしら。タイシ君に問答無用で斬りかかったんですものね？　あなたも覚悟はできているはずよー？」

　突如発生した大量の水がおっさんを包み込み、水球となって宙に浮く。おっさんは水球に取り込まれてがぼがぼと半ば溺おぼれながら暴れている。来客の前で王妃が王を水責めとかどうなってるのこの国怖い。

「貴方あなた達は気にせず食事を続けていてねー」

　イルさんは般若の微笑のまま自分の夫が溺れている水球を従えて食堂から出て行ってしまった。

　食堂に気まずい空気が流れる。

「食べましょうか」

「だな」

　アルバートの提案に俺は素直に応じ、それによって場の空気が再び動き始めた。配はい膳ぜん担当の和装メイド達がテキパキと料理を出し始める。

　刺身を中心に焼き物や天ぷらのような揚げ物も出てきた。和食だ、和食だよ。こっちに来て食うことを半ば諦めていた和食だよ！　少し涙が出そうになってきた。

「タイシ様は本当に美お味いしそうに食事をなされますね」

「んぐっ、む。すまない、故郷の味に似ててな。ついつい夢中になった」

　ティナーヴァ王女に言われて思わず箸を止める。余りにも美味しかったので感動のあまりがっついてしまった。一応王族の前であるし、少々見苦しかったか。恥ずかしいぜ。

　しかし彼女は少し困ったような表情だ。

「ああいえ、そういうことではなくて……すみません。こう言ってしまっては失礼だと思いますが、なんだか可愛いというか、見てて気持ち良いと言いますか」

「確かにタイシさんって食事をしている時は少しだけ幼く見えるというか、無邪気なんですよねー。美味しそうによく食べますから、見てて気持ち良いです」

「確かにご主人様は食道楽ですね。美味しいお菓子とかが手に入るとすごく嬉うれしそうな顔をされますし」

　マールとフラムも会話に参加し始める。なんですかこれ、皆に注目されてなんか食べづらいじゃないですかやだー！

「こらこら、そんなにジロジロと見るのはマナー違反だろう。タイシ君、酒はいける口かい？」

「そんなに強くは無いが……」

「そうか、では」

　アルバートが給仕に指示を出し、一抱えほどの大きさの壺つぼ……というか甕かめを持ってこさせた。見事な切子細工の施された綺き麗れいな酒器に透明の液体が注がれる。

　アルバートは女性達にも勧めたが、彼女達は断ったので酒を手にしたのは俺とアルバートだけだ。

「今日は……そうだな、うん。義弟おとうとと義妹いもうととの出会いに乾杯」

「乾杯」

　アルバートが酒器を掲げたのに合わせて俺も酒器を掲げ、注がれた酒らしきものをぐいっと飲み干す。

　よく冷えた液体が喉のどを通り、爽やかでフルーティーな匂いが鼻を抜けて行く。後味もその香りと同じく爽やかで、微かな甘さが舌に残る。そしてその爽やかさとは裏腹に腹の奥がカッと熱くなる感覚が走った。

「飲みやすいな……でもこれ、結構強くないか？」

「あはは、これくらい水みたいなものだよ。強く感じるかもしれないけど、意外とそうでもないのさ。まぁもう一献、駆けつけ三杯って言うしね」

　給仕が再び酒器に酒を注いできたので、俺は再びそれを飲み干す。

　うーむ、この腹の奥がカッとする感じはかなり強そうなんだけどなぁ。でも確かにそんなに酔った感じもしない。

　再び注がれた酒をまた飲み干す。うむ、癖になるなこの酒は。

　皆と雑談しながら食事を続け、全部で五杯程も飲み干した頃だろうか？　急に酩めい酊てい感が襲いかかってきた。

「おや、義弟殿は酔いが回ってしまったようだね。旅の疲れもあるだろうし、今日の所はこれでお開きかな」

　世界がぐるぐると回る。返事をするのも億おつ劫くうだ。

　誰かが俺を席から立たせて、肩を貸してくれる。鳶色の髪の毛、嗅かぎ慣れた匂い。マールだろう。

「すまん、きゅうにこんな……」

「あはは、大丈夫ですよ。相変わらずタイシさんはお酒に弱いですねー。毒は効かない筈はずですけど、お酒は別なんですか？」

　確かに毒は効かないんだが、酒には普通に酔っ払うらしい。毒耐性と酒精に対する耐性は別なのかもしれない。今度調べてみるか。

　どこをどう歩いたかは全く覚えていないが、気がついたら薄暗い部屋の中でベッドが目の前にあった。俺はそれに迷いなく倒れこみ、息を吐く。

　うつ伏せに、仰向けにと何度か転がされて服を剝ぎ取られる。スースーして寒いので、マールを捕まえる。

「あっ、んっ……ダメですよタイシさん、私は着替えてこないといけないですから。少し待っててくださいね、着替えたら戻ってきますから」

　腕の中に捕らえた温もりはそう言って風か何かのようにスルリと俺の腕から抜け出し、頰に柔らかい感触を一つ残して部屋から出て行ってしまった。

　仕方がないのでベッドに潜り込み、戻ってくるのを待つことにした。




　少しして、ドアを開ける音の後に人の気配が近づいてくる。

　ベッドの傍まで近づいてきた気配はなかなかベッドに入ってこようとしない。

「あっ……」

　なかなか入ってこないので腕を伸ばしてベッドに引きずりこんでやる。

　抱きしめてその体温を素肌で味わい、胸いっぱいにその匂いを吸い込む。安心する匂いだ。

　いつものように唇を合わせ、始原魔法で魔力を送り込み、吸い上げる。

　なんだか今日は妙に大人しい気がする。それになんだか初々しい。ああそうか、そう言えば子供っぽい服装でとか昼に言ってたな。なるほど、そういうプレイか。確かにそこはかとなくいつもより幼い感じがする。

「んふぅっ、やっ……」

　いつもよりも念入りに、ゆっくりと魔力を循環させて執しつ拗ように責める。

　初々しい反応に妙に燃えた俺は随分とハッスルしてしまった。なんだかいつもと感触すら違う気がする。

「あ、ぅぁ……」

　いつもはほぼ互角である勝負は終始俺が優勢だ。ここは家庭内の序列を守るために奮闘せねばなるまい。

　途中で一回気絶させてしまったので、そのまま構わず続けて無理矢理起こし、今度は気絶させないよう注意深く回復魔法も併用した。




　そして、朝が来る。




「ん……」

　小鳥の囀さえずりで目が覚める。朝チュンですよ朝チュン、なんだか今日は凄く気分爽そう快かいな目覚めだ。横を見ると布団に埋もれた鳶とび色いろの髪の毛が見え、左腕には愛しい体温が感じられる。

　今までにないくらいハッスルしてしまったのでベッドのシーツなんかはかなりの惨状だが、後で浄化でもかければいいだろう。今はもう少しこの幸せな時間を享受したい。

　ベッドのシーツをそっとずらしてマールの寝顔を堪たん能のうする。きっと今日もよだれを垂らしながら幸せそうに眠っていることだろう。

「……ん？」

　特によだれとかは垂らしていなかった。あどけない表情で静かに寝息を立てる鳶色の髪の毛の美少女がそこにいた。

　寝顔を見ていると長いまつげがふるふると震え、そっと瞼まぶたが開く。焦点の合わない瞳が俺の瞳を捉とらえ、ばっちりと眼めが合う。

　一瞬の混乱と、驚きよう愕がく、そして最後には圧倒的な羞しゆう恥ち心しんが駆け巡ったのか彼女の顔が真っ赤になった。赤面した顔を隠すかのように彼女はギュッと俺の腕に抱きつき、その顔を俺の腕に埋めた。

「お、おはようございます……」

「オハヨウゴザイマス」

　蚊の鳴くような声で朝の挨あい拶さつをしてくる彼女にそう返し、俺はぼうっと天井を見つめる。

　そろそろ誤魔化すのを止めよう。いま俺がすべきことは一つ、隣で茹ゆで蛸だこのようになっているのはマールではなくティナーヴァ＝ブラン＝ミスクロニアであるという現実を認めることだ。

　なんかこの状況、凄くデジャヴを感じるのだが。




　記憶を辿たどろう。




　昨晩の食事会で俺はアルバートに勧められて酒を飲んだ、そして急に前後不覚に陥り、マールに肩を貸してもらってこの部屋に辿り着き、ベッドに倒れこんだ。ここまではＯＫ。

　そして着替えて戻ってくると言ってマールは一回出て行った筈だ。それは覚えてる。で、俺はそのままベッドに潜り込んで……そう、マールが戻ってきたんだ。で、ベッドに引き込んでその後はハッスルした。

　そこまで思い出し、俺はもう一度隣で寝ているティナーヴァ王女を確認する。どう見てもティナーヴァ王女である。姉妹なだけあって匂いも体つきもマールとよく似てはいるが、マールではない。フラムでもない。ティナーヴァ王女である。

　ああ、そういえばなんか妙に初々しかったり、始原魔法でやり取りする魔力量が少なかったりしたな。

「Ｏｈ……」

　シーツを少しめくってベッドの上の惨状を再度確認する。そこには微かながら赤いものが見て取れた。うん、これはアレですね。

　つまりこの状況から推察するに、何らかの理由であの後マールは俺の部屋を訪れず、何な故ぜかティナーヴァ王女が俺の部屋を訪ねてきた。で、俺は酒に酔っていたこともあってそれに気づかずティナーヴァ王女をベッドに引き込んでハッスルしたわけだ。

　いやぁ俺ってばうっかりさんだなぁＨＡＨＡＨＡ！




　俺は悪くねぇ！




　と声を大にして叫びたい気分だが、ヤってしまったものは仕方がない。どういう形になるかはまだわからないが、責任も取らなきゃいけないだろう。

　でも今は、そんなことはどうでもいいんだ。重要なことじゃない。

「ここは、どうするべきか」

　誤魔化す、という選択肢は俺的に取りたくないので取らない。如い何かなる理由があったにせよ、誤魔化して責任逃れをするというのは俺の趣味ではない。ヤってしまったからには男として責任は取るべきだろう。

　無論、どうしてこうなったのかきちんと説明はするけども。責任云うん々ぬんは別として、故意でなかったという点についてはしっかりと主張していきたい。

　つまるところ、開き直るわけじゃないがここはすべて正直に話して様々な方面で落とし所を探っていくしかないだろう。ああ、気が重い。

「あの……」

「ん？」

　考えがある程度まとまったタイミングでティナーヴァ王女が俺に声をかけてきた。天井から横に視線を移すと、まだ顔は赤いもののしっかりと俺の眼を見つめてくるティナーヴァ王女の顔があった。

「ごめんなさい……」

　何故か今にも涙が零れそうなほど瞳に涙を溜ためているティナーヴァ王女。

　はて、この状況下で彼女が謝るということは何を指すのか。ぱっと考えつくのはマールと付き合っている俺を寝取ってしまったということに対する謝罪だろうか。

　あるいは、彼女がなんらかの意図を持ってこの状況を作り出したことに対するものか。どちらにせよ何も言わずとも謝ってくるということは、理由はわからないが何かしらの罪悪感を感じているのだろう。




　それは何に対してか？




　それを考えながら俺はティナーヴァ王女の瞳から零れた涙を手で拭ってやる。どういう事情にせよ、抱いた女を泣かせるのは駄目だろう。

　なぁに、いざとなればマールとフラムとティナーヴァ王女を連れて何処いずこへなりと転移で逃げてしまえば良いのだ。力で押し通るっていう最終手段もあるしな。もうなんというか思考が魔王まっしぐらだが、あまり気にしないことにする。

　大だい氾はん濫らんをぶっ飛ばした時点でもう自重する意味がないんだからな。俺の力はすでに大陸中に知れ渡っていることだろうし。

「事情は落ち着いてから聞く。それより身体からだは大丈夫か？」
















「あの、その……腰が立ちません……」

　そう言ってティナーヴァ王女はまた真っ赤になって俺の腕に顔を埋めてしまった。なにこの可愛かわいい生き物。鎮まれマイサン、今からきっとマールが来るぞ。そしてあのおっさんとやり合うことになるぞ。

　うむ、制御成功。

「そっかー、腰が立たないかぁ。仕方ないよなぁ、初めてだったんだしなぁ。諦めよう、うん」

　実は目覚めてからずっとマールの気配を追っている。どうも誰かを探しているらしく、あちこちをうろつき回っている。俺の所に来ないということは、俺でなく他の人を探しているということなんだろう。

　フラムも一緒に行動しているようだ。

　で、今その気配は俺とティナーヴァ王女のいるこの部屋に近づいてきている。そしてティナーヴァ王女は足腰が立たない状況だ。

　つまり。

「詰んでるぜぇ、はっはっは」

　最も早はや笑うしかあるまい。ここは逆に開き直って対応するか。

　いや、正直なところ浄化や転移や回復魔法、まだ取っていない精神魔法とかを駆使すればなんとかできそうな気がしないでもない。だがそれをするのは何か違う気がする。

　ここでそういう力を使って誤魔化すと、今後俺はずっとマールに噓を吐いていかなきゃいけなくなるもんな。

「タイシさーん、起きてま……？」

　ノックも無しに入ってきたマールがベッドの近くに脱ぎ捨てられているティナーヴァ王女の服を見つけ、硬直する。

　ギギギ、と軋きしむ音を上げてマールの視線がベッドの上の俺とティナーヴァ王女に向く。そしてそのまま脳内がハングアップしてしまったのか動かなくなってしまった。

　このまま睨にらみ合っていても不毛なのでこちらから声をかけよう。

「てへっ、ヤっちゃったＺＥ☆」

「な、な、なにヤってんですかぁーーーーッ!?　私は昨日お預けだったのにズルいです！」

　えっ、そっちなの？




　　　　─☆★☆─




「とりあえず、落ち着こうか」

　浄化の魔法で身支度を整え、更にベッドの上の惨状も綺き麗れいさっぱり無かったことにしてから俺はそう切り出した。

　俺は平服に着替え、ティナーヴァ王女にはストレージに入れてあったマールの服と下着を着てもらっている。マールは昨晩着ていたものよりも大分大人しいが、王女らしい可愛らしい服だ。フラムは……軍服？　いや、騎士服ってやつだろうか。

　ピシッと決まっていてかっこいい服だな。お胸の部分がピッチピチになってるけど。ありがたやありがたや。

「そうですね。ほら、ティナもこっちに来なさい」

「あ、うん……」

　ベッドの所でマールとフラムに二人掛かりで着替えさせられたティナーヴァ王女が二人に支えられながら俺が座っているソファに移動してくる。

　フラムが俺の隣に、マールとティナーヴァ王女が向かい側に揃そろって席についた。こうして並ぶとやはりかなり似ている。マールの方が僅かに背が高いくらいだろうか。勿もち論ろん髪の毛の長さとか目元とか細かい所は結構違うけど。

「さて、今回の件に関してですが」

　そう言ってマールはジト目で俺を睨みつけて来た。俺はその視線を真っ向から受け止める。

「何か言うことは無いんですか？　タイシさん」

「言い訳はしない。致してしまったのは事実だからな。ただ、マールと間違えてティナーヴァ王女を抱いたということに関してはティナーヴァ王女に深く謝罪する。俺が相手じゃ抵抗もできなかっただろうからな。本当にすまなかった」

　頭を深く下げる。

「責任はできる範囲で取らせて貰もらいたいとは思う。流石さすがに首を差し出せだとか、お命頂ちよう戴だいだとか言われても困るけどな。まぁその、計画通りなんだろうけども」

　俺の言葉にティナーヴァ王女がビクリと震えた。マールはそれを見て深く溜ため息いきを吐く。横を見ると、フラムも苦々しい表情を浮かべていた。

　流石に俺だってこの状況が不運とトラブルの積み重ねで偶然発生したとは思っていない。この状況はティナーヴァ王女本人が作り出そうと思わなければ決して発生しえないんだから。

　この城のことを俺よりも知っているであろう彼女が、自分の部屋と俺が休んでいる部屋を間違えるわけもないだろうし。

　十中八九、彼女は昨晩自らの意思でこの部屋を訪れたのだ。

「間違いなく三人はグルですね。そうでしょう？　ティナ」

　ティナーヴァ王女はマールの言葉にただ俯うつむき、小さな身体を更に小さくしていた。そんなティナーヴァ王女の肩をマールはそっと優しく抱く。

「ティナ、別に私は咎とがめるつもりは……無いとは言いませんけど。でも、事情はある程度察してますから。そこまで厳しく責めるつもりはありませんよ」

　マールは優しげな手つきでティナーヴァ王女の頭を撫なでながら苦笑いを浮かべる。一体どういうことだろうか？

「あー、タイシさん覚えてますか？　私が家出した理由」

「ん、確か隣国の王子に……あっ」

　ここでやっと俺は『ティナーヴァ王女の動機』に思い当たった。確かマールが嫁に出される予定だった隣国の王子はイケメンだけど性格が悪い女好きって話だったな。マールは蛇だ蝎かつの如ごとくその王子のことを嫌っているようだが、ティナーヴァ王女も同じなのか。

　だからといって何故俺に？　とは思うけど。

　マールは一ひと目め惚ぼれとか言ってたし、姉妹だから好みが似ているんだろうか？　なんて物好きな。

　イルさんとアルバートの思惑なんてのは予想がつく。俺をミスクロニア王国に取り込みたいんだろう。マールだけでも十分じゃないかと俺は思うんだが、実際に俺は今回の大氾濫でカレンディル王国を優先している。そしてカレンディル王国の大氾濫を治めてすぐにミスクロニア王国に急行したわけではない。

　ん？　いや、ちょっと待てよ？　この世界の平均的な旅の速度から考えれば十分に早く着いてる筈はずだよな。ならこれは少し違うか。

　でもそんなに予想から遠くはないだろう。ニアピンってとこだと思う。

「しかしなぁ、いいのかこれで。色々と」

「私としては別に構いません。ティナは可愛い妹ですし」

「でもその可愛い妹を隣国の王子に売り飛ばそうとしてたよな？」

「そんな昔のことは今忘れました！　あいたっ!?　いたっ、痛いですティナ！」

　爽やかに言い切ったマールを涙目でバシバシとどつくティナーヴァ王女。微笑ほほえましい姉妹喧げん嘩かの光景である。

「ご主人様は……まぁ少々迂う闊かつだとは思いますが、ちゃんと責任を取るつもりなのですよね？　なら、私から言うことは特にありません」

　俺の膝に手を置いてフラムが微笑む。クールビューティーな見た目に反して健気だよな、この子は。

　ありがとう、とフラムに感謝してから俺は姉妹キャットファイトを展開している王女二人に目を向ける。ティナーヴァ王女も善戦したようだが、流石にレベル差がモノを言ったのかキャットファイトはマールが制したようである。

　というかティナーヴァ王女が顔真っ赤にしてふにゃふにゃになってるぞ。マールめ、始原魔法を使ったな。

「とにかく様々な思惑が絡み合った結果ですね。ティナ自身にも動機があり、ミスクロニア王国としても動機があり、実はお兄ちゃんにも動機があります。お兄ちゃんが私達の中で一番ゲッペルス王国のあいつが嫌いですからね。『奴が俺の義弟になるなど身の毛もよだつ』と公言するほどですし」

「どんだけ嫌われてるんだよ隣国の王子」

　というかそんなに嫌われている状態で婚姻の話が持ち上がってくるのが不思議でならん。一体何がどうなってそうなるんだ？

「ただの馬鹿なら良いんですけどね。性格と女癖の悪さ以外は優秀なんですよ。未確定情報ですけど、勇者という噂もありますし」

「それはなんというか恨まれそうだなぁ……」

「タイシさんなら大丈夫です。指先一つでダウンですよ」

　俺は世紀末なんとかかよ。まぁ易やす々やすとやられるつもりはないが。

　そうなると対勇者戦の訓練もしておいた方が良さそうだなぁ。この国にはおっさんも含めて勇者が三人いるらしいし、折を見て手合わせを願うとしよう。おっさん辺りは頼まなくても嬉き々きとして襲いかかって来そうだが。

「後はママですか……ママも確実にタイシさんをミスクロニア王国に取り込みたいってことなんでしょうけど、ついでに何か狙ってそうですねー」

「流石のマールもそこまではわからんか」

「情報不足ですねー、判断材料が乏しすぎます。まぁ、ママもタイシさんの常識外れの攻撃力と転移魔法の存在を認識しているでしょうから、絶対に敵対したくないんでしょうね。ゲッペルス王国よりもタイシさんが怖いというだけの話でしょう。でも、そうなるとゲッペルス王国に近しい貴族は騒ぎ始めるでしょうね！」

「権力闘争まっしぐらじゃないですかやだー！　俺はただ未開拓地を貰いたいだけなのに！」

　にっこりと笑うマールとは裏腹に俺の心は雨模様である。もう蜘く蛛もの里にでも引きこもってしまおうか。ソーン達も連れてあの森の奥地で悠々自適な開拓ライフとか。

　ダメだろうか？　ダメだよな、やっぱきっちりとケリをつけておかないと後々面倒だし、何よりマールを嫁にすると決意した時点でこういうことに巻き込まれることは予想できたことだったし。

　でもいざとなったらみんなを連れて逃げよう。うん、逃げ道があるというだけで心に余裕ができる気がしてくるしな。

「さて、では本題に戻りましょうか。タイシさん？」

　にっこりと笑ったままのマールが一瞬大きく見えた。本題に戻ると言われても俺から語ることはもうほぼないんだが。

「さっきも言ったように言い訳はしない。マールだと思って抱いたということに関してはマールにも失礼だし、ティナーヴァ王女にも失礼だった。特にティナーヴァ王女は初めてだったわけだしな……俺にできることならなんでもして償うよ」

「そこは狼狽うろたえながら言い訳をするのがお約束じゃないんですか。というか本当に悪いと思ってます？」

「当たり前だろ……勘違いしてのこととはいえ、不義を働いたのには違いない。マールとフラムには謝罪してもしきれないと思う。すまなかった」

　俺は隣に座るフラムと対面に座るマールにそれぞれ深く頭を下げる。そして次にティナーヴァ王女に向き直る。

「ティナーヴァ王女をマールだと勘違いして抱いた事に関しても本当にすまなかったと思う。貴女あなたの人格を認めず、ただその身体からだだけを貪むさぼった。強ごう姦かんに等しい行為だ。申し訳ない」

　そして最後にマールへと向き直る。

「マールと他の女性を間違えるなんて正直俺は自分自身が許せん。本当にすまなかった。償えるものなら償う、処遇は任せる」

　沈黙が場を支配する。マールはしばらく考え込んでから口を開いた。

「モヤモヤしますけど、仕方ないですね……フラムさんからは？」

「そもそも、今回の件はご主人様も迂闊でしたが……つ、妻である私達がもっと上う手まく立ち回っていれば未然に防げた事態です。ご主人様を一方的に責めるのはどうかと」

　妻、の部分で顔を赤くするフラムが可愛かわいい。

「そうですよね……昨晩私がちゃんとタイシさんの部屋に戻ってさえいれば。そう考えると昨晩のアレはお兄ちゃんの足止め工作だったわけですか」

　はぁ、と溜め息を吐きマールは深く肩を落とした。そしてすぐに顔を上げる。その顔は全てを吹っ切ったように晴れやかだ。

「タイシさんが反省してくれているのはよくわかりました！　しかし不義には罰が必要だと思います！　なので、落ち着いたらタイシさんには私とフラムさんにそれぞれ丸一日ずつなんでも言うことを聞いてもらう日を設けてもらいます！　良いですね？」

「わかった」

　随分と優しい罰だが、どうやらそれで許してくれるらしい。マールさんマジ天使。凄すごいなー、憧あこがれちゃうなー。

「それにしてもタイシさんって初めての時は必ず正体無くしてますよね」

「待て、フラムの時はともかくお前とティナーヴァ王女に関しては一服盛ったからだろうが。その言い草には断固として抗議する」

　俺の抗議に目を逸らすマール。

　というか食っちまえば勝ち、という肉食系を通り越して猛獣系に成り果てているミスクロニア王家の性教育が間違ってると思うんだ。黒幕は当然あの人であろう。

「んー、普通に一日デートも良いですが、実験していない薬もかなり溜たまってるんですよね」

「やめてっ!?　また私を薬漬けにするつもりでしょう!?　実験動物みたいに！　実験動物みたいに！」

　何な故ぜだかマールの薬には毒物耐性が効かないのである。地獄のような不ま味ずさなのに薬効はマトモだからなのだろうか。コワイ！

「あの、タイシ様。不ふつ束つか者ものですが、よろしくお願いいたします」

　自らに訪れるであろう悲劇に戦せん慄りつしていると、今まで沈黙を守っていたティナーヴァ王女がそう言って頭を下げてきた。俺もそれに倣って頭を下げる。

「いや、こちらこそよろしく頼む」

　こうして俺はなんやかんやありながらも美人の嫁三人と末長く幸せに暮らしましたとさ。

　めでたしめでたし。




　　　　─☆★☆─




「オレ、オマエ、コロス。オーケー？」

　無論そんな安易なハッピーエンドに終わるはずもなく、朝食の席で事の次第が速攻で露見した。

　結果、ミスクロニア王国国王にして、マールとティナーヴァ王女の父であるエルヴィン＝ブラン＝ミスクロニアに決闘を挑まれることになり、俺は王城の近くに建てられている闘技場のような施設のど真ん中で彼と対たい峙じするという事態に陥っていた。

　闘技場の観客席は満員御礼。

　街中に『ある人』の手によって放たれた布告官が『第一、第二王女両名を賭かけて二人の父であり勇者王でもあるエルヴィン国王陛下と勇者タイシが決闘を行う』と大々的に発表していたためだ。

「どうしてこうなった……」

「タイシくーん、負けちゃダメよー」

　黒幕が朗らかな笑顔で俺を応援している。このお方、朝食の場で、

『昨日は随分頑張ったわねー、孫の顔を見ることになるのもすぐかしら？　ね、タイシ君、ティナちゃん？』

　という爆弾発言を行った挙げ句、キャーキャー言いながらどこから盗撮していたのか絡み合っている俺とティナーヴァ王女の映像を暴露してくれやがったのだ。朝食の場で。この人頭おかしいと思うよ本当に。

　アルバートは爽やかに笑い、ティナーヴァ王女は顔を真っ赤にして泣きながら逃走、マールはちゃっかり部屋の隅に避難し、エルヴィンのおっさんは奇声を上げて俺に飛びかかってきた。

　フラム？　おっさんがひっくり返した朝食の目玉焼きが頭の上にパイルダーオンして涙目になってたよ。彼女は不幸属性持ちかもしらん。

　それにしても様々な準備にかかる時間を考えると、俺がミスクロニア王国の王都クロンに到着する前から準備が進められていたとしか思えない。つまり最初から最後まで俺達はイルさんの手のひらの上で転がされていたというわけである。

　エドワードの軍と合流した時点で生の情報もイルさんには届けられていただろうし、恐らくこの流れに持っていくことは即決されてたんだろうなぁ。

「剣を抜いた俺を前に考え事とは余裕だなぁ？」

　フシュルルルルル、と湯気だか暗黒闘気だかわからないものを口から吐き出しながらエルヴィンが凄んでくる。王の貫かん禄ろくというか覇気がビリビリと伝わってくる気がするが、俺にそんなものが効くはずもない。

　というか今回一番イルさんの手のひらの上で転がされているのはこのおっさんである。
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　今ビリビリ来てるのは王族のカリスマ（威）だろうけど、剣術５＋ってなんだこれ。ヤバいやつにしか見えないんだが。

　摂理を斬り伏せし者とか剣神とかいう称号と併せて考えると絶対に受けちゃダメだな、これは。昨日のアレはまだ手加減していたと思っておいた方が良さそうだ。

「そう怒らないでくださいよお義と父うさん、当人同士が納得しているんですから」

「貴様にお義父さんと呼ばれる筋合いは無いっ！　ここで貴様を叩たたき斬ってその理ことわりを斬滅してやるわぁぁぁぁぁ！」

　足元の地面を粉砕しながらエルヴィンが間合いを詰めてくる。手に持つ剣には眩まばゆいばかりの魔力が込められており、あれに直撃するとぶっちゃけ塵ちりも残りそうにない。




　当たれば、の話だが。




　エルヴィンの放った斬撃は一瞬前まで俺がいた空間を容赦無く両断していた。斬撃に込められた魔力が大地を砕き、斬閃が10ｍ以上も地を割る。

　完全に殺す気だあれ。

「転移魔法か！」

「ご名答」

　短距離転移で闘技場の隅まで距離を稼いだ俺はストレージから神しん銀ぎん棍こんを取り出し、構える。あっちは殺す気満々のようだが、俺は間違っても殺やっちゃうわけにはいかない。

　そうなると、威力過剰気味の接合剣よりも神銀棍の方が武器のチョイスとしては適切だろう。

　剣術５＋相手に接近戦は絶対にしたくないが、もしするならばリーチの長いこちらの方が有利だ。魔力の増幅機能は接合剣に劣るが、武器としての堅けん牢ろう性と魔法の補助具としての使い勝手はこっちの方が上だし。

「まぁ、接近戦はヤバそうだからな。遠距離戦に徹させてもらう」

「貴様ァ！　卑ひ怯きようだぞ！」

「戦いに卑怯もクソもあるか。というか相手の土俵で戦うのはただの馬鹿だろ」

　魔力を集中しながら神銀棍を振るうと、俺の周りの地面が広範囲に抉えぐれた。抉れた地面から吹き飛んだ土砂が空中で無数の槍やりを形作る。

　土魔法レベル４で習得した土槍嵐舞ジヤベリンストームという魔法だ。

　殺すわけにはいかないので穂先は鋭くしていない。なので正確には槍と言うより柱だけど。

　その数、優に百を超える。

「死なないでくれよ？」

　この魔法を選んだ理由は二つある。

　まず一つは比較的手加減が容易であること。そしてもう一つは質量弾であるということだ。

　エルヴィンが高レベルで習得している風魔法には俺も愛用しているウィンドシールドがある。ある程度の飛び道具や魔法も防いでくれるし、加速時の空気抵抗も軽減してくれるイケメン魔法だ。

　しかしこの魔法、矢程度なら良いのだが質量の大きい飛来物を防御するのには向かない。容易に風の障壁を貫かれてしまう。

　大質量の攻撃に風魔法で対抗するとなるとあとはもう攻撃魔法で相殺するしかないのだが、風魔法は速度や隠密性に優れる反面生み出す運動エネルギーは決して大きくない。

　風魔法も一点に収束させればそれはもうとんでもない運動エネルギーと貫通力を持ったりするのだが、無数の土槍による面制圧・飽和攻撃に対してはやはり分が悪い。

　そして魔力量、出力は俺が遥はるかに上回っている。

「ジャベリン・ストーム！」

　土の槍が一斉にエルヴィンに向かって殺到した。本来はその一本一本がトロールの頭を容易に粉砕できる威力なのだが、今回はかなり威力を抑えてある。

　それでも当たりどころが悪ければ骨の一本や二本は折れかねない威力だが。

「ぬぅぅぅぅぅぅんっ！　七しち塵じん滅めつ牙が！」

　おっさんは為なす術もなく地を舐なめる羽目になるだろう。そう思っていた。

　しかし信じられない光景が目の前に発生した。

　なんとこの男、中二病っぽい技の名前を叫びながら殺到する土の槍を目にも留まらぬ剣速で斬り始めたのだ。あまりの速さにエルヴィンのおっさんの剣が何重にも霞かすんで見える。

「マジか……剣の勇者の名は伊だ達てじゃないな」
















　全ての土槍を撃墜された俺は素直に驚き、神銀棍を脇に抱えながら拍手をしてエルヴィンに畏い敬けいの念を示す。

　純粋な剣技だけでアレを撃墜するのは俺には無理だ。精々半分くらいが良いところだろうと思う。

　流石さすがは剣の勇者にして勇者王であるエルヴィン＝ブラン＝ミスクロニア。そのドヤ顔も納得の剣の冴さえだ。

「この程度か？　この程度ではやはり貴様如ごときに娘達はやれ」

「んじゃギアを一つ上げて行くか。数も倍に増やしてみよう」

「……えっ」

　得意げになっていたエルヴィンが呆あつ気けに取られた表情をするが、俺は構わず先ほどの八倍の魔力を込めて土槍嵐舞を発動する。

　先ほどよりも深く、広く土砂が弾け飛ぶ。

「倍率ドン、さらに倍」

　俺の周りに先ほどの倍の数の土槍が浮遊し始める。

　その数、二百五十六。ついでに先ほどよりも土槍そのものの密度も大きく上がっている。

「あ、速度も堅さも倍だから」

「……お、俺は負けんぞぉぉぉぉぉっ！」

「おう、頑張れ。次は更に倍な」

　土槍が乱れ飛び、剣鬼と化したエルヴィンがそれを迎撃する。超高速で剣を振るいながら風魔法で無数の烈風を放ち、殺到する土槍を撃墜する。中二病っぽい技名を叫ぶ暇すらないようだ。

　そして残念ながら俺の魔力はまだ四分の一も減っていない。エルヴィンの方はどう見ても既にいっぱいいっぱいである。

「良い腕だ、感動的だな。だが無意味だ」

　最初に足を止めて迎撃したのが悪かったな。もうおっさんの周りは斬られた土槍の成れの果てである土砂でいっぱいだ。今更足を使った機動戦を仕掛けようとしても、どうしても足を取られて隙ができるだろう。

　そうなれば一巻の終わり、この弾幕密度で一撃食らえばあとはただの的に成り下がるしかない。そうなるとエルヴィンのおっさんに残された活路は一つ、俺の魔力が切れるまでその場で持ち堪えるのみだ。

　大切なことなのでもう一度言うが、現時点で俺はまだ総魔力量の四分の一も使い切っていない。ほぼ詰みである。

「うがぁぁぁぁぁっ!?　クソがぁぁぁぁぁッ！　うぼぁーーーーッ!?」

　同時発射数が八百になった時点で土槍を迎撃しきれなくなったエルヴィンが身体からだ中に超高速の土槍を食らって宙を舞う。

　某小宇宙を燃やす漫画並みの美しいやられポーズで吹き飛んだエルヴィンを更に無数の土槍が空中で滅多打ちにした。もはやただのサンドバッグである。

　途中からはただ弾き飛ばす程度の威力に抑え込んでやった。俺ってばなんて優しいんでしょう。

　ドシャァ、と音を立てて土槍の成れの果てである柔らかい土の山にエルヴィンが無様にも頭から突き刺さる。足がビクビクしてるから死んではいないだろう。

「ふっ、勝った」

　接近戦で打ち合えば苦戦は免れなかっただろう。美しさとか格式に従えば俺は接近戦でエルヴィンのおっさんを打ち倒すべきだったのかもしれない。




　だが断る。




　俺の命と、何よりマールとティナーヴァ王女との結婚がかかっているのだ。妥協も油断も慢心もしない。

「勇者王を魔法で打ち倒した……」

「ま、魔王だ……」

「魔王」「魔王っ！」「まおうっ！」

『『『『魔王っ！　魔王っ！　魔王っ！』』』』




　熱狂的な魔王コールである。何な故ぜ魔王呼ばわりなのか……解せぬ。

　とは言っても折角のご声援なので何かお応えするとしようか。

「ふはははは！　おっさん恐るるに足らず！　約定通りミスクロニア王国の至宝、二人の美び姫きはこの俺、タイシ＝ミツバが貰もらい受ける！」

　そう宣言して神銀棍を掲げ、俺の背後に爆発とともに巨大な火柱を立ち昇らせる。悲鳴とも歓声ともつかぬ熱狂が闘技場を揺るがした。

　魔王タイシ＝ミツバ、爆誕の瞬間であった。
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「で、どうするつもりですか。すっかり国民の間では『魔王勇者』として認識されてしまいましたよ？　幸い畏い怖ふと尊敬が主で憎悪とか排斥を訴えている国民は少ないようですけど」

「反省してまーす」

「本当に反省していますか？」

「ついカッとなってやった。今では反省している」

　城に戻った俺は床に正座をさせられてマールから説教を受けていた。ちなみに少し離れたところではイルさんと第一王子のアルバートが俺と同じようにティナーヴァ王女に正座させられて説教されている。

　どうやら例の隠し撮り映像の件に関してこっぴどく叱られているらしい。

　あれは記録結晶という魔法の品で、一度発動すると丸一日分くらいの映像を記録できる代物なのだとか。

　俺とティナーヴァ王女の初夜が収められた記録結晶はティナーヴァ王女によって回収され、今は彼女の手に収まっている。

　勿もち論ろんあのイルさんがバックアップを取っていないわけがなく、実は俺も一つコピーを貰っている。当然ティナーヴァ王女には秘密だ。

　今度どこかでゆっくり鑑賞することにしよう。

「大丈夫よー、逆にあれくらい畏怖されれば変なちょっかいをかけてくる人も減るだろうし、気にすることは無いわー」

「自分でやっておいてなんですが、武に優れた王がポッと出の俺にボコボコにされたんじゃ王の権威が失墜するのでは。それに政治的にも俺一人に王女を二人も嫁がせるってのは……大丈夫なんですか？」

「それは勿論リスクはあるわよー。でもー、タイシ君は助けてくれるわよねー？」

　にっこりと笑うイルさん。背後の般はん若にやが俺の喉のど元もとに刀を突きつけている幻が見えそうだ。

　勿論俺は無言で頷うなずいた。

「勿論。対価をしっかりといただけるならね」

「あの件ねー？」

　イルさんの視線がマールに向く。マールは俺に向かって頷く。

　どうやら話は通っているらしい。

「そうねー、王女二人を嫁がせるのだからその夫であるタイシ君が爵位も何もない平民というのは少し問題よねー。とりあえずは子爵位を与えることにするわー。幸い、タイシ君は既に十分な『武勲』をあげているしねー？」

　リュメール近辺の魔物を掃討した件のことだろう。

「ミツバ子爵領としてご所望の国境の森林地帯を与えるわねー。一応あの森はリュメールを治めるヴィクトール男爵の領地なんだけどー、まぁ別に開発しているわけでもないみたいだしー」

「いや、でもだからって領地を取り上げたら不満を持つんじゃ」

「そうねー、頑張ってねー」

　にぱー、と笑うイルさん。フォローする気ないのか、おい。

「大丈夫よー、タイシ君にはマールちゃんティナちゃんもいるからなんとかなるわー」

「一応爵位もタイシさんの方が上ですし、勇者で魔王ですし、王女である私とティナもいますし。まぁなんとかなるんじゃないでしょうか！」

　母娘おやこ揃そろって超楽天的なご意見ありがとう。

　まぁ権威もあるし、マールとイルさんの二人がそう言うならなんとかなると思おう。俺はリュメールとは仲良くしたいし、カレンディル王国とミスクロニア王国を繫つなぐ道を作るならリュメールにも旨みがある。最初は嫌われるかもしれないが、最終的には良い関係を築けるだろう。




　と、思いたい。




「でもまだまだ騒ぐ人たちはいるでしょうからー、タイシ君にはバリバリ働いてもらうわよー。文句を言われないくらい、馬車馬のように働いてねー？」

　そう言って有無を言わさぬ笑みを浮かべるイルさん。案外この人も夫がボコボコにされたのが面白くなかったのかもしれない。

　だが私は謝らない。絶対にだ。







　エピローグ







　その日のうちから俺はミスクロニア王国のあちこちを飛び回ることになった。いや、もう文字通りに。飛行魔法や転移魔法をフルに使って東奔西走することになった。

　婚約者というか嫁三人が俺の補佐に付き、そりゃもうビッチリと分刻みのスケジュールを組んでくれたのだ。実に仕事のできる嫁達である。

　手加減してくださいお願いしますなんでもしますから！　と言ったら。

「ん？　今なんでもするって言いましたよね？」

　マールさんはそう言って今まで俺が出席を断固拒否していた舞踏会とか夜会の類に連れ出し始めました。身体は休まるけど心が休まりません。誰か助けて。

　まぁマールは俺と踊るのを楽しみにしてたようで、すごく嬉うれしそうな顔してたけどね。

　うーむ、今度からはこういうのにも積極的に付き合っていくとしよう。肩書きだけとは言え、一応貴族になったわけだしね。こういう貴族の付き合いにちゃんと顔を出さなきゃならんね。マールと踊るのも楽しいし。

　舞踏会には勿論ティナーヴァ王女も一緒に行った。まだぎこちなさは拭えないが、彼女も一生懸命俺の婚約者として振る舞ってくれた。なんとも健気な感じだが、やはりマールの妹だけあってそれなりに強したたかだったりする。

「お姉様、ピッケル伯爵令嬢がお姉様にご挨あい拶さつをしたいそうですよ」

「む、わかりました。タイシさん、ちょっと行ってきますね」

　旧友の許へと向かうマールを見送り、彼女の姿が見えなくなると同時にティナーヴァ王女がそっと身を寄せてくる。

「タイシ様、私とも踊っていただけますか？」

　この強かさである。やはりイルさんの娘にしてマールの妹だ。

「その、お姉様やフラムさんとの差を縮めたくて……ごめんなさい」

　俺の視線の意味に気づいたのか、ティナーヴァ王女が顔を俯うつむかせる。別にこれくらい気にしない。悪意があるわけじゃないし、これくらい可愛かわいいものだ。

　俺は笑って彼女の手を取り、他の貴族達が踊っているダンスホールへと連れ出した。

　フラムはこういった公の場には出てこなかった。やはりまだ色々と負い目を感じているようだ。彼女の実家の家格がそんなに高くないというのも一歩引いている理由であるらしい。俺はそんな事は気にしないのだが、貴族の社会というのは色々面倒くさいものである。

「おかえりなさいませ」

　どうやらマールとティナーヴァ王女の間で取り決めがあるらしく、舞踏会や夜会のあった夜は俺とフラムを二人きりにしてくれる。彼女達なりの配慮なのだろう。

「あっ……」

　窮屈な礼服を脱ぐのを手伝おうとしてくれるフラムをそのまま抱きすくめ、そのまま俺はフラムと踊り出す。音楽の無い二人きりの舞踏会だったが、フラムは楽しんでくれたようだった。

「ありがとうございます」

　潤んだ瞳でそう言ってくるフラムにキスをしてから彼女をベッドに誘う。なんというかもう大サービスでした。

　明日からはまたイルさんの走そう狗くとなって東奔西走する羽目になるだろうけど、三人の嫁達に支えられた俺に怖いものなど何もない。いや、嫁は怖い。不義理は働かないように心がけよう。

　そして目指せ、一国一城の主だな！







　閑話　～変なヤツ～







　俺の名前はソーン。

　家名とかは特に無い。狼人のソーン、それが俺の名だ。

　俺は狼の獣人だ。俺はまともに親に育てられた覚えがないから、狼人としての誇りだとか、そういったものは親から受け継いではいない。残念な事だがな。

　俺の今までの人生は、まぁ苦難続きだったと言えるだろう。両親はこのカレンディル王国の北部のどこかに住む貴族の奴隷だったらしい。




　俺が生まれて隷属魔法をかけられる前に主人である人間の下から脱走して、俺を残して死んだ。奴隷の子は奴隷だ。だが、あまり小さい頃から隷属魔法をかけると心身の成長に悪影響を及ぼすから、ある程度育つまでは隷属魔法を施されることはない。

　俺の両親は俺を奴隷にすまいと自分達が死ぬことを覚悟して脱走し、俺を奴隷となる定めから解き放ってくれたのだ。

　その後は野に生きる動物や魔物と変わらないような過酷な生活を送ったが、なんとか生き残って今の俺がある。苦難の末に定住できる場所も見つけられた。俺と同じような境遇の獣人達が寄り添って暮らす村だ。

　仲間もできたし、これからは幸せに生きられると思っていた。だが、それも長くは続かなかった。大だい氾はん濫らんで大量に発生した魔物達が俺たちの住む村を襲ったからだ。

　俺達の様な獣人というのは普通の人間に比べると遥はるかに身体能力が高いし、近接攻撃系のスキルの習得が早い。それは即すなわち戦闘能力に直結する。

　俺達は押し寄せる魔物達を相手に果敢に戦った。畑が踏み荒らされ、思い出深い建物が破壊され、仲間達は一人、また一人と倒れていった。

　厳しい戦いの末になんとか大氾濫を凌しのぎ切ったが、仲間達の大半が重傷を負い、少なくない数が死んだ。蓄えられていた物資の大半も破壊されるか食い荒らされ、襲撃によって踏み荒らされた畑の収穫も絶望的だ。

　生き残るため、俺達はリスクを取った。

　近隣の放棄された人里に降り、放置された物資や作物を回収することにした。

　火事場泥棒そのものの行為に罪悪感を抱いたが、村の皆を生き残らせるためにはやるしかなかった。

　あいつと出会ったのはそんな時だった。

　物資漁あさりに訪れた放棄された村の一つで食い物と人間の匂いを感じ取った。匂いから相手の数は一人だということは判ったが、何な故ぜこんな場所に一人だけ人間がいるのかがわからなかった。

　相談の結果、一番足の速い森人のメルキナと魔法を使えるチビ二人をその場に残し、俺を含めた残りの五人──俺と同じ狼人のブレイク、兎人のパメラ、豹ひよう人のレリクス、牛人のマルクス──で偵察を行うことにした。

　俺達は風下から決して音を立てないようにゆっくりと近づき、とりあえず様子を見るために一番遠くの建物の角から顔を覗のぞかせた。

「ッ!?」

　驚きのあまり声が出そうになるのを必死に抑え、建物の陰に引っ込む。

　信じられん、こっちに手を振っていやがったぞ、あいつ。俺は合図を送って仲間達を集める。

「どうした？」

「こっちを見て手を振ってやがった」

「噓でしょう？　こんな距離で気づくわけないわ」

　豹人のレリクスと兎人のパメラの鼻が訝いぶかしげにヒクつく。俺もきっと同じになっているだろう。だが間違いなく奴はこっちを見て笑って手を振ってやがった。間違いない。

「どうする？　殺やるか？」

「いや……多分無理だろう。見もせずに俺達に気づくくらいだ、俺達より数段格上だと思った方が良い」

　実際の所どうかはわからないが、俺達が返り討ちに遭えばただでさえ危うい村の存続は絶望的になる。それに、俺たちの鼻よりもずっと高度な察知能力を持っている相手から上う手まく逃げ切れるかどうかもわからない。
















　先ほどの様子を見る限り、即刻俺達と敵対するとも思えない。ここは素直に姿を見せるべきだろう。いざとなれば俺が刺し違えてでもこいつらを逃がすしかない。

　メルキナとチビどもの存在がバレていなければ良いが……。
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「やぁ、こんにちは。とりあえず座ってくれ」

「……ああ、こんにちは」

　話し合いの結果、メルキナ達を除いた俺達五人で姿を現すことにした。そこで待っていた男はすぐに俺達に用意してあった席に着くように促した。

　席の数は俺達五人が座っても三つ空いていた。しかも二つは明らかに少し小さい。間違いなくメルキナ達の存在もバレている。

「俺はタイシ、タイシ＝ミツバ。カレンディル王国の首都アルフェンに滞在している冒険者だ。そっちは？」

　冒険者。

　そうだろうとは思っていたが、やはり厄介な手合いだった。

　人間の冒険者は魔物だけでなく俺達獣人を狩り、奴隷として売り払うことも生業なりわいとしている。俺達の緊張が一気に高まるが、タイシと名乗った男は感心したようにこちらを眺めているだけで何の脅威も感じていないようだった。

　その気になれば一足飛びに武器を突き立てられる間合いで、しかも俺達は武器を手放していないんだぞ？　こいつは一体何を考えているんだ。

「俺はソーン、住んでる場所は言えない。こいつらは俺の住む村の衆だ」

　警戒を解かずに自己紹介をするが、やはり向こうに緊張した様子は見えない。人間は焦れば汗の匂いなどもしてくるから分かりやすいのだが、それもない。こいつは武器を持った獣人五人を前にして完全にリラックスしてやがる。

「獣人が珍しい？」

　興味深げにこちらを観察しているタイシにパメラが問いかける。

「ああ、実は山奥で暮らしていた期間が長くてな。所謂いわゆる一般常識ってのには疎いんだ。気を悪くしたなら謝る」




　おいおい、どういうことだ？　こいつ、俺達に頭を下げたぞ？　人間が俺達に頭を下げるなんてことがあり得るのか？

「獣人に頭を下げるなんて、変わり者だなアンタ」

「？　どういう意味だ？　悪いと思ったら謝るのは普通だろ？」

　ブレイクの言葉にタイシは首を傾げてそう言った。その反応に思わず俺達は顔を見合わせる。

「人間ってのは俺達獣人を魔物の同類か、奴隷としてしか見ないもんだろ」

「えっ、何それ怖い」




　俺はお前のその反応が怖いわ。
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　このタイシという男は本当に獣人と人間の関係をよく知らないようだった。特にカレンディル王国での獣人の扱いなんかは子供でも知っているような常識だと思うんだが……。

　ケットシー族と猫系獣人の区別もつかないようだしな。一体こいつはどんな山奥から来たんだ？　森の奥に隠れ住んでいるうちの村の子供でももう少しマシだぞ。

　話を聞いてみるとこいつは縁のあったこの村が大氾濫でどうなったか様子を見に来たらしい。俺達が物資漁りをしていた件に関しても特に思うところは無いようだ。変な奴だな。

「俺を村に案内してくれれば解決できるが」

　事情を話しているうちにタイシはそんなことを言い出した。

「……どういうことだ？」

　思わず聞き返しながら俺は警戒を強める。村の場所を聞き出そうとするということは、やはりこいつも奴隷狩りをするつもりなのか？　いや、だがこいつ一人で俺達の村の位置を知ったとして何になる？　帰ることができなければ何の意味もない情報だ。それとも俺達の村に辿たどり着き、情報を得た上で人里に戻る自信があるのか？

「俺はこう見えて腕の良い魔法使いなんだ。回復魔法も使えるし、実はトレジャーボックスに山ほど食糧を溜ため込んでる。味は悪いが、回復薬もあるぜ」




　俺が困惑し、悩んでいる間にタイシはどこからか大量の物資を取り出して俺たちの前に並べて見せた。

　食い物、魔法薬らしき液体の入った瓶、毛布や酒などもあるようだ。不可思議なことに出来立てらしきシチューのようなものが入った鍋なべまである。

　何もないところから次々に出てきたから幻か何かじゃないかと思ったが、俺の鼻が目の前の物資が本物であると認めている。

　ますますもってわけがわからん。一体こいつは何を考えている？　これだけの物資を俺達に提供してこいつになんの得があるっていうんだ？

「ありがたいが、返せるものは何も無いぞ。お前は何を狙っているんだ？　俺達を奴隷として捕らえて売り払うつもりか？」

　人間相手に腹の探り合いをしても仕方がない。村には飢えと怪け我がに苦しむ仲間達がいる。俺は率直にタイシに問いかけた。返答次第によっては覚悟を決めるしかない。

「いや、そういうわけじゃない。もっと大それたことを考えている」

「……どういう意味だ」

　もっと大それたことだと……村の仲間達を丸ごと奴隷にするつもりか。やはりこいつは刺し違えてでも俺が殺すしかないようだ。

「お前ら、俺の国の国民にならない？」

「……は？」

　予想もしなかった言葉に俺の頭は真っ白になった。




　　　　─☆★☆─




　あれが、俺達とタイシの出会いだった。

　間違いなく俺達のクソッタレな運命を変える大転換点だったと言えるだろう。

　タイシは何とかするという言葉通りに俺達の村を救った。ほぼ空っぽに近かった食糧庫には食い物が積まれ、怪我人や病人が瞬く間に魔法で癒やされた。手や足を失って後は死ぬのを待つだけだった者もいたが、新しく手足が生えて助かっていた。まったく、規格外という言葉も生温い。

　タイシは何を考えているかよくわからん上に行動も突拍子がないし、俺を含めて周りをしっちゃかめっちゃかに振り回す野郎だ。しかも匂いからして嫁さんが少なくとも二人はいる。もしかしたら三人いるかもしれん。爆発しろ。

　決して善人じゃないが、突き抜けた悪人でもない。自分の欲望に素直な奴で、それを明け透けにして隠そうとしない。ただ、それを満たす事と俺達を救うことが単に一致しているだけだと嘯うそぶいてみせる。

　全く、素直じゃないやつだ。子供か。嫌いじゃないがな。

　ん？　あいつの匂いがするな。

　ったく、いつも唐突に現れやがる。いつの間にか俺が村の中でのあいつ出迎え担当みたいな立場にされちまった。おかげで最近趣味の木彫りもなかなか捗はかどらない。

　どうやら食糧庫に向かっているようなので、俺も向かう。

　少し待っているとなんか細い木の棒を口にくわえた森人のメルキナと一緒にタイシが現れた。

「お、来たな」

　声を掛けるとタイシはなぜか驚いたような顔をした。ああ、何で先回りしてここで待っていたのかがわからないのか。

「匂いがしたんでな」

「流石さすがは犬」

　俺が自慢の鼻を指してそう言うと、あろうことかこの野郎俺を犬扱いしやがった。

「狼だ！」

　そう叫ぶ俺を全く悪びれた様子もなく適当に笑って宥なだめてきやがる。この野郎、いつか吠ほえ面づらかかせてやる！







　あとがき







　はい、リュートです。

　春も近づいてきて、冬眠から無事目覚めました。




　29歳独身の三巻を手に取って下さってありがとうございます！

　三巻はエピソードの追加の他、他者視点の閑話を挿入してお送りしております。




　年明けから未曽有の腹痛と高熱で正月休みがお亡くなりになりました。

　しかもその後は今までに経験したことの無い腰痛が発生……いやほんと、腰痛ってあんなに辛つらく苦しいものなんですね。

　今までにも何度か腰痛は経験しましたが、大体翌日には治っているようなものが多かったのです。

　しかし今回は数週間にも渡る長期の腰痛が……いやぁ、私もおっさんになりました。ついこの間まで若いつもりだったんですが、やはり三み十そ路じを迎えると少しずつ身体からだの各所にガタが来るんですかね？




　さて、作者の近況はこの程度にして今回の内容をダイジェストでお送りしましょう。ついでにちょっとした裏設定も。

　今回のお話は正義の心に目覚めたタイシが虐げられている獣人達を無私の崇高な意思に基づいて救済するお話です。

　すみません、噓うそをつきました。

　許してください！　私じゃなくてタイシがなんでもしますから！

　はい、本当のことを言うと獣人のふさふさの耳や尻しつ尾ぽを思う存分撫なで回したり、あるいは顔を埋めたりしたいタイシがその野望を成就すべく色々と奔走する話です。

　前回の大だい氾はん濫らんで得たカレンディル王国への莫ばく大だいな貸しを背景に領土の割譲を強要したり、有り余る資金で獣人達を養うための物資を買い漁あさったり、圧倒的な戦闘力を背景に未開の大樹海の魔物や大氾濫の生き残りの魔物を吹き飛ばしたりします。

　その際に未知との遭遇をしたり、とんでもない過ちを犯してしまったり、その結果本気で殺されかけたりします。




　平穏で自由な生活を求めているはずなのに、しがらみがどんどん増えていくのがタイシクォリティですね。

　勿もち論ろんマールやフラムとのイチャイチャもありますよ。あと人妻とか。

　人妻って蠱こ惑わく的な響きがありますよね。え？　そういうのはいい？　すみません。




　さて、裏設定書くよということなので何か書かないといけませんね。

　私は設定なんかは基本的に作中で描写して行くスタイルなんで、こうやって改めて書くのってなんだか変な感じがしますね。作中で描写されない設定は贅ぜい肉にくと考えてますし。

　そうですね、何が良いかな。そう、レベルアップシステムとスキルシステムに関してとかにしましょう。




　異世界エリアルド（そういえば世界の名前もあまり描写がありませんでしたね）では、様々な行動によって生物としての階位が上がり、階位が上がることによって能力の向上が起きます。これがレベルアップシステムですね。

　その際のステータス上昇幅はその生物の魂の品質によって違い、更にランダム性もあります。

　一般的な素質の人間は１レベル上がるごとに各能力値が最低１から４くらい上昇します。これは各能力値ごとに設定されており、例えば力は強いけど不器用な人だとＳＴＲの上がり幅が１から６、ＤＥＸの上がり幅が１～３だったりします。

　天才と呼ばれるような人はレベルが上がるごとに最低２から７上昇したり、２から８上昇したりといった感じで能力値の上がり幅が一般的な人と違ったりします。勇者と呼ばれるような人々は２から12とか３から９とか上がり幅の最低値や最大値が高かったりします。

　ちなみにタイシはＰＯＷ以外の上がり幅が２から12、ＰＯＷの上がり幅が８から18だったりします。一般人が１から４とかですから、この成長能力だけでも凄すさまじい差が出ますね。

　さて、そろそろ一部の方はお気づきかもしれませんね！　一般人は１Ｄ４、タイシのような勇者は２Ｄ６とか２Ｄ６＋６とかそういう感じでステータスが伸びるわけです。記号の意味がわからない人はスルーしてね！




　スキルシステムに関してはタイシと他の人で大きく違っています。

　タイシ以外の人は地道な修練によって少しずつスキル経験値が上昇し、一定以上に達するとスキルレベルが上がってそのスキルを使用できるようになります。

　タイシはそれに加えてレベルアップ時に２から12の幅でランダムにスキルポイントを獲得し、スキルリストにあるスキルの中から選んだスキルにポイントを割り振って取得することが可能です。

　スキルレベルが１から５まである通常のスキルはレベルの数字と等しい数値のスキルポイントを割り振ればスキルを取得できます。15ポイントで最大の５まで取れる計算ですね。

　スキルレベルが１から３まである特殊スキルはレベルを上げるごとに３、６、９ポイントでスキルレベルを上げられます。通算ポイント19で最大の３まで取れますね。各種耐性スキルや魔眼などが特殊スキルとなります。

　スキルリストは膨大な文字数になるのであとがきには書けませんね、残念。まぁ大体考え付くようなスキルは揃そろっています。一方で魔闘術や様々な合成魔法など、スキルポイントで取得できないスキルもありますが。

　スキルレベルも最大は５とか３だったりしますが、実は修練によってその先に到達することも可能です。そうなると表示が５＋という表示になったりします。




　あまりだらだらと書いても仕方ないので、この辺りにしましょう。細かく書き始めるとキリがないですしね！




　最後に担当のＨ氏、イラストを担当してくださった桑くわ島しま黎音れいんさん、本書の発刊に関わってくださった全ての方々に感謝です！

　ありがとうございます！

　そして読者の皆様、三巻もまた読んでいただきありがとうございます！

　また次巻でお会いしましょう！　次巻もお楽しみに！





リュート












29歳独身は異世界で自由に生きた……かった。3








リュート





平成27年8月20日　発行





発行者　三坂泰二

発行　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ

〒102-8177　東京都千代田区富士見2-13-3

03-3238-8521（カスタマーサポート）

03-3238-8641（編集）

http://www.kadokawa.co.jp/





(C)Ryuto, Rein Kuwashima 2015




本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

『29歳独身は異世界で自由に生きた……かった。3』

平成27年7月25日初版発行















item/image/cover.jpg





item/image/p117.jpg





item/image/p039.jpg





item/image/orikaeshi.jpg
U 5= |

Ryuto

BEEEDIVETV, BF
DEKUCA ST INA INIVFRD
J—Lbe SIET—LEHEEEE T
VISAVRABTEATEATY
o HEWNTRICADEEZHR
DZ A NVERBRTESDHE®
EDELATT,

ILLUSTRATION> £E5RE
DESIGN > AFTERGLOW






item/image/bookwalker.png


item/image/p191.jpg





item/image/p221.jpg





item/image/gaiji-0001.png


item/navigation-documents.xhtml






Navigation





		表紙



		目次



		第一話　～疑いの目を向けられました～



		第二話　～獣人の村を訪れました～



		第三話　～色々と準備を始めました～



		第四話　～前人未踏の秘境で未知との遭遇をしました～



		第五話　～嫁の故郷で大変なことになりました～



		エピローグ



		閑　話　～変なヤツ～



		あとがき



		奥付













Guide





		表紙



		目次



		本編













item/image/p065.jpg





item/image/k002.jpg
|

1T

\






item/image/k001.jpg
| f
‘aﬁ

‘ QU
N B

o’%’.‘ll‘il(‘! y -’l’






item/image/p019.jpg





item/image/p171.jpg





item/image/p091.jpg





item/image/p127.jpg





item/image/p207.jpg





